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プロローグ





　四角い、闇やみ。

　夜明け前の学校だ。長い廊下に灯あかりはなく、グラウンドで近くの建物から隔てられた窓から差しこむのも空の濃紺だけだった。

　その闇の中でも鮮やかな黒いロングコートの女。古くさい鍔つば広ひろ帽ぼうに、夜なのに顔を覆う大きなサングラス。すべてが微かすかな光を映し、黒曜石のように艶つややかに輝いている。

　女の足下には男がふたり倒れていた。やはり黒ずくめだが、ありふれたスーツとソフト帽。それでも異様なサングラスと鼻を折られて流血した姿は、学校には不釣り合いだった。

　いや。夜明けを控えた中学校にはふさわしい者などいない。

　たとえ制服姿であっても、夜の校舎には似つかわしくない異物だ。

「後は、あんただけだぜ」

　黒衣の女に対たい峙じしている、セーラー服の少女が口を開いた。

　短い髪に、引き締まった顔立ち。不敵に笑いながら、汚物を払うように右手を軽く振る。

「杏あんず子こ、何をしてますの？　さっさと片づけてしまいなさい」

「……もうすぐ、夜が明けちゃうわ……」

　ショートヘアの背後にもふたり。栗くり色いろがかった長い髪を波打たせた小柄な少女と、まっすぐな黒髪を腰こしまで伸ばした娘が立っている。

「わかってる。菫すみれ子こも椿つばき子こもそこで見てな。こういうのは、あたしの領分だからさ」

　杏子と呼ばれた少女はだらりと両手を下げたまま、コートの女ににじり寄る。

　女は無言のまま小さく舌打ちし、コートの懐ふところに入れた手を出す。やはり黒い、特殊警棒が五〇センチほどの長さに伸びた。長い裾すそを翻ひるがえし、警棒を掲かかげて杏子に襲いかかる。鋭い、訓練された者の動き。

　鋭く空気を切り裂いて振り下ろされた警棒を、杏子は片手で難なく受け止めた。

　黒衣の女の攻撃は遠慮したものではない。スチール製の武器は一撃で骨をも砕く品だ。

　だが、杏子は防具どころか手袋すらない完全な素手で、それを止めたのだ。

「こんなのが通用するとでも思った？」

　ぎっ！――警棒の継ぎ目がきしむ。

「こんな……人間が使うような武器が？」

　ぎしっ！――ねじ曲がる。鉄製の警棒が、杏子の握力だけで。

　帽子とサングラスに隠された女の顔に、恐怖と驚きよう愕がくの表情が浮かんだ。

　杏子は決して大柄ではない。均整のとれた引き締まった体格だが、見た目は中学生。鋼鉄の武器を片手で受け止め破壊するなど、信じがたいことだ。この異常な状況の中でも。

　倒れている男たちを放置し、壊れた武器を捨て、女は振り返って逃走する。

　杏子は軽く床を蹴けると天井すれすれの高さで頭上を追い越し、音もなく着地して黒衣の女の前に立ちはだかった。

　浅い色のルージュで彩いろどられた口くち唇びるを引きつらせ、女がもう一度きびすを返す。

　しかし、逃げられない。

　杏子はコートの襟えりをつかみ、片腕で女を持ち上げた。

「あんたらに、この学校は渡さないよ」

　哀れな小動物のように細い手足を振り回しても、杏子の力には抗あらがえない。ただ、靴が片方脱げただけだ。そのまま、廊下の突き当たりにある大鏡の前まで運ばれる。

　闇やみの中の僅わずかな光が、女の姿を鏡に映しだした。

　淡い朱色の影が鏡に浮かび上がった。その影が女の鏡像に触れ、愛あい撫ぶするように頬ほおをなぞり、指先を首筋に届かせ、喉のど笛ぶえに指をかける。

「ぐほっ！」

　女の口から初めて声が漏れた。息を吐き出すだけの呻うめきも声だとすれば、だが。

　鏡の中だけではない。現実に吊つり下げられている女の首に指の跡が現れ、皮膚がくぼんでいく。何かに締め付けられているかのように。

　杏子が手を放した。しかし、女の脚あしは床に落ちない。

　朱の影に抱き支えられたまま、空中を鏡面に向かってじり、じり、と移動する。

　帽子の鍔つばとコートの裾すそ先さきが鏡に触れ――そのまま中に吸いこまれる。

　水に沈むかのごとく、女の姿が鏡面に飲みこまれていく。映っているのは消えた前半身ではなく、まだ外に残っている後頭部や背中の反転像。

　もがきながら鏡の中に吸いこまれ、伸ばした腕が空しく宙を掻かく。それさえも鏡面に沈みきり、女は完全に消滅した。

　鏡に映っているのは、杏あんず子この姿だけ。朱色の影も消えている。

「終わりましたの、杏子？」

「ああ」

　柔らかに波打った髪を掻き上げながら尋たずねる菫すみれ子こに、杏子は短く答えた。

「……あなたも、お疲れさま……」

　黒髪の椿つばき子こは、白く細い指で大鏡をそっとなぞった。しかし、鏡から答は返らない。

「こいつらも『七不思議』の座が目当てなのかな？」

「言うまでもありませんわ。最近、多いですわね。さて、夜明けとなるとあちらの後始末までは手が回らないかしら？　そろそろ外に人が出る頃ころですし」

　窓からグラウンドを眺め、菫子が嘆たん息そくする。白み始めた空の下、地面には奇妙な幾き何か学がく図形が描かれている。

「……目に付いたら、いけないよね……」

　椿子がふたりを手招きし、杏子と菫子も後に続く。

　三人は校舎の奥へと歩き出し、薄れていく闇やみの中に姿を消した。

　後には、静寂だけ。何もない。

　廊下に倒れていた、男たちの亡なき骸がらも。流していた血の跡も。

　ただ、黒衣の女が落とした靴だけが横たわっていた。



    

  
    
      


第一章　七不思議の歓迎





　男でよかった――学生服の襟えり元もとを直しながら賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐは思った。

　女子なら転校のたびに制服を新調して、出費もかさむ。最近はブレザーの公立も増えているけれど、男子はたいがいのところは黒の詰め襟で大丈夫だ。

　ただ、前の学校から着慣れているはずの制服だし、こうして教室の前で紹介されるのを待っているのも初めてではないけれど、やはり転校初日は緊張する。

　あたりを見回してみると、かなり古い校舎だ。廊下のリノリウムも何度も張り替えたらしく、日焼けでモザイク模様になっている。白い漆しつ喰くいの壁には上着や雨具をかけるフック。忘れ物か、意図して置きっぱなしにしているのか。今日は晴れているのに傘が一、二本、雨具かけに残ったままになっていた。

　生徒に個別のロッカーがないのも、造りが古いからか。雰囲気や治安がいいのも窺うかがえる。

「ん……？」

　不意に気配を感じて、その方角に視線を向ける。

　教室をひとつ挟はさんだ先、女子トイレの手洗い場に立って、こちらを見ている少女がいた。セーラー服だから、ここの生徒だろう。真まっ直すぐにこちらを見つめている。

　目が合ってしまった。

　印象的な顔立ちだ。ラフなショートカットにすっきり通った鼻筋。口元を引き締めて、背筋も伸びている。陸上か、水泳か。個人競技の選手が似合いそうな女の子に見えた。

　その女の子が強い眼まな差ざしでこちらを見つめている。

「……ふぅん……あんたが、ねぇ？」

「えっ？」

　見た目のイメージ通りの、よく通る張りのあるアルトだった。

　不意に、背筋にパルスが走った。手に汗がにじむ。鼓こ動どうが速まり、思わず胸を押さえてしまう。

　確かにきれいな子だ。それは間違いない。だけど、この感覚は何か違う。どきどきしているのではない。

　得体の知れない――悪寒だ。

　背中が、汗で濡ぬれる。

　転校生として好奇の視線を向けられるのにも、よそ者を拒こばむ冷たい眼差しにさらされるのにも慣れている。だけど、彼女の目はそのどちらでもない。

　もっと強い、挑いどむような、値踏ねぶみするような瞳ひとみ。

「あんた、転校生だろ？　賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐ」

「そ、そうですけど……。君は？」

　張りのあるアルトで問いかけられて、絞り出すように息を吐いて答える。心臓だけではない。肺まで苦しい。

　失礼がないよう、ちゃんと相手の顔を見なければ。そう思うのに、首筋が強こわばり、体が震えてうつむいてしまう。

　これは――アレだ。今まで、あちこちの学校で感じてきた違和感。

　高い屋上から下を見下ろした時のように、足の裏から冷たい芯しんが差し込まれた感覚。

　けど、人間から受けたことは今までなかった。

　しかもこれほど強く、はっきりとした「恐怖」なんて。

「あたしは、杏あんず子こ。覚えておきな」

　声が聞こえた。ふ、と圧力が弱まる。

　大きく息を吐きながら、顔を上げる。

　杏子、と名乗った少女の姿はどこにもなかった。トイレにでも入ったのか。何の物音もしなかったけれど。

　ハンカチで顔の汗を拭ぬぐう。全身に満ちていた寒さむ気けが急速に退ひいていく。

　多分、これも錯覚だ。今までだって、ほとんどそうだった。そうに決まってる。

「賽穏寺くん、どうしたの？　入って」



    

  
    
      



    

  
    
      　目の前の扉の向こうから教師の呼ぶ声が聞こえた。

　緊張のせいで、呼ばれているのに耳に入らなかったらしい。

　もう一度深呼吸で息を整えて、汗を完全に拭ぬぐってから扉を開けて二年Ｂ組の教室に入る。

「自己紹介を」

　担任の伊い月つき先生とはすでに何度か顔を合わせている。英語担当、若い女の先生で、手続きで会った時も優しく、丁寧に応対してくれた。

　促うながされ、黒板に名前を書く。

　賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐ――面倒くさい文字に、何人かがざわめいた。

　書くのが面倒な名前で、昔はコンプレックスを感じていたけれど、今では父に感謝している。正確な字は記憶されなくても「あのややこしい名前の奴やつ」と覚えてもらえるから。

「賽穏寺未嗣です。先日まで岩いわ手てにいましたが、父の仕事の都合でこちらに引っ越してきました。よろしくお願いします」

　大きすぎない声ではっきりと挨拶あいさつし、一礼する。おどおどした態度を見せればいじめの標的にされるし、逆に変におどけたりしても反感を買う。結局、普通にきちんとしているのがいちばんいい。何度も転校を繰り返した経験から身についた知恵だ。

　もう大丈夫。平常心を取り戻している。さっきのは、やはり錯覚なのだろう。

「ちぇーっ。女の子じゃないのかよぉ」

　後ろの方の席でやせた男子の言葉に、笑いが起こった。やはり明るいクラスのようだ。

「城しろ山やまくん、残念なのはわかるけど静かにね。じゃあ賽穏寺くんは、とりあえず今日は城山くんの後ろ、あそこの空いてる席に座って」

　いちばん後ろの列の真ん中、さっき声を上げた城山という男子の後ろ。空席の隣となりで女の子が大きく手を振っていた。こちらは先生もとがめないし、周囲も屈くつ託たくなく笑っている。雰囲気の良さそうなクラスで、未嗣は内心胸をなで下ろした。

「よろしくな」

　城山が身体からだをひねり、右手を差し出してきた。握り返す。指の長い、柔らかな手だった。スポーツマンというよりは、多分芸術家タイプ。

「城しろちんね、朝からずーっと女の子に違いないって騒いでたんだよ」

　隣の女子が身を乗り出してきた。くるくる細かなウェーブのかかった髪と、度の強い眼め鏡がね。ほんのちょっと言葉を交わしてる間にも、丸顔の中で表情がくるくる変わる。なんだか楽しそうな雰囲気の女の子だ。

「いいだろ。確かに女の子の方がよかったけど、新しい仲間が増えたのは嬉うれしいって」

「あ、自己紹介が遅れたね。あたしのことはミリンって呼んで」

　城山が笑い、眼鏡の女生徒が名乗った。

「……みりん？」

「そ。吉よし住ずみ鈴りんだからミリン。覚えやすいっしょ？」

　トイレの前の杏あんず子ことは違う。好奇心丸出しの明るい眼まな差ざしだった。変な寒さむ気けも感じない。

　貰もらったばかりの、真新しい生徒手帳を見る。出席番号は二Ｂ四二。男女混合五十音順のルールから外れて未み嗣つぐにつけられた番号が、そのままクラスの人数だ。四〇人を超えているのは珍しい。未嗣や鈴りんの席と背後の壁の間には、あまり余裕がなかった。

「よろしくお願いします」

「他人行儀なのはだーめっ！　もうクラスの一員なんだし。あたし、委員長だから、何かあったら遠慮しないで言ってよね」

　委員長、というのはちょっと意外だ。見た目の印象も子供っぽいし、話し方も早口で明るいけれど落ち着きがなさそうだった。

「はーい、委員長。その続きは休み時間にね。皆さん、教科書出してください」

　案の定、伊い月つき先生がぱんぱんと手を打ち鳴らして注意し、鈴を鎮めた。

　一時限目はそのまま担任の英語だ。

　教科書はあらかじめ準備できていたので、隣となりの鈴と机を着ける必要はなかった。

　授業のレベルはほぼ前の中学と同じ。科目によっては多少進んでいたが、充分予習をしていたからつまずきはなかった。転校を繰り返すから学校の授業は当てにはできないし、塾にも頼れない。教科書も進度も変わるから、自分のペースで勉強するのがいちばんだ。

　転校生は成績が良くても悪くても不要に注目を集めてしまう。理解した上で、今いる学校のレベルに合わせるように心がけるのがいい。

「……へえ。じゃ、中学はここが四校目？」

　授業中にも、鈴はいろいろ尋たずねてきた。

「あー、じゃあ、ここの問題。転校生の賽さい穏おん寺じくん、やってみなさい」

　午前の最後、数学担当は定年近い痩やせた男性だった。油断していたところに、いきなり指名されてしまった。

「はい」

　答えて立ち上がり、前に出る。見ると自習では何度も解いた問題だが、いかにも簡単そうに片づけてしまったら目立つ。少し悩む素振りを見せてから、早すぎないよう、慎重に答を板書する。

「はい。正解です。よくできました」

　軽く会え釈しやくして席に戻ると、鈴が小声でまた話しかけてきた。

「ごめんねー。あたしがお喋しやべりしてたから目立っちゃったみたいで」

「いいよ。気にしてないから」





「はいはーいっ！　みんなでいっぺんに質問したら、未嗣くん困っちゃうでしょ！　委員長であるあたしが代表してインタビューしますっ！」

　午前の授業が終わって昼休みが始まるとそれまで抑おさえていたのが一気に吹き出したのか、鈴は高いテンションで集まってきたクラスメイトたちを捌さばきだす。

　転校生としては慣れっこのパターンだ。珍しい来訪者として注目されて、いろいろ訊たずねられるのが嬉うれしいわけではないが、よそ者として詰問されたり、何の根拠もない敵意を向けられたり、無視されたりするよりはよっぽど気楽だった。

　すでに授業中に教えたものは未み嗣つぐが直接話すまでもなく、鈴りんがクラスメイトたちに解説してくれた。

「今までに三回転校してるんだよね。未嗣くんのお父さんって、何の仕事してるの？」

「ガーデンデザイナー。庭や公園の設計とか、造る時の現場監督とかやってるんだ」

「あ、ひょっとして、市民病院の公園？　今、閉鎖してる」

　鈴の問いかけに頷うなずく。

　祉し河が原わら市は都心まで電車で二時間弱。一応は通勤圏だが、東京のベッドタウンというより地方都市という性格が強い。一昨年に周辺の市や町と合併して、学校や公共施設の統廃合が続いている。その一環で建て替えられた市民病院に隣接し、病院の庭としても活用される公園の設計と工事の監督を未嗣の父が担当しているのだ。

「そっか。じゃ、あの公園ができちゃうとお別れかぁ。せっかく仲良くなったのに」

「結構長くかかりそうだし、次の仕事も決まってないからね。またこの近くかも」

　まだ会って半日、簡単な自己紹介をしただけなのに「仲良くなった」と言ってもらえるのは嬉しい。ふたつ前の学校はちょっと閉鎖的な雰囲気で、二か月半という短期で引っ越せたのが嬉しかったほどだ。

　個人住宅の庭などに比べると、公園というのは時間がかかる大きな仕事だ。予定工期は半年だが、公共施設の新改築ラッシュのこの街なら、次の仕事も見つかるかも知れない。フリーはどうしても条件の厳しい仕事が多くなりがちだが、斡あつ旋せんしてくれる造園事務所になるべく近いところを世話してもらえるよう父も頼んでいるはずだ。

「うん。卒業まで一緒にいられたらいいね」

　鈴への答はただの社交辞令だ。この言葉も、何度口にしただろうか。

　学校は四つ目だが、前の学校では年度をまたいで番号がつけ直されたから、未嗣が得た出席番号は五つめだった。少なくとも一年は変わらないひとりにひとつだけのナンバーも、未嗣にとっては逆に自分が新参の異邦人、いつかここを立ち去る旅人の証あかしだ。

　そんなことを考えているうちに午後の授業が始まった。

　どの科目も、予習のおかげで困ることはなかった。先生も感じのいい人ばかりだ。名な残ごり惜おしくなるほど馴染なじんでしまうわけにもいかないが、多分この学校は好きになれそうだ。

　後は、今朝みたいなことがなければいいだけだ。





「未嗣くん。前の学校でクラブ入ってた？　ウチは結構部活盛んなんだけど、どうする？」

　午後の授業が終わると、すぐに鈴が話しかけてきた。

「特に何もやってなかったけど……」

「とりあえずさ、校舎もひと通り案内したいし、別に用事もないでしょ？　あたしが教えてあげるから、クラブ見学も兼ねてさ」

「あ、ありがとう、吉よし住ずみさん」

「だーからー、あたしのことはミリンって呼んでってば。ずっとそのあだ名なの。吉住さんなんて呼ばれると、かえってくすぐったいよぉ」

　レンズの下で目を細め、鈴りんは大げさに身をよじった。

「う、うん。ミリンさん」

　向こうが親しくしてくれるのは助かるけれど、さすがに今日会ったばかりの女の子をニックネームで呼び捨てにするのは抵抗がある。そんなことにはかまわずとまどう未み嗣つぐの腕を引っ張って、鈴は歩き出した。

　暖かくて、小さな手。耳たぶが熱くなったような気がして、慌てて、だけどそっと手を離す。鈴の手も自然にほどけた。

「あ、そうだ。クラブって言えば、運動部どんなのあるの？」

「ん？　未嗣くんって体育会系？　見かけによらないねー」

「違うよ」

　苦笑しながら答えた。未嗣は背は低くて肩幅も狭せまいし、色も白い方だ。見た目だけでなく、実際にスポーツは苦手だった。

「今朝、ちょっと気になる女の子を見かけたんだよ。多分、どこかの運動部員だと思うんだけど、何かこう、引き締まって俊敏そうな印象で……」

「おっ？　未嗣くん、早くも女の子に目つけてますか？　ひょっとしてその調子で、行った先の学校で彼女作りまくりですか？　実は女殺しっ？」

　鈴が芸能レポーターよろしく、架空のマイクを突き出す。

「そ、そんなんじゃないってば！　名前は、杏あんず子こって言ってた」

「それって、惚ほれたってことっしょ？　でも、ウチの学校に杏子なんて人、いたかなぁ？　珍しい名前だから、いたら多分覚えてると思うんだけど」

「そうじゃないよ！　ちょっと気になったっていうか、変な感じだったっていうか……」

　女の子の話題で、しかも間近にさっき触れた手が迫っている。未嗣の頬ほおが火照ほてった。

「うんうん。青少年が恥ずかしがるのはよーくわかる。大船に乗ったつもりでおねーさんに任せておきなさいって」

「お姉さんじゃないでしょ。同級生なんだから」

　苦笑する未嗣の背中を、鈴はさっきと同じ小さな手でぺちぺちと叩たたいた。

「転校生の面倒みるのも委員長の仕事ってことでさ。じゃ、ちゃんと校内案内してあげる。杏子さんに会えるといいねー」

「だからぁ……あ、そうだ。ミリンさん、僕が転校してくるって、前もって知ってた？」

「ううん。今朝登校してきたら、新しい机が置かれてるから、あ、転校生だなって。男子か女子かもわからなかったから、城しろちんがあんな風に騒いでたんじゃない」

「ああ。そうだったね」

　城ちん――城しろ山やま佑ゆう一いちのことを思い出して未み嗣つぐは微笑ほほえんだ。陽気で大らか、昼休みにもしきりに質問してきた。前の学校では彼女がいたのかとか、ウチの女子は他と比べてレベルはどうかとか。

　未嗣としては、あまりはっきりしたことは答えられなかった。今朝の杏あんず子こはもちろん、鈴りんだって結構魅力的だとは思うのだけど、こういう話題は得意じゃない。

「その人、僕が転校してくるって知ってたみたいなんだ。名前も」

「えーっ？　それ、信じらんない。だいたいね、ウチの学校で何かあったらあたしの耳に入ってるはずだもん。あたしが知らない転校生情報を誰だれかが知ってるなんてありえないし、そんな情報通の子がいたら絶対仲良くなってるって！」

　自信満々に鈴は答えながら、未嗣を先導して歩き出した。

「で、渡り廊下の先が特別教室棟。音楽室とか美術室。三階のいちばん端はしが図書室ね」

　祉し河が原わら東ひがし中の校舎は、基本的にはありふれた形だ。昇降口や職員室がある棟、教室の棟、そして特別教室棟。それぞれ三階建ての三つが渡り廊下で串くし刺ざしにされて連なっている。

　特別教室はほとんど文化部の部室を兼ねていて、生徒たちがそれぞれの活動をしていた。

「美術部、興味あるんだ？」

　無意識に足が止まっていた。廊下の窓から美術室を眺めていた未嗣に、鈴が声をかける。

「城ちんとか、のりちゃんとか、ウチのクラスの人も多いよ。好きなら入っちゃえば？」

「うん。まあ、考えておくよ」

　はっきりとは答えられない。絵を描かくのは嫌いじゃないし、化学や数学にも興味はある。ただ、いずれこの学校からも離れることを考えると入部はためらってしまう。球技やブラスバンドのような団体行動でない分ましだが、文芸部や美術部だって部誌の編集や共同製作があれば、途中で抜けるのは迷惑になるのだから。

　どんな学校も、未嗣にとっては通り過ぎる場所だ。クラスメイトも、クラブの仲間も、ほんの一時の絆きずなにすぎない。

　鈴の先導で歩いていると、渡り廊下の突き当たりに全身が映るほどの大鏡があった。

　ぞくり――背筋に、冷たいものが走る。

　杏子の時ほどではない。ほんの些さ細さいな違和感。

「ん？　どしたの、未嗣くん」

「……あ、いや。ちょっとね」

「ひょっとして何か感じた？　この鏡、出るって話なんだよねー」

　姿見を指さし、鈴が声を潜ひそめた。小さな身体からだで伸び上がり、未嗣の耳元に顔を寄せて小声で説明する。

「出るって、お化けとか？」

　耳に当たる息の感触が恥ずかしくて、未嗣は鈴の正面に向き直った。

「そうっ！　夜中にあの鏡の前にひとりで立つと危ないの。鏡にウチの制服着た女の子の影が映って、それを見た人は鏡の中に引きずりこまれちゃうのよ。身体からだが全部映ると、もう逃げられないんだってさ」

　怖がっているはずなのに、鈴りんの声は妙に嬉うれしそうだ。なぜかどこの学校も同じで、新参の転校生に怪談を話す時はこんな態度になる。

「よくある怪談だね」

「ホントだってばぁ！　あたしのお姉ちゃんもここの卒業生だけど、同じ話聞いてたっていうし、ずっと昔の先輩が本当に殺されたって言ってたもん」

「前に和わ歌か山やまで同じような話聞いたよ。全国どこでもある、ありふれたネタだね」

　思わず反論してしまう。なるべく学校に順応して、余計な波風は立てないのがいちばんいいとわかっているはずなのに。

「でも、ウチの学校のはきっと本物だよ」

「違うってば。ただの噂うわさ。本当に殺されたのなら、ニュースとかでちゃんと記録に残ってるはずでしょ？」

「だから、鏡の中に消えちゃうから死体も何も残らないんだってば」

「仮に本当に事件があったとして、家出とか別の理由で行方不明になったのと区別つかないじゃない？　本当に鏡の中に幽霊がいるって証拠にはならないよ。目撃者がいるなら、その人も一緒に消えているはずだし。そういうのって、噂にはなるのに聞いてみると全部友達の友達とか兄弟の知り合いばっかりで、目撃者の名前もわかんないんだよね」

「で、でも、未み嗣つぐくんだって何か感じたんでしょ？」

「確かに、転校した先で変な気配みたいのを感じることはあるけどさ」

「ほら、やっぱり。ウチの学校にも七不思議があるんだよ。『鏡の中の死神』とか、廊下でずっとついてくる足音とか。視聴覚室の呪のろいのビデオ。誰だれもいないのに鳴るピアノに、歩いても歩いても終わらない廊下や無限階段とか……」

「足音は多分昔からある『べとべとさん』の怪談の変形だよ。ピアノもどこの学校にも同じような話があるし。後は、グラウンドを走る二にの宮みや金きん次じ郎ろうとか。七不思議の定番だね」

「あ、それはない。ウチの学校、金次郎いないもん」

　笑いながら、鈴はひらひら手を振った。確かにこの学校には二宮金次郎の銅像がない。

「でさ。ピアノでも足音でも、ミリンさん、自分で経験したことある？　お姉さんとか、友達から聞いたとかじゃなくて」

「あたし、そういう運がないの。友達とか、先輩とか、結構目撃情報はあるんだってば」

　鈴は納得せず、制服のポケットから手帳を取り出した。

「えーと……。一応、去年の三学期から記録取ってんだ。今までの五か月で、放課後とかひとりでいる時に怪しい足音を聞いたという話が一六件、階段の段数が普通と違うのに気づいたのが四件、立入禁止のはずの屋上に人影を見たっていうのが一三件。そしてっ、女子トイレで『花子さん』を見たとか話しかけられたとかいうのが、何と二一件っ！」

　確かに多い。ネタとしてはありふれた話ばかりだが、この数は今まで渡り歩いたどの学校と比べても際だっている。校舎は古いけれどみんな明るくて、特に不気味だとも思えなかったのだが、怪談の数は学校の雰囲気とは無関係なのだろうか。

「あとね。とびきり変な話があるんだよ。このメモを取るきっかけになった事件」

　三学期始業式の朝、校庭に奇妙な模様が描かれていた。中心をずらしたいくつもの円と直線曲線を組み合わせた、明らかに数学的な秩序を持っているのに、どういう方法で作図されたか想像できない差し渡し五メートルに及ぶ図形で、画材はありふれた青いペンキ。

「しかも、校庭の絵と同じマークが描かれたハイヒールが片方、この鏡の前に落ちてたの。だからきっと『鏡の中の死神』にやられたんじゃないかって、みんな噂うわさしてたの」

「……確かに変っていうか、珍しい話だね」

　聞いた限りでは、いわゆるミステリーサークルの類たぐいとも違うような気もする。

「だけど、それだけならただのいたずらかも知れないしね。普通に、人間がやったってできることじゃないかな？」

「でも、ペンキなのにかすれとか、滴したたりとか全然なくて、まるで印刷したのをそのまま拡大してグラウンドに張りつけたみたいだったんだってさ」

「ミリンさん、実際に見たの？」

「ううん。写真だけ。だから、あたし運が悪いのよ。登校した時にはもうシートがかぶせてあって、その日のうちに全部消されちゃったから」

「じゃあ、きっと話が大げさに伝わってるんだよ。本当は普通にペンキで書かれてただけなのに、奇妙な状況と図形だったから、話に尾ひれがついたんだと思うな」

「そうかなぁ……」

「あちこち転校してるせいかな。僕は、似たような経験、結構あるよ」

　授業の進度やクラブ活動、全体の雰囲気はそれぞれ違うのに、怪談の類は不思議なくらいどこの学校でも似たようなパターンだ。

　どれだけ上っても次の階にたどり着かない無限階段や、数えるたびに段数が変わる幽霊階段。それに、さっき鈴りんの話にも出てきた『トイレの花子さん』はどの学校にもある定番だった。それも江戸時代やそれ以前から伝わる怪談、あるいは映画や小説のエピソードから派生したものが多いと、本で読んだことがある。

　新しい級友を怖がらせて面白がっているのか。それとも、同じ迷信を共有して学校の一員になる儀式なのか。だいたい行く先々で「怖い話」を聞かされ、「現場」を案内された。

「実際、奇妙な話でもさ。合理的に考えればだいたい理屈がついたり、みんなが『友達の友達』から聞いただけで実際に経験した人はいなかったりするんだよね。たまに実例があっても錯覚だったり。実は僕、前の学校で七不思議の謎なぞを解いたことあるんだ」

「ホント？　詳しく教えてよ。そういうの、ゴーストハンターとかって言うんでしょ？」

「妙な言葉知ってるね」

「オカルトの本とかでも載ってるもん」

　ゴーストハンター――強いて言えば探偵の一種か。怪奇現象を調査し、場合によってはそれを「駆除」するのを現実に職業にしている人もいる。単にお札ふだを張ったり、お祓はらいをしたりするのではなく、地磁気や気圧などを測定して、原因を取り除くのだ。

　中には「それらしい演出」で依頼人を安心させるのが目的のケースもあるという話だが。

「僕の方はそんな大したことじゃないけどね」

　ガーデンデザイナーの父から、仕事の話を何度も聞いた。

　例えば、立ち木や植えこみが角度によって人影や幽霊に見えたりしないように注意する。痴ち漢かんやのぞきに利用されないために死角にも気を配る。同時に、他人の目を避けて落ち着けるような木陰も用意しなければならない――らしい。

「建築にまつわる話もいくつか聞いてさ。構造のいたずらで、姿が見えないくらい遠くの声や足音が聞こえることがあるんだ。それと似たケースだったんだよ。だから、簡単な実験ですんだ。他のところでも、幽霊に見えるのが廊下の大鏡と非常灯のいたずらっていうのもあったし。何度か試してるんだ」

　未み嗣つぐの否定意見に他のクラスメイトが興味を示し、実際に試してみることになったのだ。

　土曜の早朝、誰だれもいない学校に集まり、足音が聞こえるという地点と未嗣が見当をつけた音源になる場所に分かれ、あらかじめ決めた時間に決めたリズムの足音を立てた。たったそれだけで、長年語り継がれてきた「足音」の怪談はただの自然現象だと証明された。

「変な気配っていうのも、多分、空気の流れとか何かの影とか匂においとか、そういうのが合わさって嫌な雰囲気みたいなのができるんだと思う。そういう場所だと、些さ細さいな物音とかが実際よりも不気味に聞こえたりするんじゃないかな」

「すごいすごいすごいすごいっ！」

　瞳ひとみを輝かがやかせ、鈴りんがぱちぱちと拍手する。照れくさく、思わず頭を掻かいた。

　一歩間違っていたら生意気だと思われ、反感を買う行動だったが、結果的にはやってよかったと思う。

　籍せきを置いたのは一年生から二年生にかけての一時期だけだから、あの学校の卒業アルバムにも文集にも、賽さい穏おん寺じ未嗣の名前は残らない。だけど、一緒に「足音」の実験をした友達は覚えていてくれるだろう。やたら難しい漢字の転校生が学校の謎なぞを解いたことを。怪奇現象ではなく「名物」と化した「足音」の物語とともに。

「そんな謙けん遜そんしないでさ。お父さん、今の仕事は大きな公園だし、工事始まったばかりだから、この街には長くいるんでしょ？」

「多分ね」

「じゃ、いるうちにここの謎も解いたらいいじゃない。あたしも協力しちゃうから。ウチの学校の七不思議の謎も解いてよ」

「いいよ、別に。そんな目立ちたくないし。多分、同じパターンだろうしさ。だいたい、七不思議って本当は不思議のことじゃないんだよね」

「へ？　どういう意味、それ？」

「世界の七不思議って言うでしょ、ピラミッドとか。あれ、誤訳に近いよ。セブン「ワンダーだから『七不思議』って言うより『七大驚異』とか『七つのびっくり建築物』とか言う方が正確だし」

　ギザのピラミッド、バビロンの空中庭園など、古代ギリシアの数学者フィロンが旅先で見た巨大建造物を紹介したのが「世界の七不思議」の起源だ。すべて人の手による偉業ではあっても、理解不能な怪奇ではない。「七大名所」という訳が適切だろう。

「こっちは簡単に済ませた方がいいね」

　そう言いながら鈴りんが先導したのは、職員室や校長室がある棟だった。歩いていると、不意に背筋に冷たいものを感じる。

　思わず、肩を抱きすくめて身を震わせてしまう。

　とっさに顔を上げると、保健室の前だった。

「あの……ミリンさん？　ここにも『七不思議』があるの？」

「え？　ああ、保健室？　あたしは聞いたことないよ」

　鈴は笑って首を振った。

「そ、そうなの……？」

　鈴には中途半端にしか説明していないが、未み嗣つぐは「怪談」には敏感だ。どこの学校に行っても「七不思議」の現場ではいつも妙な寒さむ気けを感じた。そこが、怪奇の在あり処かだと知らされるより先に。

　だからこそ興味を持ち、単なる錯覚や勘違いだと証明するために本で調べ、時には実験までするようになったのだ。

　だが、この学校だけは違う。今までは場所や品物だけだった。今朝のように人から感じたことはないし、怪談の現場でない場所で感じたこともない。この保健室から受けるのは大鏡の前と同じか、それ以上の強さだ。今朝の杏あんず子こ並みだ。

　霊感だとか言う人もいるが、未嗣はその手のオカルト話を信じない。恐おそらくは、さまざまな要因が複合して生じる「嫌な雰囲気」に自分は特に敏感なのだと思っている。その雰囲気が、些さ細さいな錯覚を怪談にしてしまうのだとも。

「後は旧校舎か。そっち案内する前にトイレ済ませてくるから、ちょっと待っててね」

　屈託くつたくなく笑って軽く手を振りながら、鈴は手近な女子トイレへ走っていった。未嗣はひとり、保健室の前に取り残される。

　まだ全身を覆う違和感は残っていた。寒気のような、身体中からだじゆうの産うぶ毛げがざわざわ動いているような、不愉快な感覚。

　保健室の中に何かあるのだろうか。この不快感をもたらす何かが。

　気になってドアに手をかけて、開く。

「あの……」

　そこに保健医の姿はなかった。一歩踏みこみ、後ろ手で扉を閉める。

　保健室は、どこの学校でもあまり変わり映えしない。白いカーテンに仕切られたベッドがふたつ。壁には視力検査表が貼はってあり、鍵かぎのかかるキャビネットがある。

　肌を這はう悪寒は治まらない。それどころか、ますます強まってくる。

　ゆら……とカーテンが動いたように見えた。

　白衣の影が一瞬、目に飛びこむ。

「あ、ごめんなさい。その……具合が悪いとかじゃないんです。転校してきたばかりで、校内を見学してて……」

　反射的にお辞儀をして、顔を上げる。だが、そこにいたのは確かに白衣だが、保健医ではなかった。

　学校には不釣り合いな、看護婦の格好だった。膝ひざ丈たけのスカート、ショートボブの髪にナースキャップを乗せた古典的なデザイン。

　それも顔を包帯で隠し、白衣を血けつ痕こんで赤黒く汚した姿。

　包帯の隙すき間まから見えるのは、ガラス玉めいた視線の定まらない片目と、不自然に赤い口くち唇びるだけ。

　その口唇が、にっと笑った。切り裂かれたように薄く開き、真っ白な歯が現れる。

「えっ？」

　予期せぬ人物、予期せぬ光景に、一瞬思考が停止する。

　シャッ！

　いきなり後ろに引き倒される。眼前で空気が切れる。



    

  
    
      



    

  
    
      　看護婦が振るった手には大ぶりのメスが握られていた。

　よく磨かれた銀色の刃に反射した光が、未み嗣つぐの目を襲う。

「バカ！　何、ぼうっとしてんだよ！」

　声に振り向く。今朝の少女――杏あんず子こだった。

　尻しり餅もちをついた未嗣を飛び越し、杏子が血ち塗まみれの看護婦に飛びかかった。

　看護婦は身を翻ひるがえしてカーテンの陰に隠れる。

　杏子が片手で勢いよくカーテンを開く。

　だが、そこには誰だれの姿もなかった。整えられたベッドがひとつ、壁に沿って置かれているだけだ。

　まるで手品のように、看護婦は姿を消していた。

「ちっ！」

　舌打ちして、杏子がベッドを蹴飛けとばす。細い脚あしだが、ベッドが音を立てて揺れた。弾はずみで下に段ボール箱がいくつも収まっているのが見えた。看護婦があの下に隠れたという可能性もこれで消えた。

　ドアは自分の背中に当たっている。窓は閉じている。他に出口はない。それにここは二階だ。

「……な、何なんだよ、一体……？」

　脚に力が入らず、立てない。座りこんだまま、何とか前ににじり出て杏子に問いかけた。

「あんたさ。特に危ないんだから、気ぃつけろよな！」

　だが、杏子は未嗣の問いには答えずに叱しかるように頭上から言った。

「賽さい穏おん寺じ未嗣くん」

　背後で声がした。ガラスの楽器を思わせる、硬質で透明なソプラノ。

　振り返ると、制服の女子がふたり立っていた。ドアが開いた気配はないのに。

　ウェーブのかかった髪は長く、大きなレースのリボンを結んでいる。色白で、アンティークドールを思わせる整った童顔、体格も小柄で華きや奢しやだ。ハーフだろうか。作り物めいた青みがかった瞳ひとみが、奇妙に大人びて見える。

　優美で繊細で、だけど触れられることを拒こばんでいる、ケースに収められた陶器を思わせる美しさだった。

　彼女の陰に隠れるように、しかし頭半分ほど高いので隠れきれていないのがもうひとり。腰こしまで届く長い黒髪で、やはり肌は白い。小柄な方が白磁なら、こちらは和紙の白さだ。顔立ちも面おも長ながで大人っぽく、まっすぐに切りそろえた前髪とも相まって日本人形を連想させる。恥ずかしそうに目を伏せ、ちらちらと未嗣の方に視線を向けている。

　こちらはこちらで、触れるのがはばかられるような女の子だった。儚はかなげで、手を差し伸べただけで散り落ちそうな花を、未嗣は連想した。

　この子も、自分の名を知っている。だけど、クラスにはいなかった顔だ。制服の胸を見たが、所属ＨＲを示すバッジがない。ふたりとも、その位置には花をかたどったピンズが飾られているだけだ。

　小柄な方は紫、長い髪は赤。杏あんず子この胸を確かめる。彼女もクラスバッジではなく、桃色の花を描いたピンズだ。

「自分を論理的だなんて思わないことね」

　大人びて芝居がかった言い回しに気圧けおされる。

　さっきの鈴りんとの会話が聞かれていたのだろうか。だけど、歩きながらだった。同行していたわけでもないのに、内容を知っているなんてありえない。

「実際に経験してもいないのに、確かめもせずに知っているパターンに当てはめ、納得しやすい解釈に押しこめる。説明できない点は偶然だと言って片づける。それは、オカルトを無条件に信じこむのと同じじゃなくて？」

　思わぬ指摘だった。

「どこの学校にも同じような話があるのは、単にどこの学校でも同じ出来事が起きているから。ちょうどどの学校にも理科室や保健室があるように、どこにも幽霊階段があり、姿のない足音の主が住んでいる。そう考えることも可能ではありませんの？」

「君は……。君たちは、誰だれなんだ!?　特に危ないってどういうことだよ！」

「わたくしは、菫すみれ子こ」

　ウェーブのかかった髪をかきあげ、少女が名乗る。

「……椿つばき子こ……」

　長い黒髪の方も、初めて口を開いた。呟つぶやくような小声で名前だけを告げる。

　杏子、菫子、椿子。

　本名だろうか。偶然にそろった名前だとは思えない。胸のピンズも、それぞれの名前に合わせた花だ。父の仕事の関係もあり、未み嗣つぐは男子にしては草花に詳しい。

「な、名前だけじゃなくて……何なんだよ！　どうして僕にちょっかいを出す？　今の看護婦は何なんだ？　君たちと関係あるのか？」

　だが、三人は答えずに保健室から出ていった。壁を支えに立ち上がり、追いかける。

　杏子たちは揃そろって女子トイレに入っていく。さすがにこれは追いかけられない。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくし、未嗣は胸に手を当てる。激しかった鼓こ動どうが、徐々に収まっていく。

　皮膚の上を虫が這はうような違和感は、いつの間にか消えていた。

「……何なんだよ、一体……」

　杏子につかまれた肩に触れる。少し痛いような、痺しびれたような感覚が残っている。

「お待たせーっ。あれ、どしたの？　顔色、悪いよ」

　入れ替わりで出てきた鈴が、ハンカチで手を拭ぬぐいながら尋たずねる。

「ミリンさん、今の人たち！」

「えっ？　今のって？」

「だから、ミリンさんと入れ替わりにトイレに入っていった三人だよ！」

「ちょ、ちょっと、未嗣くん。落ち着いてよ。痛いよ」

「あ……ごめん……」

　興奮して、いつの間にか鈴りんの肩をつかんでいた。慌てて手を離し、トイレに入った三人のことを説明する。今朝の杏あんず子こに加えて、菫すみれ子こと椿つばき子こ。名前は偽名かも知れないから、外見やその他の特徴も。

「トイレ、あたししか入ってなかったし、今だって誰だれもいないよ」

　わざわざもう一度女子トイレの中を確かめ、きょとんとした顔で未み嗣つぐに報告する。

「それに長い髪だったら結うとかしないと校則違反だよ。クラスバッジの代わりにアクセサリーも禁止」

「そ、そう……」

　そこで未嗣は口をつぐんだ。トイレに消えた三人だけでもおかしな話なのに、血ち塗まみれのナースだとか口にしたら正気を疑われそうだ。あれは、自分の目の前で閉ざされた保健室から消えたのだ。

　胸をさすり、深呼吸する。何かの間違いか、あるいは杏子と名乗った少女たちのいたずらだろう。自分の名前まであらかじめ知っていたんだから、事前に準備するのも可能だったはず。理由はわからないが、そう考えれば納得はできる。いや、そう考えて納得したい。

「杏子、菫子、椿子か。全員花の名前だよね。ウチの学校、当然女子トイレに『花子さん』の話はあるよ。こっちは、あたしもあまり信じてないんだけどさ」

　幽霊のつもりか、両手をだらりと下げたポーズで鈴が説明する。

「信じてないって？　証拠でもあるの？」

　明るい鈴の態度に調子を合わせて尋たずねた。

「普通さ、『花子さん』なんて出るトイレが決まってるものでしょ？」

　頷うなずく。岩いわ手ての中学では、三階北側の女子トイレ、いちばん奥の個室という噂うわさだった。

「ウチの学校、どこにでも出るから目撃証言が多いのよ。一階って話もあるし、二階や三階でも見たとか。本物がそんなにあちこちにいるはずないじゃない？　だから、嘘うそっていうか、ありがちパターンに便乗してるだけの話が多いと思うのよね」

「……まあ、それを言ったら他の話も全部そうじゃないかなぁ」

　中途半端に筋の通った鈴の説に、未嗣は苦笑を浮かべた。

「それに話の内容もバラバラ。首絞めて殺すとか、お願いすると健康にしてくれるとか。尋ねてくる内容も『あなたはわたしを信じる？』とか言うんだって」

「確かに、珍しいね」

　これまで聞いた中にはあまり類例がない。健康をもたらすというのは、何か他の妖よう怪かい譚たんと混じったのかも知れないと未嗣は思った。

『べとべとさん』の例だけでなく、現代の都市伝説にも古い怪談の変形は多い。例えば、ヒッチハイカーやタクシーに乗った乗客がいつの間にか姿を消すというエピソードは、馬車時代のヨーロッパにさえ存在している。

「それぞれ別の『花子さん』だっていう話もあるけど、それだったら七不思議にならないじゃない？　不思議が七つじゃなかったら危ないんだから」

「危ないって？」

　また嬉うれしそうに説明する鈴りんに尋たずねる。

「八番目の不思議は本当の本当に秘密で、知った人は死んじゃうんだって」

「それも定番だなぁ」

　最大にして最後の、番外のタブー。触れてはならない八番目の不思議があるという話を聞くのはこれで何度目だろうか。

「さっき聞いたグラウンドの図形とかは八番目にならないわけ？」

「だって、結局正体不明だし、あれっきり似たようなことも起きてないしさ。ある程度再現性っていうか、そういうのがないとね。ひとりが経験しただけとか、一回起きただけとか、それだったら本当にただの勘違いとかかも知れないでしょ？」

「本当に、保健室には怪談がないわけ？」

「そうだよ。どうしたの？」

　血ち塗まみれの看護婦が七不思議に含まれないとしたら、あれこそが八番目か。それを装い、転校生を脅おびやかしているのか。

　どう考えてもうまく説明がつかない。とりあえず、この件については後回しにしようと未み嗣つぐは決めた。

　そんなことを話しながら、鈴に先導されて旧校舎へ向かう。非常口を開けて仮設の廊下を歩くと、足の下で簀すの子こがガタガタ鳴るのがちょっと不愉快だった。

「ここから旧校舎。元々は、ただ第二体育館に行く通路だったんだけどね」

　奇妙な造りだ。確かに古い校舎なのだろう。ただ、廊下の奥行きが短い。学校ひとつ丸ごとではなく、半分に切った残りという印象だった。それでも「第三理科室」や「第二美術室」というプレートだけは新しく、教室の中は今も使われているように見える。

「ウチの学校、ちょっと特別でね。クラスの人数、多いでしょ？」

　疑問が表情に出ていたのだろう。鈴が未嗣に答える。

「一昨年、あたしたちが入学する前にね、三校が統合されたんだよ。市町村合併で、学校とかを整理するからって」

　生徒数の減った二校を、規模の大きい東中に合併させたのだが、何かの手違いで生徒をギリギリ詰めこむような形になってしまったらしい。特別教室も不足し、今までは物置代わりに使っていた旧校舎を整備して使っているという話だった。

「ああ、それで……」

　クラスの雰囲気に納得する。転校生の自分を受け入れてくれたのは、今の東中が寄り合い所帯だからか。もちろん、地域の気風や鈴たちの人柄も大きいのだろう。同じ状況でも、元の学区分けで対抗心が強まって、ぎすぎすしていたかも知れないのだから。

「そういえば、こっちのトイレにも何か出るの？　使いたくないって言ってたけど」

「違う違う。未嗣くんも入ってみればわかるよ」

　そう言われると、何だか小さい方を催してきたような気もする。鈴りんにひと言断り、近くのトイレに入ってみて彼女が嫌がった理由がよく判わかった。

　きちんと掃除はされているのだろうけど、建物そのものが古いせいで暗く、全体的にどことなく薄汚れた雰囲気がある。なるべく使いたくないというのも納得だ。

「ね？　わかったでしょ？」

　用を済ませて手を洗う未み嗣つぐに、鈴が笑いかける。

「そこの突き当たりが第二体育館で、これで一応ひと回りしたことになるのかな？」

　床のラインを見るとバスケットコートが一面分なので、本校舎の第一体育館に比べれば半分ほどの大きさだ。一応鉄筋だから、旧校舎の後に作られたのだろうが、かなり古めかしい造りで壁を取り巻くキャットウォークもない。

「一応、旧校舎にも七不思議がひとつあるんだ。更衣室でモノが消えるの。昔、ここで死んだ生徒の幽霊が盗むんだってさ」

「……それって、単に忘れ物して紛失してるだけじゃ……」

　練習しているバドミントン部と卓球部を横目で見ながら、鈴が小声で囁ささやく。

「あ、でも同じ七不思議でも視聴覚室の呪のろいのビデオはすごいよ。夜中の零時にデッキに生テープを入れると三年後の自分の姿が映るの。だけど、そこで何も映らなかったら卒業前に死んじゃうんだってさ」

「それ、話としてはよくできてるね。ミリンさん、自分で試した？　直接の友達とかで、実際にやった人は？」

　やはり鈴は首を振った。

　深夜の学校というのは、入るのだけでも難しい。それに、普通に考えれば生テープを再生すれば何も映らない。悪い結果が出そうなのに、万難を排して確かめようとする者はいないだろう。つまり、この話は真偽が確かめられないまま語り継がれていくことになる。

　そうだ。七不思議だとか学校に伝わる怪談なんていうのは、こういうパターンだ。

　結局誰だれも体験してなかったり、検証不可能だったりする話が、人から人に受け継がれていくだけに決まっている。





　校内をひと通り案内され、ついでに七不思議も教えてもらって帰ろうとすると、鈴も一緒に行こうと言った。彼女は家も未嗣の近所らしい。歩きながら、学校だけではなく街のことや日々の暮らしにまで話題が広がる。

「へえ、家事は未嗣くんがやってるの？」

「うん。ウチは父子家庭だし、父さんは仕事が忙しいからね」

「えーとね。国道沿いのスーパーは木曜日は冷凍食品が半額なんだって。お肉は商店街の方が意外に安かったりするよ」

「ミリンさん、詳しいんだね」

「あたしも買い物とか、その程度は手伝いするもん。さすがに未み嗣つぐくんみたいに家事全部取り仕切ってるわけじゃないけどね。あ、ここだね。市民病院」

　鞄かばんを振り回し、未嗣の回りをくるくる巡るようにしていた鈴りんが、不意に足を止めた。

　見るからに新しい、大きな建物だ。外壁は真っ白ではなく柔らかな印象のアイボリーで、威圧感は感じられない。現代的な、洗練された雰囲気だった。

　病院の建物に隣接した公園には工事中立入禁止」の表示で黄色と黒のロープが張り巡らされていた。運動会で放送席に使うようなテントが張られ、なだらかな丘陵には青いビニールシートがかけられている。

「まだ工事始まっていないのかな？　ここね、近所でいちばん大きな公園だったんだよ。で、市民病院を移転する時に、連結させることになったんだって。けど年度予算とか、そういうのがいろいろややこしいらしくて、病院は一昨年の暮れから開いてるのに、公園の方はやっと工事に入るって……お父さんの仕事のことだから知ってるか、こんなこと」

「うん、まあね。でも、病院のこととかは初めてだよ」

　公園を庭と共用する計画は知っているが、病院の方が一年半近くも前から機能しているとは知らなかった。

　入院患者の散歩やリハビリに利用するため、普通の公園以上に安全やバリアフリーに気を配る必要があり、そういうのが得意な父に依頼が来たと聞いている。

「じゃ、あたしこっちだから。また明日ねー」

　大きく手を振る鈴と別れ、未嗣は市が父に世話してくれた短期契約の賃貸マンションに足を向けた。未嗣は地理感覚に自信がある。方向や距離はすぐに肌で覚えてしまい、引っ越してまだ二日だが、道に迷うことはない。

「ただいま」

　マンションのドアを開けても返事はなかった。誰だれもいないのはわかっていても、きちんと挨拶あいさつするのが習慣だった。

　築二年足らずの新しい建物で、本来は都内に通勤する単身者向けという話だった。親子ふたりには多少手て狭ぜまだが、父は不在のことが多いし、いずれ離れる住まいだ。引っ越しが多いと学校だけでなく、住居も用意された現状に自分の方を合わせることに慣れてしまった。

　家事は彼の担当だが、まだ仕分けしていない段ボールが残っている。ご飯を作る余裕はない。夕食はコンビニ弁当で間に合わせることにして、まだ箱に入っている引っ越し荷物の開封に取りかかる。この街はゴミの分類がかなり細かいので、不要になった梱こん包ぽう材ざいの処理には注意しないと。

　食器や日用品に比べれば本の類たぐいは後回しになっていた。箱を開き、部屋に造りつけの本棚に納める。こういう家具つきの部屋を選び、少しでも荷物を減らすのも、工夫のうちだ。

　整理している途中で植物図鑑が出てきたので、何気なくめくってみた。

　最初は菫すみれ、次に椿つばき。そして杏あんずの写真を確かめる。あの三人のピンズと名前は確かに一致していた。鈴りんが知らないというのが本当なら、偽名を名乗っているということか。

　だが、何のために。なぜ自分に近づいてくる。それに、あの看護婦は何だ。

　鈴が三人や看護婦役とグルになって自分を驚かそうとしているのなら一応筋は通るが、それにしても不自然だ。

「……やめた」

　情報が足りないのに、これ以上考えてもわかるはずもない。次に何かちょっかいをかけてきたら、その時に調べればいい。

　次に出てきたのは小学校の卒業アルバム。ここに在ざい籍せきしていたのは、六年の三学期だけだ。一応、名簿に名前はあるし、集合写真には囲みで入っているけれど、中に未み嗣つぐの写真はほとんどない。修学旅行も、スポーツ大会も、全部未嗣が転校してくる前に終わっていた。そもそも、小学校の時は引っ越しのタイミングのせいで修学旅行自体経験していない。

　ここにいた頃ころの友達は、今でも未嗣のことを覚えているだろうか。他の学校のクラスメイトはどうだろう。いつまでも続く絆きずななんて存在しない。友情も、家族も、未嗣自身にはどうしようもないところで決まったことで引き離され、自然消滅する。

　感傷に浸ひたっていたらきりがない。それはわかっている。

　だけど、頭で理解しているのと素直な感情は別だ。

　ただの錯覚かいたずらだと思っても、怖いものは怖いのと同じで。

　おおよそ片づけも終わり、箱を畳んだ頃に父が戻ってきた。少しお酒が入っているようだ。

「ただいま。残りもの、折り詰めにしてもらってきた」

「今日、打ち合わせだったっけ？」

　折り詰めを仕分けして冷蔵庫に入れる。明日の朝と夕食に回せばいいだろう。それから父にコーヒーを出す。

「ああ。地鎮祭と起工式やって、その後市の人とか土木会社の人とかとな」

　やはり公園のテントは地鎮祭のものだったか。

　アルコールには強くない父だが、仕事柄つきあいを欠かすわけにもいかない。酔って帰宅した時に濃いコーヒーをいれるのも未嗣の役目だった。とは言っても、インスタント。

　父は、味にうるさい方ではない。一時期はきちんと豆からいれていたのだけれど、未嗣でも感じ取れたコロンビアとブラジルの違いもわからなかった。大ざっぱに「コーヒー味」ならそれでいいのだそうだ。

「一度聞いてみたいと思ってたんだけど、父さん、神様とか幽霊だとか信じる？」

「ん？　何だ、いきなり？」

「今日も地鎮祭だったんでしょ。それって、土地の神様を鎮めるわけじゃない？」

　自分の分のカップに砂糖をひと匙さじ入れながら、テーブルを挟はさんで座った。

　鈴から七不思議について聞いたのと、変な女の子たちに会ったせいか、迷信だとか怪談だとかのことが妙に気にかかっていた。

「信じてるっていうか……。土地に敬意は払うよ。ずっと昔から存在していて、そこに自生している生き物がいるのに、こっちの都合で手を入れさせてもらうんだ。感謝の気持ちを持つのは当然だろう。庭造りっていうのは草花――命を扱う仕事だし」

「うん」

　父が造る庭は好きだ。丹念に人の手を加えて整えたものでありながら、わざとらしい作為や作り手の過剰な主張を感じさせない。人が安らぎ、癒される空間だと、贔ひい屓き目めなしに思える。だから、今回のような病院などの仕事が多いのだろう。

　完成すると次の仕事のために転居するので、長く楽しむことはできないのだけれど。

「頭使って考えて、理屈を詰めて、技を凝こらして、でも全部思い通りになんてならない。特に人がたくさん集まる場所じゃ、いろんな目や耳に触れる。こっちの予想とは違う反応をする人も出てくる。理論で全部割り切れるわけじゃない。だから、面白いんだけどな」

　コーヒーを飲み干し、父が笑う。

　今の条件は、公園だけでなく学校にもそのまま当てはまらないだろうか。

「お前の方、新しい学校はどうだ？」

「雰囲気明るくて、楽しそうだよ。校舎がちょっと古くて手て狭ぜまな感じだけど……」

　そこで、言葉が滞とどこおる。

「ん？　どうした？」

「何でもないよ。ただ、どこの学校にも似たような話があるんだなって」

　鈴りんから聞いた無限階段や足音、トイレに出る幽霊のことを話す。

　さすがに杏あんず子こたちや血ち塗まみれのナースのことは伏せて。

「本能――って言ったら言い過ぎだけど、人間には多分そういう妖よう怪かいや幽霊みたいな不思議なものを求める気持ちがあるんだろうな。トイレの花子さんとか」

　さすがに定番中の定番。鈴から聞かされた同じ話題が父からも出た。

「確かあれって、がんばり入道とかの変形でしょ？」

　トイレという、ひとりぼっちで無防備になる個室。しかも、他人の目は届かないが衛生と節度を求められる場所。そこでの不安と不作法への戒いましめが生んだのが、トイレの窓からのぞき込む妖怪、がんばり入道だ。

　だけど、今は各家庭のトイレは明るいし、マンションなどではユニットバスの中に組み込まれていて窓もないことが多い。そこで古い妖怪が時代に応じて姿を変え、薄暗い共用空間である学校のトイレに根付いた存在が、いわゆる「トイレの花子さん」である。そんな説明を本で読んだことがある。

「それだけじゃなく、あれは座敷わらしみたいなものなんじゃないかな」

　父が立ち上がり、自分でコーヒーのお代わりをカップに注ぐ。

「座敷わらし？」

　先日まで暮らしていた岩いわ手てに伝わる民話だ。

　どこかの家で子供たちが遊んでいる。数えてみるとひとり多い。けれど、見知った顔ばかり。よそから紛れこんだ者はいない。誰だれも知らないけれど誰もが知っている、みんなの友達。その子がいる限り家は栄えるが、去れば衰亡する童どう形ぎようの守護神、それが座敷わらし。

「自分が暮らす環境に、守り神みたいなものがいてほしいって思うのは自然なことだ。科学じゃ割り切れないことは、科学じゃないものに守ってもらうのがいちばんいい。だけど、今は昔みたいに誰かの家に大人数が集まれないだろ？」

　確かに、中学に入ってからは友達のところに集まるより、放課後教室に残ったり、学校帰りにファーストフード店で話しこんだりすることの方が多くなったように思う。

「だから、みんなが集まる学校とかが、そういう怪談話の拠点になったんじゃないかな。現代だと座敷わらしやがんばり入道みたいに、個人の家が幽霊や妖よう怪かいの住すみ処かになるのは難しいだろうな」

　それも理解できる。

　引っ越しを繰り返している自分たちは極端な例としても、昔のように何世代もひとつの家に住み続けるどころか、一生涯をひとつところで過ごすことさえ珍しい。進学や就職で住まいは変わる。そんな生活では、守り神も幽霊も居着けないだろう。

　自分の造った公園にも、そういう守り神がいてくれたらいいんだがな――と、笑いながら父は付け加えた。





　未み嗣つぐが転校してから一週間が過ぎた。

　春の、クラス替えから日が浅い時期だったのも幸いしたのだろう。今までの学校に比べてもすんなり馴染なじめるようになっていた。鈴りんだけでなく、他の級友も未嗣を「転校生」ではなく「クラスの一員」として受け入れてくれていた。

　それでも、未嗣には気がかりなことがふたつあった。

　第一に、この学校にもいつまでいられるかわからないこと。今回はかなり大きな公園の全面改修だから一か月や二か月で去るような羽目にはならない。それでも、いつかはここから離れることになる。卒業までいられる見込みは薄い。覚悟はしていても、なまじ居心地がいいだけにつらいが、だからと言ってどうせ離れるのだからと馴染まないわけにもいかないのが転校生の難しいところだった。

　第二は、杏あんず子こたち三人だ。転校してきた日の後、彼女たちを校内で見かけたことはない。それに、あの不思議な寒さむ気けも感じなくなった。誰に聞いても、そんな女の子には心当たりがないという。校内の美人はひと通りチェックしているという城しろ山やまでさえ。

　もちろん、変な看護婦の噂うわさもない。さすがにこちらは人に聞いたりはしなかったが。

「こぉらーっ、未嗣くんっ！　なーにをぼんやりしてるかねっ！」

「わっ！　ミリンさんっ！」

　まだ朝のＨＲにも早い時間。人影もまばらな教室で物思いに耽ふけっていた未嗣の首に、後ろからいきなり鈴が抱きついた。いや、スリーパーホールドをかけたという方が正しいか。背中に柔らかさ、鼻には石せつ鹸けんの香りを感じる。

「ちょ、ちょっと、放してよ。ギブアップっ！」

　首が苦しいというより、このまま張りつかれていると真っ赤にのぼせてしまいそうだ。

「どうせまた、花の美少女のことを考えてたんでしょ？」

「は、花の美少女って……！」

　首にしがみついたまま、鈴りんの小さな拳こぶしが未み嗣つぐの頭をぐりぐりと擦こする。確かに三人とも花の名前を名乗っているが、その呼び名はあんまりだと思う。

「今までのどっかの学校で見かけた子がいて、それがずーっと頭の中に残ってたんだよ、きっと。それで幻見まぼろしてるんじゃないの？」

「だ、だって全然タイプ違うのが三人だよ！」

「それはー……未嗣くんが浮気者ってことで」

「な、なんだよ、それ」

「あはははははーっ。冗談冗談」

　ようやく未嗣を解放して自分の席に着き、鈴が両手で頬杖ほおづえを突く。

「うぃーっす。あ～、眠ぅ！」

　開きっぱなしの扉から、前の席の城しろ山やまが入ってきた。座って鞄かばんを置くと、そのままひょろりとした長身で机に突っ伏す。

「どうしたの？」

「んー、ゲームやってて半徹しちゃってよ。一時間しか寝てねえ」

　具合が悪いのかと思って未嗣が尋たずねると、返ってきたのは意外な答だった。

「ゲームって、城しろちんのことだからギャルゲーでしょ？　未嗣くん、城ちんってばね。ギャルゲーとか好きなんだよ。せっかくまわりに本物の女子中学生がいるのに」

「ほっとけ。人の趣味だ。本物は本物で好きなんだから、俺は健全。よかったら今度未嗣にも貸してやろうか？」

「うん。まあ、面白いのがあったら頼むよ。そのうちにね」

　実のところ、物の貸し借りはあまり好きではない。引っ越しの際に返しそびれたことはないけれど、返してもらえなかった品はいくつかあるから。

「ＯＫ。今度見繕ってやるよ」

　いつもの調子良さからは遠いくぐもった声が答える。半開きのまぶたの隙すき間まからでも、真っ赤に充血しているのがわかる。風が強いせいか、髪もぼさぼさに乱れていた。

　結局、城山は睡魔に勝てなかった。授業が始まってからも何度か船を漕こぎ、先生に注意される前に後ろから未嗣がつついて起こす羽目になった。午前中は何とかそれで乗り切ったものの、昼休みはずっと机に伏せていて、午後にはとうとう授業中に手を挙げた。

「あのぉ、先生。頭が痛いんですけど……」

「ん？　顔色が悪いな。じゃあ、保健室行って来い。保健委員か、委員長か……」

「大丈夫です。自分で歩くくらいは……」

　いかにも具合の悪そうな口振りで、城しろ山やまはうつむき加減に教室を出ていった。

「あれ、保健室で寝る気よ」

「だね」

　隣りん席せきの鈴りんと小声で話す。

　城山が戻らないまま午後の最初の授業が終わった。次の理科は、視聴覚室で記録映画を見るので移動がある。視聴覚室を利用するのは、転校以来初めてだ。

「未み嗣つぐくん、生テープ、持ってきてる？」

「今は授業でしょ。それに、あれは午前零時限定って話じゃなかったっけ？」

　鈴と話しながら廊下に直後、何か聞こえたような気がして足を止めた。

「どしたの？」

「ちょっと、今……間違いない、城山の声だ！」

「ちょ、ちょっと！　そっち逆だよ！　どこ行くの、未嗣くん！」

「叫び声がしたんだ、城山くんの！」

　声の方――保健室に向かって、反射的に走り出す。未嗣ひとりではない。他にも何人か声に気づいたものが走っていた。

「どうしたの、城ちん？」

　保健室の前には十数人の人だかりができていた。強引にそれをかき分けて中に入っていく鈴に、未嗣も続く。

　何か嫌な気配が、微かすかに胸をよぎる。

「ああ、ミリン。未嗣もか……」

　こちらを見た城山は、頬ほおをティッシュで押さえていた。

「それ……血が出てる！」

　鈴が息を飲む。

　ベッドを覆う白いシーツ。その上に、鮮やかな深しん紅くの斑はん点てんがいくつも広がっていた。

　他の野次馬は、血けつ痕こんに驚いて遠巻きにしている。

「頭痛の薬もらって、寝てたんだよ。先生が用事でちょっと出かけるって言ってたから。それで……急に息苦しくなって……」

　不意に、城山の顔が青ざめる。細く、ちぎれそうな紐ひもをたぐり寄せるように、ひとつずつ言葉を選びながら、震える声を紡つむぐ。

「何か白いのが……。白い……白衣の女がいたんだ……」

「白衣？」

「そうだよ。看護婦みたいな……ナースキャップも被かぶってて……それが、血ち塗まみれで……。その女が、俺の上にのし掛かって……刃物持って……」

「落ち着いて！　城山くん」

　震える城山の肩を押さえる。

　勝手に薬を使うわけにはいかないが、ウェットティッシュなら構わない。城山の手をどけて、傷口をそっと拭ぬぐう。

　頬ほおに走っている傷口は一本。鋭利な刃物で一気に斬きりつけたものに見えた。定規で引いたようにまっすぐで、鮮やかな切り口だ。筋肉までは届いていないようだ。浅いが、鋭い。

「そうだよ。血ち塗まみれのナースだった。顔を包帯で隠してて、血が滲にじんでて……。怖くて叫んだんだ。そしたら、誰だれか女子が走ってきて、ナースが逃げるのを追いかけていって……」

　城しろ山やまが声を震わせる。顔が青ざめているのは、文字通りの意味で血の気が失われているからだけじゃない。

　原因は、恐怖だ。

「大丈夫！　大丈夫だよ、もう誰もいないから！」

　叫び、肩を強く抑おさえる。鈴りんが後ろから手を伸ばして頬のティッシュを支える。それでも、城山の震えは止まらない。

　ぞくり――未み嗣つぐの背筋に悪寒が走る。

　城山の不安に感染したのか。保健室に入った時から感じていた微かすかな不快感がはっきりとしたものに変わる。思わず口にした言葉に、己おのれで違和感を覚える。

　もう、誰もいない？

　なら、さっきまでは誰かがいたというのか？　誰が？

　転校初日、血塗れのナースを見たことは誰にも言っていない。未嗣が見たものを城山が知っているはずはない。なら、彼は自分と同じアレを見たのか。

　鈴も城山も、全員が裏で通じていて自分を騙だまそうとしているとは思えない。そんな悪戯いたずらのために自らを傷つけ、こんな大騒ぎを起こすはずなんてない。

「城ちん、落ち着いてってば。怪我けが、大したことないから」

　鈴は明るい声で城山を励はげます。

　扉の前には人だかり。窓からは風が吹きこんで白いカーテンを揺らしているが、開いているのはほんの数センチの隙すき間まだ。人が出入りした形跡はない。そもそも、ここは二階だ。

　誰かが呼んできたのだろう。ようやく担任の伊い月つき先生がやってきた。

「はい、みなさん。教室に戻って！」

「先生っ！」

　青ざめた顔の城山が伊月先生にすがりつく。未嗣たちも現場から追い払われてしまった。

「よっぽど怖かったのかな、城ちん」

　視聴覚室での授業は中止になり、教室での待機が命じられた。

「うん……。ミリンさん、血塗れの看護婦の話、聞いたことある？」

　思い切って尋たずねる。自分も見たということは伏せて。

「ううん、全然。ウチの学校の七不思議って、呪のろいのビデオと、大鏡の死神と、無限階段無限廊下と……」

　鈴の指が親指から順に折られ、小指と薬指の二本が再び立つ。

「やっぱり看護婦の話なんて聞いたことないよ」

「そっか……」

　ナースは学校にそぐわない。怪談や都市伝説としては不自然だ。出るとしたら病院だ。

「で、ゴーストハンターの未み嗣つぐくんとしては、どう思う？」

「そ、そうだな……。誰だれかの悪戯いたずらとか……」

　口にしたが、自分でももちろん信じていない。その可能性は、さっき捨てたばかりだ。

　扉が開いて伊い月つき先生が入ってきた。

「皆さん、そのまま待機していてください。今、警察の人が来ました」

　ざわめきが広がる。現場検証が行われ、未嗣も話を聞かれた。

　しかし、午後の授業をまるごと潰つぶしての調査でも、城しろ山やまを傷つけたというナース服の女は見つからなかった。校外から侵入した形跡も、外に逃げた形跡もない。もちろん、校内に隠れてもいなかった。

　城山自身以外に血ち塗まみれ白衣の主を見た者はなく、そして、看護婦を追ったという女生徒も名乗りを上げなかったのだ。





　結局、クラブや委員会活動も休み、まっすぐに帰宅するようにという指示が全校生徒に出された。

　人ひと気けが消えた廊下に立ち、未嗣は窓からグラウンドを眺める。

　あの時は外で体育のクラスもあったし、誰にも見られずに外へ逃げるのは難しい。しかし、警察でも不審者や凶器は見つけられなかった。城山の悲鳴を聞きつけて未嗣たちよりも先にかけつけた野次馬も、看護婦なんて見ていないという。

　寝ぼけた城山が何かの弾はずみで自分で傷つけたとも思えない。切り口が鮮やかすぎる。

　声に出しても考えはまとまらない。

「君、早く下校しなさい！」

「あ、ごめんなさい。すぐに帰ります」

　通りかかった男性教師に注意され、ばつが悪くて手近なトイレに入った。用を足して出てくると先生の姿はない。手を洗ってから、ハンカチを忘れていたことを思い出し、濡ぬれた手を振って水滴を払う。

「ちょっと！　賽さい穏おん寺じ未嗣！」

「えっ？」

「みんなで使う場所だろ。汚すなよ！　公共道徳に欠ける奴やつ、あたしは大嫌いなんだ」

　声の方を振り向く。杏あんず子こがいた。

　ショートカットに縁ふち取どられた、程良く焼けた健康的な顔。腰こしに両手を当て、足を肩幅に開いて立ち、まっすぐな眼まな差ざしで未嗣の手元を見つめていた。

　最初の時とは違う、微かすかな悪寒。

　ひとりではない。例の三人が揃そろっている。やはりクラスを示すバッジはない。

「どうやら、思ったよりやばい状況になってるみたいでね」

　初めて会った時と同じ、まっすぐな眼まな差ざしで杏あんず子こは未み嗣つぐを見つめた。

「……あなたに、助けてほしいの……」

　うつむき、目を合わせないまま小声で囁ささやいたのは椿つばき子こ。

「ですから、どの程度使えるのか、試させていただきます」

　口元に微笑を浮かべ、菫すみれ子こが髪をかき上げた。

「……あ、あの……君たちは……」

　口にできたのはそこまでだった。得体の知れない悪寒が、急に強まっていく。

　肌が粟あわ立だち、毛穴が収縮する。背骨の中で冷たく粘ねばっこいものが水位を上げていく。口から、鼻から、入ってくる空気までまるで真冬のように冷たく乾いたものに感じられて、未嗣は思わず自分の肩を抱きすくめた。

　何度感じても、慣れることのできない感覚。

　空気の流れや見た目の雰囲気から感じる錯覚だと必死に言い聞かせ、理屈で謎なぞを解明しても説明しきれない。正体不明の感触が未嗣を襲う。

「あまり時間がありませんの。危険な幻象フエノメナの侵入を許したのはわたくしたちのミス。少々頼りないみたいですけど敏感ですし、簡単に死んだりはしないと思いますわ」

　菫子が、未嗣の顔をじっと見る。

　フェノメナ？　死ぬ？

　何のことかわからない。ただはっきりしているのは、自分のことが話題になっていて、それが何か危険を伴うということだけ。

　最初に杏子に会った時に感じたものを数倍した圧力に気圧けおされる。

　未知への好奇心を、恐怖が凌りよう駕がする。

「う、うわぁぁぁーっ！」

　未嗣は走り出した。

「あーっ！　ちょっと！　待てってば！　話聞けよっ！」

　杏子の叫びを無視して、未嗣は懸命に走った。ただひたすら、まっすぐに。

　まっすぐ？

　おかしい。廊下がこんなに長いはずはない。もう行き止まりに着いているはず。

　早く帰らなければ。帰りたい。先生にもそう言われたし、現に他の誰だれの姿も見えない。

　こつ、こつ、こつ。

　背後で足音が聞こえた。

　誰でもいい。あの三人でなければ。振り返ったが、誰の姿もない。それなのに足音が接近する。少しずつ、少しずつ、確かに近づいている。どちらを向いても、後ろから。

「わぁっ！」

　思わず近くのトイレに飛びこむ。全部空いている個室のうち、いちばん手前に駆けこみ、鍵かぎをかける。

　これなら安心だ。外から誰だれかが入ってくることはない。

　途切れがちな息をなだめるように何度も胸をさする。壁に押しつけた背中がぐっしょりと汗で濡ぬれている。トイレで深呼吸というのは嫌だが、わけのわからない足音に追われるよりはよっぽどましだ。

「あんた、安易だよ」

　隣となりの個室から話しかけられた。杏あんず子この声だった。

「わぁっ！」

　発作的に、個室を仕切る壁を殴る。薄い合板が頼りない音を立てる。

「逃げてる時に行き止まりに飛びこんだら、自分で自分を追いつめているようなもんだろ」

　軽いノックが戻ってくる。

　何故なぜだ。何故、男子トイレで女の子の声がする。

　入った時には誰もいなかったし、後から誰かが来た気配もなかったのに。

　思わずドアを開け、飛び出す。

　個室の扉は全部開いていた。もちろん、誰の姿もない。ノックを返した隣の部屋にも。

　どっちだ。どっちに逃げればいい。どっちでもいいんだ。とにかく学校から出られれば。

　トイレから飛び出し、無理矢理肺に空気を送りこみながら周囲を見回す。普通に教室が並んでいた。突き当たりの壁も、廊下の大鏡も見える。人の姿はない。

「は、はは……。ただの勘違いだよな、多分……」

　声に出して言い聞かせる。口元に無理矢理笑いを浮かべてみる。

　鏡に映ったぎこちない笑顔に、うっすらとした影がオーバーラップした。

　長い髪と、妙に長いスカートのシルエット。目も鼻も見えないのに、なぜかそのシルエットが笑ったことだけは理解できた。

　振り返る。だが、人影はない。駆け寄って制服の袖そでで鏡面をこする。だが、血を水に溶かしたような薄い朱色の影は消えない。鏡の汚れではない。覆い被かぶさるように鏡に顔を寄せても、影は未み嗣つぐの像に重なるように映っているのだ。未嗣と鏡の間には何もないのに。

　びくっ！

　心臓を直接触られたようなショックで飛びのく。そのまま、後ずさりで鏡から離れる。

　平面の上から動かない。そのはずなのに、長い髪の影が腕を伸ばしてくる。

　死神が、鏡に映った者を異界へと連れ去って殺す。

　鈴りんが話していた荒こう唐とう無む稽けいな怪談が脳裏にフラッシュバックする。

　証拠も目撃者もない。笑い飛ばしてしまえるはずの怪奇が、未嗣の首筋に手をかける。

　冷たい感触が首に伝わる。触っても何もない。ただ、鏡に映った己おのれの姿に薄い朱色の人影が重なり、喉のどに、腕に、触れている。

　冷たく湿った恐怖がじわじわと皮膚を侵おかす。懸命に払っても、感触は消えない。鏡の中で押さえられた腕が思うとおりに動かない。

　喉が強こわばり、唾つばを飲みこめない。前には鏡。背後からはまた足音。

「わ、わあぁーっ！」

　大声を上げる。足音をかきけすために、喉のどに詰まった形のない何かを吐き出すために。

　未み嗣つぐは再び走り出した。どこを目指すのでもない。ただ、鏡の前から逃れる。手近な階段への角を曲がる。踊り場を曲がり、さらに下り、また折り返す。

　走り続けて息が上がり、心臓が悲鳴を上げる。全身の血管が張りつめて、体中がひと塊かたまりになって激しい鼓こ動どうを打っているようだ。

　足を止め、息を整える。

　大丈夫だ、きっと。ここまで来れば、もう。

　ここまで――？

　ここまでというのは「どこ」までだ？　何段下った？　何回踊り場を過ぎた？

　校舎は三階建てで、最初にいたのは二階だ。とっくに一階に着いているはず。

　熱く火照ほてっているはずなのに、顔からすっと熱が逃げていく。

　勘違いだ。パニックを起こしていたから、混乱して記憶がおかしくなっているだけだ。

　息を整え、今度は走らずに、歩いて一歩ずつ階段を下りる。段数を数えながら。

　一段、二段、三段――踊り場から次の階まで一一段。まだ下に続いている。

　次の踊り場まで一二段。そこから次の階まで一三段。まだ下がある。

　気づいた時が最上階だったとして――あれだけ駆け下りたのに？――もう一階に着いているはずなのに、階段は下っている。

　どこまでも、下へ。暗いくらい、深い闇やみの中へ。

　落ち着け。落ち着け落ち着け。落ち着け落ち着け落ち着け落ち着け落ち着け落ち着け。

　繰り返せば繰り返すほど、焦りが増していく。

　もしも、仮にもしも、これが本当だとしたら――城しろ山やまを斬きりつけた看護婦も本物の幽霊か何かなのだろか。そして、杏あんず子こたち三人も。

　膝ひざが震える。立っているのも辛くなって、階段の手すりに身を預ける。

　こつ、こつ、こつ。

　足下の薄暗がりの向こうから、何かが上ってきた。

　階段を駆け上がる。あり得ない場所から近づいてくる者を、味方とは思えなかった。

　少しでも明るい方へ、足音から遠い方へ、上へ。

　萎なえそうになる足を恐怖で駆動して、階段を二段飛ばしで駆け上がる。バランスを崩して手を突く。階段の角に膝をぶつける。こすれて生地が破れ、すりむけた素肌が露出する。

　痛みで頬ほおがこわばった。けれど、傷をさする暇さえない。

　ずっと同じテンポで、同じ強さで、下から足音が聞こえてくる。歩きの早さなのに、走っている未嗣と音との距離は変わらない。

　よろけながら、ほとんど四つん這ばいの姿勢で走る。

　目の前にドアが現れた。廊下と教室を区切る引き戸ではない。外へ通じる、ノブのあるアルミ製の扉。磨すりガラスの向こうから、薄められた太陽の光を感じる。非常口だ。

　飛びつき、すがりつき、ノブを回す。開かない。

　力任せに引く。揺さぶる。体当たりする。やはり開かない。

　ロックされていることに気づく。足音が近づいてくる。サムターンを回して、身体からだごとドアを押して飛び出す。

　足が、地面を踏まなかった。

　ここは何階だった？

　目に飛びこんだのは足下に広がるグラウンドと、遙はるか遠くまで見える街の景色。

　酷使した肺には、悲鳴を上げる分の空気が残っていなかった。

　落ちる――！

　空中でこわばった身体が停止する。

　右の上履きが脱げて落ちていき、小さな点になって地面を二度、三度バウンドして止まる。

　高さは三階。踏みしめるべき地面のない足は、空中でぶらぶらと揺れている。

　誰だれかが左腕をつかみ、それだけで宙づりに支えられているのだ。手首に圧力を感じる。

　トイレを済ませていてよかった――不意に、そんな考えが頭に浮かんだ。

　出したばかりでなかったら、多分失禁していただろう。

　足だけではない。全身が頼りなく揺れている。顔の見えない誰かが手を放したら、まっすぐに下に落ちる。

　赤い液体をぶちまけて、あの上履きのようにバウンドして転がる。

　きつく目を閉じても、不吉なビジョンは消えない。がくがくと震える膝ひざで、さっきぶつけた傷が痛んだ。

「暴れんなよ。今、上げてやるから」

　見上げると、杏あんず子こが非常口から身を乗り出して未み嗣つぐの腕を片手でつかんでいた。軽々と引っ張り上げられる。

「まったく、危ないだろ、空間が歪ゆがんでるのに走ったりしたらさ」

　彼女だけではない。菫すみれ子こと椿つばき子こもいる。

　見回すと、間近な教室には一年Ａ組の表示があった。教室棟一階廊下の突き当たりだ。当たり前だ。このタイプの非常口は一階にしかない。三階のドアを開けると非常階段ではなしに空中なんて、そんな建物は設計ミスでもない限りあり得ない。

　だけど、右足は靴下のまま。上履きが落ちたのは――少なくとも脱げたのは事実だ。

　全身から汗と力が抜けていく。恐怖と混乱と安あん堵どが混ぜ合わされ、動くことができない。

「異覚アザー・センスが敏感すぎるのも考え物ね。少し脅おどかしただけで、これほど反応するなんて」

　菫子が口元に手を当てて呟つぶやく。

「でも、それって、素質、あるっていうことだし……。あ……怪我けが、したのね」

　椿子が、未嗣の足に顔を寄せた。

　走っている時にぶつけた箇所は、階段の角に引っかけていたのだろう。脛すねの部分に裂け目ができ、青黒い痣あざの上に血が滲にじんでいた。

　怯おびえているかのような態度で、椿つばき子こが傷の上にそっと手のひらをかざした。白い。和紙のように白く、生気を感じさせない手だ。やはり未み嗣つぐの顔を見ない。うつむいて、ほんの少し頬ほおが赤らんでいる。

　体温、だろうか。触れていないのに暖かさを感じる。

「一度目は……」

　椿子の口くち唇びるが微かすかに開く。細く息だけを吐くような、小さく囁ささやく声。

「一度目は傷つけるだけ。二度、三度と繰り返して初めて、みんなが恐おそれるようになる。みんなが恐れて、噂うわさするようになってから……殺すの」

「わぁっ！」

　思わず、尻しり餅もちのまま後ずさる。すぐに教室の壁に突き当たり、逃げ場を失う。奥歯が細かなリズムを刻む。

「今日のところはおとなしく帰んな。それと、廊下に落とした汗、ちゃんと拭ふいとけよ」

　ショートカットが非常口を開けて出ていく。椿子と菫すみれ子こもそれに続いた。

「あ、あ、あ、あ、あの……ちょっと……」

　恐怖と好奇心がせめぎ合う。

　動け、手。動け、脚。働け、頭。

　何もわからないまま、ただ怯えて震えているのは嫌だ。何が起きているのか自分の目で確かめれば、得体の知れない現象じゃなくて案外ありふれた出来事だとわかるかも知れないじゃないか。



    

  
    
      



    

  
    
      　這はいつくばって廊下に汗のラインを引きずりながら、非常口のノブにすがりつく。

　落下しかけた恐怖で、足の裏が痺しびれる。喉のどに硬い棒が詰まったようにも感じる。

「大丈夫だ。あの子たち、ここから出ていったじゃないか……！」

　声に出して言い聞かせ、慎重に、片手で廊下壁の上着かけをつかんで身体からだを支えながら、ノブを回し、押す。

　地面だった。

　一階の非常口から続く、当たり前の校庭の風景。あの三人の姿は、もうどこにもない。風が誰だれもいないグラウンドに砂さ塵じんを舞わせている。

　数メートル先に未み嗣つぐの上履きが落ちていた。高い位置から落としたのならともかく、ただ一階で脱げただけではあそこまでは転がらない。

　破けた部分から膝ひざに触れる。微かすかに痣あざの色は残っているが、痛みも出血も止まっている。傷の方が錯覚だったのか。そんなことはない。スラックスの膝が破れるほど激しくぶつかったのに、中が無傷というのは不自然だ。

　だけど、確かに傷は治っている。

　最初は傷つけるだけ。みんなが恐おそれるようになってから殺す――椿つばき子この言葉が蘇よみがえる。

　つまり、この傷は警告、いや予告なのか。今日経験したことを誰かに話し、みんながこの事件に関心を寄せるようになった後で殺されるというのか。

　また、体温が下がる。

「おい！　何してる？」

　後ろから声がかかった。若い男性教師が廊下のずっと向こうから呼びかけている。

「もう残ってるのは君だけだぞ。さっさと帰りなさい！」

「は、はい。ごめんなさい」

　腕で身体からだを引き上げるようにして立ち上がる。あの少女が指摘した通り、床は汗だらけになっていた。

　ふと気づく。確かに自分の体重はそれほど重くないが、女の子が片手で支えられるほどではないはずだ。あの子は自分の身体を易々やすやすとぶらさげていた。

　無限の階段や廊下、三階につながった非常口に比べれば些さ細さいなことだが、これも不思議だ。

　こうやって、ひとつひとつ洗い出してリストアップしないと、頭の中が疑問と不条理で塗りつぶされてしまいそうだった。



    

  
    
      


第二章　あり得ぬものたち





　一、二、三、四、五、六、七、八、九、一〇、一一、一二。

　何度数えても間違いない。フロアと踊り場の間は一二段。一階と二階の間も、三階への階段も同じだ。昨日、一一段になったり一三段になったりしたのは、焦って数え間違えただけに決まってる。

「おっはよーっ！」

　指折りカウントしながら階段を上っていると、いきなり背中を叩たたかれた。振り向くまでもなく声と、小さな手の感触でわかる。鈴りんだ。

「あ、おはよう。ミリンさん」

「何してんの？　あ、ひょっとして無限階段調査してるとか？　さっすがゴーストハンター賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐっ！」

　小柄な身体からだで両腕を大げさに振り回し、人差し指を未嗣の鼻先に突きつける。

「ち、違うよ」

　確かめていたのは事実だ。だけど、それは昨日体験した不条理を、少しでも頭から追い払うため。

「でもさ。今数えても意味ないと思うよ。あれって放課後とか、他に人がいなくてひとりっきりの時に気づくんだってさ」

　その通りだ。昨日はその条件に当てはまる。だから、まだ他の人がいないであろう早朝なら条件が近いだろうと考えて数えにきたのだ。結果は「異常なし」だったが。

「どしたの？　顔色悪いよ？　真っ青」

「そうかな？」

「そうそう。昨日の城しろちんみたい」

　思わず自分の頬ほおをさする。やはり、まだ怖いのだろうか。

　いちばん簡単な解釈は、自分が混乱していて、すべて幻覚だったと考えることだ。無限の階段も、あらぬところにつながる廊下も、不気味な看護婦も、あの女の子たちも。

　だけど、そうやって済ませるには足の痣あざも、彼女たちの記憶も生々しすぎた。

　まして、その「幻覚」に言われてしまったのだ。確かめもせずに、安易に納得するなと。

　せっかく馴染なじみはじめた祉し河が原わら東ひがし中を嫌いになったり、恐おそれたりしたくない。

　通り過ぎてきた学校を、未嗣は全部覚えている。中には嫌な記憶と結びついているクラスもあったが、それでも決して無かったことにはできないかけがえのない思い出だ。

　だから、昨日の出来事が何なのか、逃げずに確かめたい。

　鈴りんと話しながら教室に向かうと、ちょうど話題の城しろ山やまも登校してきた。頬ほおには真新しいガーゼが絆ばん創そう膏こうで留めてある。

「城しろちん、怪我けがはいいの？」

　未み嗣つぐや鈴だけではない。クラスメイトたちが城山の周りに集まってきた。

「ああ。顔だったから派手に血ぃ出たけど、元々そんな深い傷じゃないしな」

　未嗣の素人しろうと見立てが正しく、傷は皮膚を切っただけで筋肉にまでは達していなかった。ただし顔面には血管が集中しているので出血が多かったというのが、あの後診みてくれた市民病院の医者の説明だったという。ただ、結局どういう状況、どういう凶器による怪我かは判断できなかったらしい。外科手術用のメスのようなかなり鋭い刃物だろうという推測ができただけだ。

　昨日の事件は、ローカルニュースや新聞でも取り上げられていた。だが、扱いはさほど大きくない。

　学校に侵入した何者かが生徒を傷つけ、しかも正体不明のまま逃走中というセンセーショナルな事件だが、逆に判明していることが少なすぎて記事にしづらいのと、大臣の辞職とか企業の不正隠しの発覚とか大きなニュースがたまたま重なったからだ。

　クラスでも話題にはなったが、みんなどこか他ひ人と事ごとっぽく受け止めているように未嗣には感じられた。

　昨日、椿つばき子こと呼ばれた少女は言っていた。最初は傷つけるだけ。みんなに知れ渡り、恐おそれるようになってから殺すと。

　もし、それが本当なら、逆に言えば大騒ぎしないうちは安全だということか。

　奴やつらの思惑に乗ってたまるか。

　城山を傷つけたのも自分を脅おどしたのも、多分騒ぎを大きくするためだ。なら、昨日の出来事も誰にも話さなければいい。第一、自分でもまだ現実と確信できないことを他人に言いふらすべきではない。ただでさえ、転校生のスタンドプレイと誤解されがちなのだから。

「病院で診てくれたのが、まだ若い女医さんでさぁ。結構美人だったんだよ。それに建物も明るくて綺き麗れいだし、看護婦さんの制服もこう、何ていうか……。真っ白じゃなく科ごとに色が違ったりして華やかなのな」

　笑いながら指で空中に引いたラインで、女性のボディを表現する。美術部だからか、妙に手の動きが艶なまめかしい。この分だと、城山が不安がって噂うわさを振りまくのは心配しなくてもよさそうだ。陽気で楽天的な城山の性格が、今はありがたかった。

「そうなの？」

「あれなら病気や怪我してない時でも看護婦さん見に行ってもいいくらいだね」

「城ちんってば、何考えてんのよ。看護婦に襲われて震えてた人が、看護婦とか女医さんとか見て鼻の下伸ばしてんじゃないってば」

「ま、それは冗談にしても、本当に新しい病院はいいよ。明るくて清潔な感じでさ」

「病院なんだから、清潔なのは当たり前だと思うけどなぁ」

　派手に血が出たわりには傷が浅かったからか。城しろ山やま本人もあまり気にしていないようだ。あるいは空元気かも知れないけれど、不安や怯おびえが広まるよりはいいだろう。そう考えて、未み嗣つぐも相づちを打つ。

「雰囲気の問題だよ。前のは廊下とか薄暗かったし。ミリンは覚えてないか？」

　城山が言うには、旧市民病院は築四〇年を超えるかなり老朽化した建物で、不気味な雰囲気が漂っていたのだとか。合併に伴う整理統合がなくても、建て替えは必要だったのだ。

「あたし、市民病院なんて小学一年の時に行ったきりだもん。ま、病院建て替えのおかげで未嗣くんとも会えて友達になれたんだし、その点では感謝かな？」

「風邪かぜも引かないもんなぁ、ミリンは」

「あーっ。そういう言い方すると、あたしがバカみたいじゃない！」

　そんな話を聞いているうちに伊い月つき先生がやってきてＨＲが始まった。

「はい、皆さん。静かに」

　まだざわめいている生徒たちを鎮めるため、伊月先生は出席簿を教卓に叩たたきつけた。

「昨日、城山くんが怪我けがをした件ですが、原因はまだはっきりしていません。引き続き警察の人たちが調べています」

　原因――そうだ。犯人であるかどうかもわからない。侵入者の痕こん跡せきもなければ、内部の誰だれかのせいとも思えないのだから。ただの事故かも知れない。

　あるいは、人間以外の何かの仕し業わざかも。

　自分の頭に浮かんだ非合理な想像を追い出そうと、未嗣は頭を振った。

　現に城山が傷ついているのだから、犯人がいるはずだ。あの三人だって、何かのトリックでこちらを驚かそうとしているに決まっている。

　そう考えないと、恐おそろしくて登校できなかった。

「みなさん、必要以上に騒いだり、このことを言いふらしたりしないようにしてください。ただし、校内で不審な人を見かけたらすぐに先生に報告するように。それと、今日から何日か、クラブや委員会活動はなるべく控えてください。何かの理由で放課後残る人は、あらかじめ担任に申請してもらうことになります」

「えーっ」

　教室を不満の声が満たした。

　昨日の放課後、未嗣も下校した後で警察がさらに念入りに校内を調べた。しかし、各教室はもちろん階段下の物置や体育倉庫、旧校舎の各部屋などまでくまなく探したのだが、結局怪しい者は誰もいなかった。周辺での聞きこみでも、怪しい人物が学校に入っていくところも、逃げ出すところも目撃者はゼロだった、と伊月先生は説明した。

　未嗣が帰った後は、誰も。

　あの三人も、いなかったということだ。

「先生ーっ、再来週の球技大会はどうなるんですか？」

　挙手して、委員長らしく鈴りんが尋たずねた。

「今のところ、予定通り開催する予定ですが、まだ確定ではありません」

「あー、よかった。中止になったらみんなも嫌だよね？」

　鈴りんの言葉に、クラスメイトたちが賛意を示す。

「はい。それでは一時間目が始まりますので、みなさん事件のことは気にせず、授業に集中してくださいね。警察がパトロールしてくれますし、警備の人を増やす予定もあります」

　そう言って先生は教室を去っていったが、未み嗣つぐの集中力が保もったのは朝のＨＲの間だけだった。昨日のことが気になり、授業には身が入らない。ただ、どうやって謎なぞにアプローチするかだけを考えていた。

　昨日は恐怖と驚きで頭がいっぱいになってしまったが、思い直せばできることはいくらでもあったはずだ。例えば、いつも持ち歩いている携帯電話にはカメラ機能もある。あの女の子たちや無限の廊下だって、写真に撮れば幻覚か現実かの判断はできたはずだ。

　物証を集め、データを調べ、冷静に考えれば、きっと何とかなる。





　授業に身が入らないまま、昼食の時間になった。

　今日の献立はボルシチにピロシキ、キノコのサラダにデザートはヨーグルトと、なぜかロシア風だ。各地を回り、簡単なものだが普段料理をしている未嗣から見ても、祉し河が原わら東ひがし中の給食は悪くない。転校してきて一週間、まあ平均して七〇点というところだろうか。

「ね、ミリンさん。ちょっと聞きたいんだけど」

「むぐん？」

　ピロシキを頬ほお張ばったまま、変な声で鈴が答える。

「城しろ山やまが見たっていう血ち塗まみれの看護婦、似たような噂うわさ話ばなしとか聞いたことないかな？　校内限定じゃなくても」

　脅おどしじみた口振りからすると、あの三人と城山が見たという看護婦は何かの関係があるに違いない。看護婦の方は校内で話題になっているから話に出しても問題はないはずだ。

「んー、あたしは心当たり無いけど、ちょっと調べてみようか？　未嗣くん、本格的にゴーストハンター？」

「え？」

「だから、血塗れ看護婦事件の真相を探るんでしょ？　誰だれも出入りした形跡はないし、調べても衣装とか刃物とか出てこなかったし、きっと何か裏があるってことだもんね。この学校じゃなくても、何かルーツになる怪談があって、誰かがそれを悪用しようとしてるとか、要するにそういうこと？」

「え、えーと、まあね。ちょっと気になるっていうか……。でも、あまり大げさにしないでよ。何もないなら、それに越したことはないんだし」

「ＯＫ、ＯＫ」

　確かに未嗣はまだこの街にも学校にも不慣れだ。あまり他人を巻きこみたくはないが、情報収集に鈴りんの助けが得られるのはありがたい。

「でも、アレだったらまずいよね」

「アレって？」

「ほら、八番目の不思議を知ったら死ぬって奴やつ。血ち塗まみれ看護婦が八番目なら、あたしたちピンチじゃない？」

「大丈夫だよ。事件のことはもう校内の全員が知ってるんだ。『知ったら死ぬ』のなら、まだ無事な時点で安心していいってことだよ」

　筋が通っているのだかいないのだか、自分でもわからない説明がとっさに出る。

　八番目の不思議を知ったら命がない――そんなのはただの「話」だ。

　昨日経験したことに比べれば怖くも何ともない。たが、あの三人が怖いからといってただ脅おびえているわけにもいかない。

「そっかー。それもそうだね。で、調べるって具体的にはどの辺から？」

　喋しやべり続けているのに鈴は食べるのも早い。最後のデザートにヨーグルトを片づけて、身を乗り出してくる。

「看護婦ってことは、どこかの病院で語り継がれてた怪談じゃないかと思うんだ。病院も学校と並んでそういう話の宝庫だろうし」

「なぁるほどね。おーい、美み由ゆちゃん」

　鈴は大きく手を振って、クラスメイトのひとりを呼んだ。小お椋ぐら美由。教室のいちばん前に座っているクラスの女子でいちばん小柄で華きや奢しやな子だ。彼女ももう食事は終わっていたのか、不思議そうな顔で寄ってきた。

「美由ちゃんのお姉さんって、確か市民病院に勤めてるんだよね？　何か病院の怪談とか、伝説とか聞いたことない？」

「え？　ちょっとは聞いたことはあるけど、どうして急に？」

　体格だけではなく、美由は声も小さい。しゃべり方がはきはきしているから聞き取りにくいわけではないが。

「あ、僕がちょっと……えーと、実は転校した先の街でそういう話を集めてるんだ」

「そういうのって、少し面白そうだもんね。お姉ちゃんからいろいろ聞いたことあるよ」

　納得した美由は、小声をさらに潜ひそめて語り始めた。

　死んだ子供の霊が遊び相手を求めて夜中の小しよう児に病棟に現れるとか、ＩＣＵで動けないはずの患者が息を引き取る間際に家族に別れを告げに来たとか。内容としては、未嗣も知っている病院怪談の定番だ。

　だが、『血塗れ看護婦』につながるようなエピソードはない。

「他には？　何かないかな？」

「実際にそこで働いている人は、あんまりそういう話ってしないよ。入院患者とかは興味本位で面白がって話題にすることが多いけど」

「あ、そっか。美由ちゃん、そっちでもいろいろ聞いてるんだ？」

　美み由ゆは頷うなずいた。

　彼女は病気がちで、子供の頃ころから何度も入院経験があるらしい。他のクラスメイトと時間を共有できない境遇が似ているからか、転校してきた未み嗣つぐとすぐ仲良くなったひとりだ。入院患者の間の噂うわさ話ばなしは、姉からの伝聞ではなく彼女自身が耳にしたものである。

　実際に人の生死に関かかわる現場だ。外の人間が興味本位に想像するよりも、内部の人間は冷静に、かつ真しん摯しに現実を受け止めている、と美由は語りはじめた。

　ひとつの命を救うために全力を尽くし、力が及ばなかった時は厳粛にその事実を受け入れた上で次の仕事に向かう。そうでなければ、病院は機能しない。

　ただし、患者の方は興味本位面白半分でさまざまな話に興じる。

「でも、割と他た愛わいもない話、多いよ。入院してる時って何にもできないし、お医者さんや看護師さんを信じて頼るしかないでしょ。怖い話聞いても、どこにも逃げられないし」

「じゃあ『血ち塗まみれ看護婦』とか、そういう患者を傷つけるような話は知らない？」

　声を潜ひそめ、未嗣は身を乗り出す。

「血塗れって、城しろ山やまくんの？　わたしは聞いたことないけど、あれ、ちょっと怖かったな」

「え？　どうして？」

「だってわたしも保健室はよくお世話になるから。一昨日も、午後一時間くらい休ませてもらってたし……。あの時も先生席を外して、保健室にひとりだけだったし」

　言われて未嗣も思い出す。一昨日――城山が襲われた前日に、美由は授業中に貧血に襲われて保健室で休んだ。『血塗れ看護婦』が実在し、保健室で生徒を狙ねらっているのなら、美由が最初の被害者になっていたのかも知れないのだ。

「大した怪我けがじゃなかったし、すぐに逃げたんだから、あまり気にしない方がいいんじゃないかな？　警察にマークされたんだから、もうここには来ないと思うよ」

「そーそー。だから、ゴーストハンター賽さい穏おん寺じ未嗣くんが、あの謎なぞを解くべくこうして情報集めを始めたわけで」

「ゴースト……？」

　鈴りんの言葉に、美由がきょとんと目を丸くする。

「だ、だから、そんな大げさな話じゃないから……。とにかく、ありがとう。参考になったよ。何か後で気づいたら教えてよね」

　恐縮する未嗣に頷いて、微笑ほほえみながら美由は自分の席に戻っていった。

　これでいい。こんな風に少しずつ情報を集めていき、あの三人の正体を探り出す。探り当てて、今度現れたらきっちり糾弾きゆうだんしてやる。

「あ、そうだ。未嗣くん、放課後空いてる？」

「え？　特に用はないけど」

　考えこんでいると、不意に鈴が話しかけてきた。

　父の夕食は外で済ませてくるはずだし、特に溜たまっている家事もない。

　無限階段や無限廊下、杏あんず子こたち三人について調べたいが、放課後の居残りが制限されているし、まだこの学校に慣れていない身としてはあまり変な行動で目立つのも避けたい。

　調査するにしても、少し自分の頭も冷やした方がいいだろう。

「じゃあさ、ちょっと手伝ってよ。球技大会のチーム分けに使うクジ作るから」

「うん。別にいいけど……」

　クラスの一員としては、頼まれた仕事はちゃんと引き受けたい。不要な反感を持たれないためにも。

「んじゃ、先生にもふたりで残るって言っておくね。昼休み終わる前にすませとこっと」

　鈴りんは笑って席を立った。やっぱり彼女は行動が早い。





　午後の授業が終わり、クラスメイトたちが帰宅していく。いくつかのクラブの部員は活動の許可を貰もらい、体育館やグラウンド、部室に散っていく。

　そんな中、鈴はどこからかコピー用紙を数枚と色とりどりのマーカー、それにバスケットボールが収まるくらいの空き箱を調達してきた。

「ごめんねー。転校して日が浅いのにこき使っちゃって。他のみんなって、忙しい人が多くてさ。確実に手が空いてそうなのって未み嗣つぐくんだけだったから」

「いいよ。転校生って言っても、今はここの学校、このクラスなんだし。クジって、どんなの？　アミダとかでいいのかな？」

「それじゃ盛り上がんないってば。本格的にちゃんと貼はり合わせた三角クジにしよ。そのために、箱も見つけてきたんだから」

　勝敗よりもその場のノリを楽しむのがこの学校の流儀だと、鈴は教えてくれた。だからチーム編成も偶然のクジ引きに任せるのだとも。

「このくらいのサイズに切って、一枚ずつ競技を示すマークを描こうよ。サッカーボールとか、テニスボールとか。あ、バレーボールの継ぎ目ってどんなだったっけ？」

　両手の親指と人差し指で、鈴は名刺くらいの四角形を示した。

「バレーは、確かこんな感じじゃなかったかな？」

　コピー用紙を一枚取り、ボールの絵を描く。それから、野球、テニス、サッカー。卓球はボールだけでは特徴がないのでラケットも一緒に。

「やっぱり上手うまいね。あたしが紙切るから、未嗣くんが絵、描かいてね。各競技の人数間違えないでね。描き上がったら、折り曲げて糊のり付づけして」

　黒板の横に下がっていたスチール製の定規を手に、鈴は紙をカッターで切り分け始めた。手つきがちょっとぎこちない。

「大丈夫？　僕がやろうか？」

「いいから任せなさいって。あたし、クラスのため働く真面目まじめな委員長なんだから」

　とか言いながら、刃を出したままのカッターを持ってガッツポーズをするあたり、かなり危なっかしい。

「簡単にアミダで決めちゃったり、普通に希望者とか、強いメンバーで組むよりも、こんな風にした方が思い出になるでしょ？」

「うん。そうだね」

　転校を繰り返してきた未み嗣つぐにはよくわかる。単なる実用性や形式、前例だけを遵じゆん守しゆしていたら、新参者や来訪者には居場所も出番もない。

　この作業に選ばれたのも、単にさっき口にした理由だけではなく、転校生の未嗣をクラスに馴染なじませようとする鈴りんなりの心遣いだということは理解できる。理解できるから、ちょっとくすぐったくて、同時に不安にもなる。

　あまり馴染んでしまえば、離れる時がつらい。

　次の場所の暮らしを受け入れにくくなる。

　鈴の明るさや、距離を置かずにこちらに踏みこんでくる態度は嬉うれしいけれど、同時に別れを思うと辛くなる。

「未嗣くんは、どれに出たい？　何か得意なのってある？　転校してきたばっかりだし、手伝ってくれてるし、委員長権限でクジに細工するくらいは許してあげましょう、ウン」

　また胸を張り、親指を立てて突き出す。本当に、鈴は表情がよく変わる。見ていると、笑顔だけでも何万種類もあるんじゃないかと思えるくらいだ。今まで通り過ぎてきた学校でも、こんな子はいなかった。

「いいよ。僕、スポーツ得意じゃないし。素直にクジに任せるよ。ミリンさんは？」

　これもいつものパターン。転校生は出しゃばってはいけないし、クラスの行事から離れてもいけない。全体の方針に従いながら協力するのが、いちばん波風を立てないですむ。

「あたしは委員長だもん。クジ引きで折り合いがつかなかったりした時の、最後の調整役。それにあたしも運動ダメだし、ま、どれ出ても一緒。クラスの雰囲気をまろやかにして、深いコクと味わいを提供するミリンちゃんですって」

　カッターナイフを持った手を軽く振って、鈴が笑う。小柄なのに、大げさに胸を張る姿は何だか頼もしくて、未嗣もつられて微笑ほほえんだ。

「ミリンさん、偉えらいよね。そうやってクラスの仕事引き受けてさ」

　面倒なことを誰だれかひとりに押しつけているクラスも、今まで転校してきた中にはあった。だけど、ここは違う。そういう教室につきものの刺とげ々とげしくて居づらい空気がない。鈴自身も楽しんでいるし、周囲も彼女を信頼しているのが感じられる。

「あのねー、あんまり正面切って言うと恥ずかしいけどね。あたし、この学校もクラスも結構好きだからさ、他のみんなにも好きになってほしいし、みんな毎日が楽しい方がいいじゃない？」

「そうだね。僕も、そう思うよ」

　だからこそ、昨日経験した異常な出来事や、ナース服の女が気にかかる。椿つばき子こが言ったように、今はただ予兆を与えているだけで、本番はこれから始まるかも知れないのだ。

　恐おそるべき、見過ごせない本番が。

「どしたの？　何か考えごと？」

「え？　ああ、別に何でもないよ」

「何だか、すっごく真剣な顔してたけど……ひょっとして、例の女の子のこと考えてた？　花のピンズの美少女。杏あんずとか、椿つばきとか」

「ち、違うよ！」

　否定する声が強くなる。

　彼女たちが実在するとしたら、この学校を脅おびやかす存在だ。

　恐怖を広め、皆が怖おそれるようになってから殺すとほのめかすような。

「そうやってムキになるところが怪しいよねー」

　レンズの向こうで目を細め、鈴りんが身を乗り出す。また、今まで見たことのない笑顔だ。

「だ、だから、別にいいよ。ミリンさんが気にしなくても」

　彼女たちは己おのれのことが噂うわさになるように仕向けようとしている。未み嗣つぐを脅おどしたのもそのためだろう。

　だったら、鈴があの三人のことを気にするのは危険かも知れない。

「んー。じゃあ、別の話題。未嗣くん、前の学校で彼女とかいたの？」

「な、ななな、何で急にそんなこと？」

　まるっきり予期してなかった質問に、声が裏返る。

「だって、女の子のことばっかり妙に気にしてるし、浮気者だったらちょっと嫌だなぁーって思っただけ。未嗣くん、割とモテそうだし」

「べ、別に……そういうのはいないよ。特に興味もないし」

「興味ないって、あーやしいなぁ」

　顔を逸そらす未嗣の前に回りこみ、鈴が顔を間近に寄せる。

　杏あんず子こたちの印象が強すぎる上に、まず第一に騒がしいイメージが先に立つけれど、鈴も充分にかわいい女の子だ。よく変わる表情は見ていて楽しいし、お喋しやべりなのも退屈しない。

「あーっ。未嗣くん、照れてる。かーわいいっ！」

　声を上げて笑い、鈴はぴょんと跳はねるように距離を開いた。

　自分の顔が真っ赤に火照ほてっているのがわかる。

「そ、その……ほら、僕、転校多いし、すぐに別れることになっちゃうからさ」

　照れ隠しに口から飛び出したのは、普段から考えていることだった。

　仲良くなっても、いつまでもいられるわけではない。女の子とつきあったりするのはもちろん、親友になったりクラブの一員になったりしても、いつかは離ればなれになるのは確実だ。

　そう思うと、どうしても他人と親密になりすぎないよう一線を引いてしまう。嫌われたり反感を買わないように配慮するのと同じで、仲良くなるのも未嗣にとっては用心しなければならない課題だった。

　例えば、奇妙な足音の謎なぞを解明する程度に、他人の印象に残ることをするのは構わないが、引き離されたら辛いほどの恋人や親友は作らないほうがいい。

　いつの間にか、そう考えるようになっていた。

「それってもったいないっていうか、変」

「え？」

　不意に、鈴りんが真顔になった。

「だってさ。学校の頃ころの友達といつかは別れるなんて、そんなの転校しなくたって当たり前じゃない？　あたしは引っ越しってしたことないし、ずっと公立の学校だから近所の友達がずっと持ち上がりで一緒だけど、高校になったらバラバラになっちゃうよ」

「あ……」

　言われてみれば当たり前だが、今まで意識したことはなかった。

　転校を繰り返す自分を特別視しすぎていたのか。むしろ高校に入学したら下宿か寮か、ずっと同じ学校に通って、人間関係も長続きするだろうなと何となく思っていただけで。

「あたしの場合、お姉ちゃんの片っぽがそうだったんだよね。中学はここだったんだけど、高校は東京だよ。今、寮に入ってる」

　三つ上の姉が双子なので三人姉妹の末っ子――鈴は家族のことを説明する。

　姉の片方は中学時代、自由形で県記録を塗り替えた優秀なスイマーだ。才能を見込まれ、スポーツで有名な私立高校に特待生としてスカウトされたという。

「もちろん一生の友達になれたら最高だけど、別れわかれになっても思い出は残るし、新しい学校とかで新しい友達ができたら、そっちはそっちで大切な存在じゃない？　だからあたしは委員長として、こんな風にひとつひとつの出来事が記憶に残るようにしたいなぁと考える所存でありますことよ、うん」

　胸を反らしておどけながら、鈴は切りかけの紙と右手のカッターを振った。

「そうか……そうだね」

「未み嗣つぐくん、遠慮してるでしょ？」

「え？　遠慮って……」

「転校生だからって目立たないようにとか、いろいろセーブしてるように見えるんだよね」

　予期せぬ指摘に言葉を失う。確かに何度も転校するうちに身につけた処世術だが、まさか見抜かれているとは思わなかった。

「転校してきた日、数学の時間にあたしとお喋しやべりしてていきなり先生に当てられたのにちゃんと問題解けたじゃない？　あれ、引っかかってたのよ。普通だったらちゃんと聞いてない問題なんて全然わかんないか、もっとあっさり解いちゃうかなって」

「あ……」

「でも、未嗣くんがなんか考えて隠してるんだから、あまり大っぴらに話題にしてもまずいかなと思ってさ。だから、こうしてふたりきりの時に尋たずねたんだけどね」

「あ、ありがとう。ほら……転校生って変に目立ったりしたらいけないからさ……」

「だーからー、そんなの転校生でも普通に入学して卒業するんでも一緒だってば。あたしだってお喋しやべりでお調子者で、一年の時からずっと目立っちゃってるけど、隠すよりだったら『吉よし住ずみ鈴りんはこういう人間です』って知ってもらって、騒がしいお調子者向きのこと引き受けた方が、誰だれにとってもお得でしょ？　もちろん未み嗣つぐくんがどうしても内緒にしたいって言うなら、あたしが勝手に言いふらすわけにもいかないけどさ」

「うん……そうだね」

「そうそう。城しろちんからギャルゲー借りて遊ぶとか、もっと気楽にいこうよ」

　鈴の言うのはきれいごとだ。実際に未嗣はよそ者として冷たく無視されたり、敵視されたりしたこともある。だからこそ、変に注目を浴びないようにする習慣が身に付いたのだ。

　それでも、今この学校にいられるのは幸福だと思う。こんな風に自分を受け入れようとするクラスメイトに出会えたことが。

　父の仕事が終わって離れる日が来ても、ずっとどこまでも持っていける思い出が、ここなら作れそうだ。

　逆に、悲しさや怒り、恐おそれや嫌悪の感情とともに祉し河が原わら東ひがし中の名を思い出したりはしたくない。

　そのためには、やはりあの三人の女の子や無限階段の謎なぞを解かなければ。

　保健室で遭そう遇ぐうした時のことを考えると、杏あんず子こたちと血ち塗まみれ看護婦は敵対関係にあるようにも思えるが、早計は禁物だ。

　菫すみれ子こだって言っていた。

　自分を論理的で聡そう明めいだと思いこむな、安易な結論に飛びつくな、と。

　謎をもたらしている当人の指摘ということを考えると、釈しやく然ぜんとしないが。

　確かに怖いし、理不尽で不可解だが、逃げるわけにはいかない。好きになれそうなこの学校を守るためにも。

「どしたの？」

「え？」

　鈴の声に、顔を上げる。笑顔ではなく、不安そうな表情が鈴の顔に浮かんでいた。

「ちょっと怖い顔してたからさ。手を動かしてる時は、あんまり他のことに気、取られない方がいいよ。危ないから……痛いてっ！」

「どうしたの？」

「あははは。ちょいミスっちゃった。自分でこれじゃ世話ないね」

　左手の人差し指をくわえて鈴が笑う。カッターで指先を切ったらしい。ポケットから缶タイプの傷テープケースを取り出し、右手だけで器用に開けて見せたが中身は空だった。

「あれー、切らしちゃってたか。保健室行ってくる」

「大丈夫？」

「問題ないって。具合悪いとかじゃなくて、単に指先切っただけだよ？」

　傷口を抑おさえたティッシュに鮮やかな赤が滲にじんでいた。

「そうじゃなくて……」

　言いかけて、口をつぐむ。

　気にしすぎなのかも知れない。

　保健室に例の看護婦が現れるかと思ったが、先生が巡回しているし、他の生徒だって何人かは残っているだろう。美み由ゆのこともあるし、保健室に行けば必ず『血ち塗まみれ看護婦』に襲われるというわけでもない。

「未み嗣つぐくん、変なの。じゃ、待っててね」



    

  
    
      



    

  
    
      　きょとんと小首を傾かしげてから出ていく鈴りんを見送り、ふっと息をついてあたりを見回す。

　誰だれもいない。整然と並んだ、主あるじのいない机の列が人の不在を強調する。

　ち、ち、ち、ち、ち。

　日ひ頃ごろは意識しない時計の秒針が、己おのれを責め立てる響きのようにも聞こえる。

　鈴が喋しやべりっぱなしだったから忘れていた。ひとりになったのは鈴ではない。教室に残された自分の方だ。

　ぞくり。

　不意に、鳥肌が立つ。また、あの感覚だ。

　落ち着け。こんなのは気のせいだ。気にしすぎるから何でもないことに過剰反応して、自分の想像に怯おびえてますます妄想が膨ふくれ上がる悪循環に陥っているだけだ。

「そうじゃないだろ」

　声がした。振り返ると、教卓の上に杏あんず子こが座っていた。

　組んだ脚あしでスカートが持ち上がり、膝ひざが半分覗のぞいていた。

　思わず息を飲む。目が、釘くぎ付づけになってしまう。

　硬直しそうな身体からだを叱しつ咤たして席を立ち、鈴りんが使っていたスチールの定規をつかむ。

「き、君は……」

　確かにさっきまではいなかった。ドアが開いた気配も、入ってきた様子もない。秒針の音がはっきりと聞こえるくらい静かだったのだから。教室の扉は、鈴が出ていった時に閉めたままだ。窓も閉ざされている。

　落ち着け――未み嗣つぐは己おのれに言い聞かせる。

　気づかなかっただけかも知れない。自分が知らないだけで、例えば天井などから密ひそかに出入りする手段があるのかも知れない。何かのトリックかも知れない。

　オカルトじみたことを想定しなくても、解釈はできる。

　もちろん、幽霊や妖よう怪かいとは言わなくても、自分が知らない現象の可能性も捨てない。

　菫すみれ子こが口にした言葉が挑発か、攪かく乱らんやミスディレクションを目的にしたものだとしても、確かに自分が知っていることだけで無理矢理納得しようとすれば、視野が狭せばまるのは事実だ。

「へぇ……。今日は逃げないんだ。感心、感心」

　怖くないはずがない。歯はかちかち鳴っているし、鼓こ動どうも激しい。全身が一個の心臓になったように、顔や手まで脈動を感じる。

　それでも、逃げない。

　逃げてもどうしようもないのは、昨日痛感した。だったら、少しでも情報を得て、突破の糸口を探し出さなければ。

「あんた昨日、床の汗拭ふかないで帰ったな？　ちゃんとあたし、注意したはずだぜ」

「そ、それは先生がすぐに帰れって言ったから……そ、そんなことよりいい加減ちゃんと話せよ！　君たちは何者だ？　何のために僕に関かかわってくる？　昨日話してた力を借りるとかっていう話は？　名前だってちゃんと聞いてないぞ！」

「言っただろ。杏あんず子こって」

　脚を一度組み替え、滑らかな動きで教卓から降りる。

「杏子って……何、杏子だよ？」

「名字はない。ただの杏子」

「な、何だよ、それ！　名字がないってどういう意味だよ？　どこから入った？　どうしてここにいるんだ？　僕に何の用だ！」

　震える膝に力を込め、未嗣は杏子をにらみつけた。ポケットの中に手を伸ばし、カメラ付き携帯を確かめる。一瞬でもいい。相手が隙すきを見せたら、シャッターを切る。写真があれば正体を探ることもできるはず。

「こ、答えろよ！　何者だ？　何の用があって、僕にちょっかい出してる？」

　わざと定規を前に突き出す。

　本気で殴るつもりはない。あり合わせの武器を手にしても、非常口から落下しかけた自分を軽々と引っ張り上げる相手に貧弱な腕で対抗できるとも思えない。それでも、素手では不安だった。

　未み嗣つぐの内心を見透かしているのか、杏あんず子この口元には微笑ほほえみが浮かんだままだ。

　なめられているのなら、それでもいい。油断していれば、撮影のチャンスができる。

　じり、じり。

　一ミリずつ、相手の注意を引かないように、ポケットに入れた手を上げていく。

　ばしっ！

　一瞬、衝撃が走る。

「え……っ？」

「不躾ぶしつけだね。勝手に他人の写真撮っちゃいけないって、常識だろ？　それに、あたしらはカメラに写るとは限らないし」

　いつの間に近寄ったのか。杏子の手の中には未嗣が愛用している銀の携帯電話が握られていた。

　並の人間とは思えない素早さだった。

　しかも、凶器になるスチール定規の方は無視したままだ。

「どこからって……まあ、どこから入ったわけでもないね。最初から、この学校の中にいるんだから」

「この学校の人じゃないんだろ！」

「半分はずれ、半分あたり」

「え？」

「あたしも、椿つばき子こや菫すみれ子こも、この学校のモンだよ。最初っからね」

　その半分が正解なら、外れているのはつまり――。

　不吉な想像が、腰こしのあたりから背筋を伝って頭まではい上がる。冷気にも似た何かに、肩を抱きすくめる。

「そ……それじゃ、君たちは……人間じゃないのか？　そんなの、いるはずない！」

　この学校どころではない。この世に、本来いないはずのもの。

　頭からそう信じているわけではない。

　だが、どれだけ否定しようとしても、自分が狂っているのでなければ、それがいちばん自然な結論だった。

　それに、この言葉を突きつけた時の反応自体が、正体を探るヒントになるはず。

　震えを抑おさえ、自分の中の冷静な部分、勇敢な部分を懸命に鼓舞こぶする。

「その質問に、何の意味があるのさ。実際、ここにいるのに」

　身体からだを折り曲げて、杏子は笑い出した。

「今、あんたはあたしを見てる。こうして話もしてる。それなのに、何を疑ってるわけ？　あたしが存在しないのなら、あたしと会話してるあんたは何なのよ？」

　錯覚。妄想。そんな言葉で片づけるのは簡単だ。

　だけど、自分の目に見えているものを、耳が聞いているものを、肌が感じているものを否定したら、それは自分自身を否定するのと同じだ。

「はずとか、べきじゃない。あたしはここにいる。ただ、それを信じてみればいい。あたしを信じてみなよ」

　あたしを信じるか――どこかで聞いた言葉だった。

　ふっ。

　不意に、杏あんず子こが消えた。慌てて首を振り、彼女の姿を追う。

　ポケットに、微かすかな重みを感じる。

「返しとくよ、それ。ただし、勝手にあたしの写真撮ったりするなよ」

　振り返ると、目と鼻の先に彼女がいた。ポケットの中には、携帯が戻っている。

「そ、そ、そんな風に脅おどかしても無駄だぞ！　昨日だって、最初は傷つけるだけとか、後から殺すとか……。多分何かのトリックなんだろ！　昨日のことだって……ぼ、僕が驚いてパニくっちゃっただけで、本当は何か説明がつくに決まってる！」

「あんたさぁ。強がってるけど、膝ひざガクガクじゃん」

　言われて、気づく。他人が見てわかるくらいに震えている。逃げ出さないのは耐えているからではなく、身体からだが自由にならないからだ。

　受け入れたくない。

　今、自分に起きていることが現実だと。人知を超えたものが実在し、今、自分を脅かそうとしているなどと。

「ま、合格かな？　昨日試した通り異覚アザー・センスは鋭いし、あれだけ脅したのに逃げないってのは思ったより度胸もある。あんたのその敏感な身体、あたしたちの――ううん、この学校のために使わせてもらうよ」

　くるりと前に回り、杏子は未み嗣つぐの顎あごの下に手を当てて持ち上げ、顔を寄せた。

　かたちよい眉まゆ。大きな瞳ひとみと、それを縁ふち取どる整ったまつげ。まっすぐに通った鼻筋。艶つややかな口くち唇びる。

　ぞくり。

　ねっとりとした、冷たいとも生暖かいともつかない何かが身体の表面を流れ落ちていくような感触が、未嗣を包む。濃厚な粘液に沈められたような圧力が襲う。

　尿によう意いにも似た何かが臍へそのあたりで渦巻き、脳に信号を送る。

　早く、早く、急いでどうにかしろ。このままでは――。

　正体不明の焦りに急せきたてられながら、未嗣は間近に迫った杏子の顔から目が離せない。

　不意に、違和感に襲われる。

　彼女の顔にはホクロがない。小さなものひとつさえ。ニキビの跡も、そばかすも、傷の痕こん跡せきも、普通の人間が生きていれば逃れられない時間の爪つめ痕あとが何もない。

　完全に均質な、滑らかな顔だ。

　それに、この距離で話しているのに、息がかからない。

　息をしていない。生きていない。人間ではない。

「ぼ、僕の身体からだ……？　使うって、一体……？」

　奥歯が震えて、口も舌も思う通りに動かない。声を絞りだして訊たずねるので精一杯だ。

　その時。

「きゃぁああああああああああぁーっ！」

　甲かん高だかい悲鳴が響きわたった。

　聞き違いようがない。鈴りんの声だ。ショックが、未み嗣つぐの恐怖を拭ぬぐう。

「ちっ、しまった！　来な！」

「えっ？」

　いきなり杏あんず子こが未嗣の手をつかみ、引きずるように走り出した。

　速い。

　誰だれの姿もない廊下を駆けていく。未嗣の重さなど感じていないようなスピードだった。

　それなのに、彼女の手は冷たい。まるで死者のように。

　引きずられるまま、あっという間に保健室にたどり着く。

「ミリンさんっ！」

　ベッドの上に鈴りんが倒れていた。

　眼鏡めがねが落ちた顔に血が流れている。城しろ山やまと同じ、頬ほおを縦に走る傷。そこから首筋まで、不透明のカラーシートを張り付けたように赤い。まぶたは閉じたまま、動かない。白いシーツが汚れているのも昨日と同じ。枕元まくらもとの汚れが、じわじわと広がっていく。

「ミリンさん、しっかりしてっ！」

　肩をつかみ揺する。頬を軽く叩たたく。手にべっとりと血がついた。

　だが、鈴は動かない。

「大丈夫！　気絶してるだけだ！」

　うろたえる未嗣の肩を杏子が強い力で押さえつけ、振り向かせる。いつの間にか、菫すみれ子こと椿つばき子こもその場に立っていた。

「お前か!?　お前たちが、彼女を!!」

　恐怖よりも、不条理な不安よりも、怒りが勝った。

　血のついたままの手で杏子の襟えり首くびにつかみかかる。

「言ってたよな、最初は脅おどすために傷つけるだけで、後から殺すって！　ミリンさんにこんなことしたのも、僕を怖がらせるためか!?」

「そうじゃないって！　落ち着きなよ！」

　片手で軽々と未嗣の腕をふりほどく。

「彼女を傷つけたのはわたくしたちではありませんわ。もちろん、昨日の事件もね」

「いいわけなんか聞くか！　僕が襲われた時だって一緒にいたし……！」

「だから、こっちの話聞けって！　今まではぐらかしてたあたしらも悪いけどさ」

　怒鳴りつけ、菫すみれ子こにつかみかかろうとする未み嗣つぐを、杏あんず子こが抑おさえる。

「あ、あの……賽さい穏おん寺じ、くん？　手を、貸して……」

　椿つばき子こはうつむき、頬ほおを染めたまま、そろそろと腕を伸ばして未嗣の手を握った。

「え？」

　唐突な行動に、逆らう暇さえなかった。

　椿子は自分と未嗣の手のひらを重ね合わせ、鈴りんの頬にかざした。

　自分が走って火照ほてったせいだろうか。やはり椿子の手も冷たく、乾いていた。生身の女の子を感じさせない、真新しい紙のような感触。

「……力を、抜いて。わたしに、合わせて」

　耳元で囁ささやく椿子の言葉に、魅入みいられたように腕から力が抜けていく。一瞬、鈴の顔に触れたかと思った。だが、実際には一センチもの隙すき間まがまだ開いている。

　手が、熱い。

　体中から抜けた熱が集まっている。

「あ、ああ……っ！」

　頭が痺しびれる。腰こしや臍へそのあたりに、冷たいようなくすぐったいようなもやもやしたものが滞とどこおり、渦巻く。奥歯が浮き上がって、抜け落ちそうな感覚。

「傷が……」

　少しずつ流れ続けていた血が、止まる。

　昨日と同じだ。椿子が触れた未嗣の脚あしが癒いやされたように、目の前で鈴の傷が塞ふさがっていく。だが、ひとつ違っている。不思議な力を発しているのは椿子の手ではない。未嗣の、手なのだ。

　微かすかに距離を開いているのに、己おのれと鈴の身体からだがつながっていると未嗣には感じられた。水が流れるように、熱が――熱に似た何かが鈴に注がれている。

「あ、ありがとう……。賽穏寺くん」

　熱い物から逃れるような勢いで、椿子は未嗣から手を離した。朱に染まった顔を両手で覆い、恥ずかしげに顔を逸そらしている。

「え？　あの……」

「急に、触ったりして、ごめんなさい。でも、女の子の、顔、だから。跡が、残らないように……。わたしの、力だけじゃ、足りなくて……」

　ちらちらと未嗣の方をうかがいつつ、椿子は鈴の頬をハンカチで拭ぬぐった。血が消えると、完全に傷は塞がっていた。微かな痕あとさえ残っていない。未嗣の脚以上の、めざましい治癒だった。

「ぐずぐずしてる場合じゃありませんわよ。犯人を何とかしませんと」

「大丈夫、『足音』が追跡してるんだろ？　すぐ、あたしも追いかける。行くよ！」

「えっ！　ちょ、ちょっと……！」

　また未嗣の腕を引き、杏子が走り出した。そのまま、窓から飛び出す。

「うわっ！」

　未み嗣つぐを軽い人形同然に扱い、杏あんず子こは旧校舎に向かった。

「校内をちまちま走るより、グラウンドを突っ切った方が早いからね」

　木造の薄暗い旧校舎に飛びこみ、杏子が足を止めた。

　心臓が締めつけられ、ざらついたもので撫なで上げられる感触を覚える。走って息切れしたからではない。背筋の震えが、身体からだの芯しんまで届いているのだ。

　こつ。こつ。こつ。

　不意に足音が聞こえた。だが、見回しても誰だれの姿もない。

「落ち着きな。もう、会ってるだろ。こいつはあたしたちの仲間だよ」

　ここつ。ここつ。こつ、こつ。

　杏子の声に答えたのか、足音が独特のリズムを刻んだ。

　遭っている――違う。会っている。

　確かにあの日、未嗣はこの『足音』に追い立てられた。そして今なら確信できる。『足音』はただの出来事ではない。確かに、意思がある。杏子とコミュニケーションしているのだから。

「奴やつはどっち？」

　問いかけに『足音』が進み出す。向かっている先は旧体育館だった。

「んっ！」

　扉を開けると、体育館の中は西日で満たされていた。窓から差しこむオレンジ色の光の帯に、埃ほこりが浮かんでいる。まぶしさに目を細め、顔を手でかばう。

　赤い光の中、最奥さいおうのステージの上にほっそりした人影が立っていた。

　間違いない。前に、保健室で未嗣にメスを向けた看護婦だ。

　ほっそりとした女性のシルエット。オーソドックスなデザインの制服。ショートボブの髪に、古典的なデザインのナースキャップを乗せている。

　白い膝ひざ丈たけのナース服も、顔を半分覆う包帯も、赤く汚れていた。夕日の色が映っているのではない。朱色よりも濃い、しかし、本物が乾いた黒さとは異なる、血以上に血を連想させる、奇妙に鮮やかな赤だ。傷や危険を強調し、誇示する赤い色。

　改めて対たい峙じすると、包帯の隙すき間まからのぞく顔立ちは端正だ。

　ただ、見えている片目に光がない。何を投げこんでも波立たない、黒く澱よどんだ夜の水面を思わせる。何の感情もうかがえないのに、その目が笑っているように未嗣には思えた。

　感情を伴わない無意味な現象、空虚な行為としての笑い。

　閉ざされた体育館の澱んだ空気の中に、奇妙な匂においが漂っている。薬品っぽく、それでいてどこかすえた生臭なまぐささが混じっているのだ。消毒薬が腐敗したらこういう匂いになるのではないだろうか。

　それと、ほんの少しの鉄てつ錆さびの――血の匂い。

「さてと……これで三度目か。あたしらも甘く見られたもんだね。あんたが何者か知らないけど、この学校の『七不思議』にはなれないよ」

「ちょ、ちょっと……警察とか先生呼んだ方が……」

　相手をにらみつける杏あんず子この袖そでをつかむ。

　あの看護婦が城しろ山やまや鈴りんを傷つけた犯人なら、下手に挑発するのはまずい。凶器を持っていて、それを振るうことを躊ちゆう躇ちよしないような相手だ。

「無駄だって。警察や教師じゃ、こいつ相手には役に立たないよ。あんたも、薄々感づいてるんだろ？」

　未み嗣つぐの腕を振り払い、杏子が構えを取る。

　タンっ！

　舞台を蹴けり、ナース服の女が飛ひ翔しようした。

　体育館の端はしから端、二〇メートルの距離を一気に詰める。その手に、金属の輝かがやきが閃ひらめく。

「危ねぇっ！」

　杏子が未嗣を突き飛ばした。目標を失った『看護婦』は、跳ちよう躍やくの反動で床を蹴り、垂直に天井へ向かって飛び上がる。

　人間ではあり得ない――いや、物理法則にさえ反する動きだった。

　看護婦は天井の梁はりに左手一本でぶら下がっている。出来損ないのマリオネットのように、力無い関節がぶらぶら揺れている。

　今は、はっきりと見える。右手に握っているのはメスだ。ただ、奇妙に大きい。さすがに包丁とまではいかないが、果物ナイフよりもさらにひと周り上のサイズだ。

「やってくれるね。デラシネが！」

　今の一撃が掠かすっていたのだろう。杏子のスカートには真新しいスリットが生まれていた。

　彼女も天井へ向かってジャンプする。

　梁をつかむ。雲うん梯ていで遊ぶ子供にも似た動き。器用に未嗣の頭上を渡って『ナース』に蹴りかかる。切り裂かれたスカートが翻ひるがえり、長い脚あしが躍る。

「けきゃっ！」

『血ち塗まみれ看護婦』が笑った――のか。

　奇妙な甲高かんだかい声を上げ、身体からだを大きく振って杏子の蹴りをかわす。そのまま別の梁に膝ひざをかけ、逆さ吊づりで腕を振るう。杏子も蹴りで振った脚の慣性を利用してメスを避よけた。

　ぶら下がったまま、白いストッキングの脚を使って蜘蛛くものように天井を移動し、『看護婦』は何度も杏子を斬きりつける。膝が、あり得ない方向に曲がっている。

「くっ！」

　手を放し、杏子は落下して受け身を取った。床が、鳴らない。

　未嗣は動けなかった。まるで身体が凍りついたみたいだ。

　教師や警察では無駄――その通りだ。

　杏子が言うより先に直感で理解できていた。『血塗れ看護婦』は道理や法律が通じる相手ではない。警察では対処できない。モラルや法律の問題ではなく、物理的な限界という意味で。

　人間ではない、生き物ではない。現実のものではない――そんな存在に警察が何の役に立つというのか。

　立ち向かえるのは、相手と同質の存在だけだろう。

　例えば、杏あんず子このように。

『看護婦』も飛び降りた。こちらは受け身すら取らない。まっすぐに、床に降り立つ。それなのに、やはり足音は鳴らなかった。

「けきゃきゃ！」

　奇声を上げ、節足動物めいた動きを見せる。

　メスを口にくわえると身を低く屈かがめ、四つん這ばいになって突き上げた膝ひざよりも身体からだを低く下げ、斜めに差しこむ朱色の光と影のストライプを縫って不規則に蛇行する。遠ざかったかと思うと、いきなり異常な速度で杏子の足下に肉薄する。害虫にも似た動きだ。

「こンのぉっ！」

「しゅきっ！」

　杏子が蹴ける。

　しかし、『看護婦』は不意に立ち上がり、今度は身体を長く伸ばして後転する。

　距離を開き、真っ赤な口くち唇びるから舌を伸ばして、右手に持ち替えたメスを嘗なめ上げた。

　不意に『看護婦』が未み嗣つぐに飛びかかる。最初と同じ、人間を超えた跳ちよう躍やくで。

　脚あしが竦すくんで動けない。

　悲鳴さえ上げられない。

　瞼まぶただけが未み嗣つぐの意思とは無関係に動いて、閉じる。

　真っ暗な視界の中、次に訪れる激痛を――あるいは死を予感する。

　何秒が経過しただろうか。恐おそるおそる目を開ける。

「何やってんだよ、バカ！」

　杏子が未嗣と『看護婦』の間に割りこんでいた。右腕に深々とメスが突き刺さり、腕を伝った血が床に落ちている。

「あ、ありがとう……。大丈夫？　痛くない？」

　思わず尋たずねる。

　人間ではないのかも知れない。だけど、杏子は血を流している。自分をかばって。

　最初に襲われた時も、今も助けてくれた。鈴りんの傷も治療してくれた。

　まだ正体はわからない。

　だけど、多分。彼女たちは、敵ではない。

「痛いけどさ……。こういうデラシネに、ウチの学校の生徒をやらせるわけにはいかないからね……。こンのぉっ！」

　腕を刺された不自由な姿勢のまま、『ナース』の顔面へと左ストレートを放つ。

　だが、命中しない。

『看護婦』の首がかくんと真後ろに倒れたのだ。一八〇度折れ曲がり、後頭部が背中に触れるまで。

　古めかしいキャップからあふれた黒髪をそよがせて元の位置に戻った頭が、またにやりと感情のない笑みを浮かべた。

　メスが抜かれ、宙に赤い糸が引かれる。

　そのまま異様な速さで後ろ向きに走り、壁に張り付くとそのまま天井まで這はい上がり、明かり採りの窓を開けて外へ出ていく。

「くっ！　待てってば！」

「よしなさい」

　傷口を押さえ、追いかけようとする杏あんず子こに背後から声がかかった。

「忘れたの？　今のわたくしたちは、校舎を遠く離れて行動することはできないわ」

「わかってるよ」

　菫すみれ子この言葉に杏子は舌打ちして肩を落とした。腕の傷に椿つばき子こが触れる。また、見る間に出血が止まり、傷口が塞ふさがっていく。

「あ……っ」

　未み嗣つぐは気づいた。傷が塞がるのと同時に、床に落ちた血けつ痕こんも消えているのだ。

「……あ、あの、君たちは一体……。人間じゃないのか？　ば……幽霊？」

　震える声で尋たずねる。

「お前、今『化け物』って言おうとして止やめただろ？」

　杏子が指を伸ばし、未嗣の鼻を軽く突っつく。辛うじて保っていた身体からだの均衡が崩れ、尻しり餅もちを突く。

「だ、だって……その……」

　多分、人間ではない。けれども正体が何であれ、『看護婦』の凶器から自分を守ってくれたのだ。それを「化け物」と呼ぶことは、未嗣にはできなかった。

「ま、いいか」

　杏子は微笑ほほえみながら、言葉を濁にごす未嗣の肩を叩たたいた。

「まあ、幽霊ですとか、化け物ですとか、あまりよい言葉でないのは確かですわね。わたくしたち、いわゆる『トイレの花子さん』の一種ですけれど」

「あたしらは自分たちを、幻げん象しよう――フェノメナって呼んでる」

　杏子は空中に大きく文字を書いた。

　怪談や都市伝説で語られるさまざまな怪異がある。

　ほとんどは根拠のないただの噂うわさ話ばなしだ。だが、すべてがそうではない。

　杏子たちのように、そしてこの学校の無限廊下や無限階段のように、あるいは『血ち塗まみれ看護婦』のように、実際に人間に影響を与える存在が――あるいは現象が実在する。

　物理的実体を持たずに、周囲に物理的な影響を及ぼし得るもの。

　それが、幻象フエノメナだ。

「な、名前はわかったよ……。それで、結局一体何なんだ？　どうして、その幻象フエノメナなんてものがあるんだ？」

「賽さい穏おん寺じ未み嗣つぐくん。では、あなたは人間とは、生命とは何なのか熟知しています？　何故なぜこの世界に命が存在するのかご存じ？」

「え……？」

　唐突すぎる問いかけに虚を突かれる。一瞬の空白の後、考えてみるがわからない。自分が人間であり、生きていることは理解し、実感できても、菫すみれ子この質問には答えられない。

「わたくしたちも同じですわ。自分たちが何者なのかは認識できても、幻象の起源まではわかりません」

　幻象も人間と同様、あるいはそれ以上の長い命を持つ。古い伝説に語られる妖よう怪かい――幻象ならば、数百年を過ごしているものも珍しくない。

　人間と接したり、あるいは幻象同士が交流して情報を集め、お互いの性質や特徴について考察を深めてもいる。ちょうど人間が生物学や医学、あるいは心理学や哲学という学問を生み出したように。

　幻象という名称も、そうした過程でいつしか生まれたものだと菫子は語った。

「もっとも、まだわかっていることなんてほとんどありません。ただ、ひとつだけはっきりしていることがあります。わたくしたちは皆、校内で伝えられる噂うわさ話ばなしになってます。無限階段も、姿のない足音もね。未嗣くん、不自然には思いません？　そういう特別な存在が、全部生徒たちの話題になっているだなんて」

　微笑ほほえみながらこちらの顔をのぞき込む菫子に、未嗣は訳もわからず頷うなずいた。

「理屈よりも現物見せた方が早いって。おーい、金きん次じ郎ろうさん、いる？」

　向き直り、杏あんず子こが虚空に呼びかける。

　何の前触れもなく、二にの宮みや金次郎の像が姿を現した。

　だが、薄い。

　杏子たちは人間と変わらない存在感があり、実際に触れることもできるのに、金次郎はほとんどシルエットしか見えない、うっすらとした霧めいた影でしかなかった。本来が暗いブロンズ色だから辛うじて視認できるが、元々の色が淡ければ多分見えなかっただろう。博物館などで見られるホログラムを連想する。

　思わず腕を伸ばしてみたが、未嗣の手は金次郎の表面をすり抜け、中にまでめりこんだ。立体映像のように抵抗はない。ただ、ちょっと冷たく感じるだけで。

「あの。抜いてくれませんか？　あまり気持ちのいいものでもないんで」

「わぁっ！」

　反射的に手が引っ込む。

　金次郎の映像が喋しやべったのだ。薪たきぎを背負い本を持った姿勢のまま、口くち唇びるを動かして。

「どうも。二宮金次郎です。より正確に言いますと、金次郎の銅像です」

「ど、ど、ど、どうも……っ！」

　がくがくと何度も頭を下げる。

　幻象フエノメナとは言っても、杏あんず子こたちは些さ細さいな違いを別にすれば人間と変わらないし、『足音』は逆にまったく姿がない。

　目に見えて異常な存在に、にこやかに話しかけられるのは初めてだった。

「いやぁ、こうやって中学生と話するのなんて久しぶりだなぁ。昔は、毎晩グラウンドを走っていたんだけど」

　確かにそれも学校怪談の定番だ。深夜に校庭を駆け回るようなアクティブな話ばかりではなく、無限階段のバリエーションで数えるたびに薪たきぎの本数が違うという例も多い。未み嗣つぐがひと頃ころ過ごした小学校にも、両方のエピソードが伝わっていた。

　ただし、鈴りんから教わった祉し河が原わら東ひがし中七不思議の中に金きん次じ郎ろうの話はない。当然だ。この学校には金次郎像が存在していないのだから。

「ここにも昔はあったんだよ、金次郎像。夜中に走るって話も。だけど、二〇年くらい前に花壇の拡張で撤去されてさ。自然とその噂うわさもなくなったわけ」

「まあ。仕方がないとは思うんです、僕は。今時二にの宮みや金次郎って言っても、子供たちには馴染なじみも説得力もないでしょうし。今の子たち、僕がそもそも何で銅像になったのかも知りませんから、ただ得体の知れない不気味な像だと思ってるんですよねぇ」

　温厚な口調で笑いながら、金次郎は頭を掻かいた。

「銅像が撤去されれば、自然と忘れ去られるのは仕方がないことですしね。ですから、まあ、消えるまではおとなしく過ごそうかなぁ、と。僕みたいな時代遅れの存在がいまさら出しゃばって現世に居座ろうとしても無理でしょうし」

「人間が認識するから幻象が生まれるのか、あるいは何かのエネルギーみたいなものが与えられるのか、それはわからないわ。けれど、幻象にとって人間に知られること、記憶されることが不可欠。それだけは確かですの。だから、ある程度の力がある幻象は、人間が都市伝説や怪談で語るものに限られる」

「そんな……」

「あなた、電子を見たことがあります？」

　納得できずに声を上げた未嗣に、菫すみれ子こが更に問いかける。彼が知る科学に反する存在から電子という言葉が出たこと自体が奇妙に思えた。

「あるいは、電子や重力も幻象のひとつかも知れませんわ」

　未嗣には受け入れがたい言葉をさらりと口にする。

　実は「世界」はもっと理解不能で、曖あい昧まいで、混こん沌とんとしたものではないのか。

　しかし人間の心が幻象を生むのなら「重力というもの」の存在を仮定すれば上手うまく説明できるという認識が「重力」の性質を規定したという仮説さえなりたつ。

「で、でも……」

　上手く言葉にできないが、何か原因と結果が入り乱れているような気がする。まるで、自分で自分の尾をくわえて輪になった蛇。あるいは、自らの回転で汲くみ上げた水が落ちる力で回る水車の永久機関。

　世界があるから人間が生まれたはずなのに、人間の認識が世界の在りようを規定する。

「まあ、あくまでも幻象フエノメナという存在の性質を考慮し、現在わかっている科学に組み入れたわたくしなりの仮説にすぎませんわ。幻象についてもすべてが解き明かされたわけではありませんから。ただ、いくつか経験則としてわかっていることがあるだけで」

「あたしらのこの身体からだはかりそめの幻まぼろしみたいなモンさ。だから、傷もすぐ消えるし、血の跡も残らない。忘れられると、全部消えちゃうんだ」

　菫すみれ子こが髪を掻かき上げ、杏あんず子こは右の前腕をぽんぽん叩たたいた。椿つばき子こは、ただ静かにたたずんでいるだけだ。

「忘れられると……消えちゃう……」

　思いがけず、杏子の言葉を繰り返す。

　例えば、金きん次じ郎ろう像が本当に意識を持ち、行動していたからそれを目撃した人が語り継いで怪談になったのか、ただの銅像を題材に人々が怪談話をしたからいつしかそれが本当になって心を持ったのかはわからない。

　だが、銅像が撤去され、人々が像のことを忘れて話題にしなくなれば、自然と金次郎の存在は薄れていく。銅像という物体そのものはどこかの倉庫に保管されていたとしても「夜中に校庭を走る」というエピソードから切り離されればいずれ消滅してしまうのだ。

「学校の七不思議ってのは、あたしらみたいな幻象にとっちゃ居心地がいいんだ。建物がしっかりしてるし、毎年生徒が入れ替わりながら話を受け継いでくれるからね」

「そ、そう言えば、トイレの花子さんって言ってたけど……」

　鈴りんが言っていたことを思い出す。各階の女子トイレに怪談があると。不自然だと思ったが、実際に三人の「花子さん」がいるのなら、それも当然なのか。

「わたしたち、三校、合併したから……」

　椿子がぽつりと口を開いた。

　元々はひとつの学校にひとりずつの「花子さん」だったのだが、統合によってここに集まったのだと、菫子が補足する。

「ま、最初はそれなりに構えたさ。何しろ『学校の七不思議』ってくらいで、定員があるみたいなもんだからね。けどまあ、三人で話し合って、共存することにしたんだ」

「じゃ、じゃあ。ここの学校の七不思議――いや、八番目まで全部、その幻象とかいう形で実在してるのか？」

「八番目？　ああ、そいつだけは違う。確かに定員七つに収まらなかった奴やつもいるけど、八番目があるっていうのは本当にただの噂うわさ話ばなしだよ」

「僕みたいに、本体がなくなって消滅を待つだけの幻象もいるからね。取り壊される校舎に結びついてるなら、新しい学校に引っ越せないし、彼女たちみたいに同じ噂話に三人まとめて潜ひそむっていうやり方もあるし。結局、七つに収まってるんだ」

　杏子の言葉を、金次郎が補った。

　例えば、今回の統合で消えた中学のひとつには初代校長の肖像画があり、通りかかった生徒をにらみつけるという怪談があった。しかし、その絵は統合された東中には持ちこまれず、どこかの倉庫に収蔵されることになった。だから、その絵の幻象フエノメナはここで七不思議になるのを諦あきらめたのだという。

　金きん次じ郎ろうの方は「銅像」というより「学校」という場に縁が深いため、像が撤去され、壊されてしまってもここに残留しているのだとか。消滅までの残りわずかな時間だが。

「僕は元々存在した金次郎像の幽霊みたいなものかな。幻象の幽霊っていうのも、おかしな話だけどね」

「けど、そんな諦めや物わかりがいい奴やつばかりじゃない。忘れられて、消えそうになって、新たな居場所を探す幻象もいる。そして、己おのれの存在を人間の心に焼き付けようとする」

　杏あんず子こが、視線を天井に向ける。さっきナースが消えたあたりへ。

「根拠となる場所や品物を失い、それでも新たな器を求めて彷徨さまよう幻象を、わたくしたちはデラシネと呼んでいます」

「デラシネ？」

　杏子が看護婦との戦いの最中、口にしていた言葉だ。

「異国の言葉で根無し草。故郷喪失者の意味で人間社会でも使われる単語ですわ。あるべき大地から引き離されたもの、故郷を失ったもののこと」

　彷徨う存在。安住の地を持たないもの。

　菫すみれ子この説明は、未み嗣つぐに自分自身の境遇を連想させた。

「公共施設の建て直しや取り壊しが多いと居場所を失ってデラシネ化する幻象が多いんですの。それに行政制度の変更や人口の移動もありますし、外から人と一緒にデラシネが訪れる機会も増えていますのよ」

　菫子が説明する。デラシネは居場所を失っているが故ゆえに、逆に場所に捕らわれずあちこちに現れるとも。

「連中は、自分のことを手っ取り早く印象づけようとするんだ。完全に消え去ってしまう前に、人間の記憶に残って力を得られるようにね」

「だから、最初は、傷つけるだけ。たくさん、怖がってから、殺すの。近ちか頃ごろ噂うわさの、あいつの仕し業わざだったのかって、みんなが、思うように……」

　椿つばき子こは血ち塗まみれ看護婦の再来を警告していたのだ。彼女自身が傷つけ、殺すのだと未嗣は勘違いしてしまったが。

「ど、どうして……僕にそんなことを？」

「言っただろ。手伝ってほしいんだよ」

　へたりこんだままの未嗣に顔を寄せ、杏子は断言した。滑らかな肌、綺き麗れいな顔。そしてやはり、息はかからない。

「ほとんどの幻象ってのはシチュエーションか場所に縛られてるんだ。そこから逸いつ脱だつするのは難しくってね。あたしらだって動けるのは校内がせいぜいで、本当はトイレから離れるのだって疲れるんだ」

　確かに怪談も都市伝説も、特定の場所か状況で発生する。

「トイレの花子さん」は特定の個室か、範囲が広くても校内にしか現れない。金きん次じ郎ろうの銅像はグラウンドを走り回る力があっても学校の敷地からは一歩も出ない。四つん這ばいでバイクを追い越す老婆は一般道ではなく、おおむね高速道路に現れる。

　限定されているからこそ、人は異様な話を信じる。ディテールが確かだから嘘うそではないと感じ、同時に安心するのだ。条件が整わない限り、自分の日常に侵入しないものとして。

「けれども、わたくしたちの存在を理解した上で協力してくれる人間がいれば、その方を一種の中継点にして、遠くまで出向くこともできますの。もちろん、幻象フエノメナには不得手で人間には簡単なこともありますし」

「あたしら自身の存亡にも関かかわるしね」

　人間の側に学校の怪談といえば「七不思議」という思いこみがあるから、すべての幻象が学校に居着けるわけではない。新しい怪談が割りこんでくれば、印象の弱いものは淘とう汰たされ、七つの席からあふれ、忘れ去られる。

　忘れられることは、消えること。

　そこにいた証あかしを失うこと。

「あ……じゃあ、ひょっとして、去年の三学期の変な図形とかも……」

「ああ。どっかから流れてきたデラシネだよ。この学校で事件を起こして、居着こうとしたんだ」

　最初は校内のあちこちに変な図形を残して話題を呼び、生徒たちの不安が高まったところでどこか遠くへ連れ去り、二度と帰さない――黒衣の幻象たちだったと杏あんず子こは告げた。

「あの時は大変でした。三学期の初日、生徒たちが登校する直前を狙ねらわれたせいで、わたくしたちも余裕がなくて……。結局、相手の痕こん跡せきを消すのは間に合わず、本体を校内に誘いこんで倒すので精一杯でしたわ。まあ、生徒が誘ゆう拐かいされる前に決着したのはよかったですけれど」

　この一件だけではない。彼女たちは何度も、祉し河が原わら東ひがし中を狙うデラシネと戦ってきた。だが、今までは外からやってきた相手を迎え撃うつだけという、完全に後手に回ったやり方しかできなかった。『血ち塗まみれ看護婦』のように、校内で騒ぎを起こしては逃げ去るような敵を追跡したりするのは難しいのだ。

　だが、未み嗣つぐの助力が得られればそれが可能になる。それが三人の主張だった。

「だ、だけど……どうして僕なんだよ？　僕、転校してきたばっかりだし、校内のことなら、例えばミリンさんの方が詳しいし……。い、いや。彼女を危険な目に遭わせても構わないとかいうわけじゃないけど……」

「あー、彼女ね。まあ、性格はいいんだけど、異覚アザー・センスがほとんどゼロだからねぇ」

「異覚？」

「わかりやすく言えば、霊感ということになるのかしら？」

　菫すみれ子こが説明を引き継ぐ。

　幻象フエノメナを察知する感覚、それが異覚アザー・センスだ。

　味覚や嗅きゆう覚かくがそうであるように、異覚には個人差が大きい。ソムリエのようにごくわずかな味や香りの違いを弁別する人がいる一方で、甘いと辛いの区別しかできない人もいる。未み嗣つぐの父が、コーヒーの味にこだわらないのと同様に。

　異覚の鈍い鈴りんには、幻象の方が明確な意思を持って見せようとしなければ見えない。

「あんたは異覚が人並み外れて強いんだよ。あたしらが特に何もしてなけりゃ普通の人は気配も感じないし、姿だって見せようとしなけりゃ見えないんだ」

「だ、だって……僕、怪談とか、そういうの信じてないのに……！」

　確かに子供の頃ころから敏感だった。墓場や事故現場で悪寒を覚えたり、転校していった学校で奇妙な経験もした。だからこそ、それをただの錯覚や自然現象だと説明できるよう、本を読んで調べたりもしたのだ。

　恐おそれ、逃げ回るわけにはいかない。自分の意思では学校を選べないのだから。

「信じる信じないと、異覚の強弱はまったく関係ありませんわ。人間、自分が嫌いだったり苦手だったりすることに才能がある場合もあるでしょう？　異覚というのは超能力などではなく、純粋に肉体に備わった生理的機能のひとつでしかありませんわ。ただ、人間が今の科学での調査研究の対象にしていないだけで」

「異覚が鋭い奴やつってのはからかい甲斐がいもあるしな。あたしらの姿もだけど、普通の奴は『足音』がちょっかいかけても気づかないことが多いんだ。中でも、彼女の鈍さは一万人にひとりクラスだけどね」

　杏あんず子こに答えるように、未嗣の傍らで不意に『足音』がタップを踏んだ。

　たたん、たん、たん、たたんたん。

「彼も、わたしたちと、同じ。姿、見えないけど、同じ、幻象なの」

「彼……？」

　たたん――挨あい拶さつのつもりなのか。『足音』がリズムを刻む。音だけであっても、意思も感情もある。それに性別も。

　自分が今まで七不思議の現場で不気味な気配を感じたのも、異覚が強いからということか。逆に極端に鈍い鈴には、未嗣には見えた杏子たちの姿が見えなかったのだ。

「今、不安定なこの街の中で、いろんなデラシネがこの学校を狙ねらってるらしいんだ。自分を印象づけようと生徒を襲ったりな。けど、今のあたしらだけじゃ対抗しきれない。あの看護婦が入ってくるのを防げなかったし、結局逃げられちゃった。そのせいで、また怪け我が人にんまで……」

　悔しそうに杏子が吐き捨てる。

「頼むよ！　あんたが手伝ってくれれば外に出られる。それに、あたしや他の『七不思議』だって異覚が強い人間が協力してくれれば、いつも以上の力が出せるんだ！」

　鈴の怪我を治療した時のことを思い出す。あれは椿つばき子こが本来持っている能力を未嗣が増幅したということか。

「お願い、助けて……」

「鋭敏な異覚アザー・センスがあるし、こうしてわたくしたちの話を聞いて理解する知性があるというのは得え難がたい人材ですわ」

「そ、そんなこと言われても……」

　看護婦と杏あんず子この格闘が脳裏をよぎる。人間を遙はるかに上回る存在同士の戦い。敵は、人を傷つけることを何とも思っていない、危険な刃物の使い手。そんな中で自分に何ができるというのか。

「どうしても嫌だっていうのなら仕方ないんだけどさ。あんた、あたしらに協力しなけりゃ安心ってわけじゃないんだぜ。むしろ、危ない」

　真顔をぐっと近づけ、杏子が言った。

「異覚が鋭いってことは、幻象フエノメナの影響を受けやすいってことだからね。狙ねらわれやすい。血ち塗まみれのナースも、あんたが保健室に顔を出した時に真っ先に狙った。たまたまあたしらがあんたをマークしてたから助かったけれど、毎度毎度そう都合よくいくとは限らない」

「お、脅おどかすのかよ！」

「いーや。単なる事実っていうか、幻象の一般的性質さ。覚えてほしいってことは、敏感で反応しやすい人間がターゲットになるのは当然。人間だって、いたずらとかする時はリアクション大きい奴やつを狙うだろ？」

　小学校四、五年の頃ころだったか。転校した先のクラスを小ずるいボスが仕切っていて、新参者の未み嗣つぐにいろいろ嫌がらせをしてきた。その時、いちばん有効だった対策は、無視しして取り合わないことだった。あくまで冷静に淡々と処理していたら、結局相手が反応の無さに飽きてしまって、目に余るような行為はなくなった。

　それでも最後まで居心地の悪いクラスで、次の学校に移ると決まった時は密ひそかに快かい哉さいを叫んだものだが。

「だ、だったら、僕より異覚とかいうのが鈍い人を選んだ方が安心なんじゃないの？」

　口走ってから気づき、慌てて付け足す。

「い、いや。他の誰だれかを犠牲にしていいってことじゃないよ。そうじゃないけど、適材適所っていうんならさ。僕よりもいい人がいるんじゃないか？　運動神経がいいとか、度胸があるとかさ。……その、それでも……いいことじゃないと思うけど……」

　どんどん声が小さくなる。

　異覚が鈍い人が適任なら、鈴りんが選ばれる。この恐おそろしい戦いから自分が逃れたい一心で彼女を――あるいは他の誰かを代わりに差し出すのは、未嗣の本意ではなかった。

「異覚が鈍いのは、幻象の脅威に無警戒ということでもありますわ。喩たとえるなら、あなたはライトを持ち反射材付きの服を着て、夜中の車道をうろついているようなもの。自分でも周囲を照らせるでしょうけど、目立つというのは諸もろ刃はの剣。歩行者を轢ひき殺したいと思っている暴走ドライバーがいたら、むしろ格好の的になってしまいますわ。それに比べて、吉よし住ずみ鈴りん。彼女などは目隠し耳栓をして、車道の真ん中で踊っているにも等しいですわね。自分がどれだけ危険な状態にあるか、それを認識することさえできない」

　栗くり色いろの髪をかき上げながら、菫すみれ子こが説明する。

「それに、さっきの杏あんず子こを見たでしょう？　幻象フエノメナどうしの戦いにおいては、人間の身体能力でできることなんてたかがしれていますわ。それなら、多少の運動神経よりも異覚アザー・センスが敏感な方で知的能力に優れている方がよほど役に立ちます」

「知的能力って……」

　自分がそんなに優れているつもりはない。確かに、転校先で困らないように予習復習は充分にするようにしているが、決してテストの成績そのものがずば抜けているというわけではないのだ。

「怪談の類たぐいをあっさりと信じこまず、真実を追究しようとすること。自分が信じているセオリーを超えた事象に出会った際に、より柔軟に理解しようとしたこと。いずれも充分な見どころですわ」

「お願い、あなたが、いちばん、いいの。この学校の、ために……」

　菫子が指を突きつけ、椿つばき子こはうつむいて潤んだ上目遣いで見つめてくる。

「で、でも……。ほら、この学校のことって言っても、僕は転校生だし……」

「転校生でも、今はここの一員だろ！」

　思わず口にしてしまった言葉を後悔するよりも早く、杏あんず子こが未み嗣つぐを叱しかる。

　そうだ。いくら怖くても、これは言ってはいけない言葉だった。

「……わかったよ」

　意を決して、未嗣は頷うなずく。

「ありがとう。やってくれるんだな！」

　一瞬前までの厳しい表情を緩ゆるめて、杏子が未嗣の手を取る。命を感じさせない冷たい手だったが、不思議と不愉快には感じなかった。

「だ、だけど、とりあえず、だからね。僕も、ミリンさんも助けてもらったし……」

　放ほうっておけば、あの看護婦はまた校内の人間を狙ねらうのだろう。それをくい止めるために自分にできることがあるのなら、手を貸すべきだ。

　どんなに、恐おそろしくても。

　この話を断ったところで、幻象の脅威から逃れられるわけでもないし、自分が断ったせいで誰だれか他の人間に責任がかかるのも嫌だ。

「んじゃ、改めて自己紹介な。あたし、杏子。さっき見ての通り、身体からだを動かすのは得意なんだ。頼りにしていいぜ」

「わたくしは菫子。幻象の性質や分類、機能についていろいろと調べていますわ」

　杏子が右手を差し出す。菫子の方は恭うやうやしく、スカートの端はしをつまんで一礼する。

「椿子……」

　だが、椿子だけは杏子の後ろに隠れるようにうつむいて小さく名乗っただけだ。

「ごめんなさい。わたくしたちもだけど、椿つばき子こは男子に慣れていませんの。ずっと女子トイレにいましたから」

「彼女の能力は経験済みだったね。怪我けがや病気を癒いやせるんだ」

　もじもじする本人に代わって菫すみれ子こと杏あんず子こが説明すると、椿子が恥ずかしげに会え釈しやくした。

「それと『足音』ももう紹介したね。こいつは尾行が得意。そのへんは怪談の通り」

　たたん、たん、たたん。

　挨あい拶さつ代わりのタップが響く。幻象フエノメナの存在を受け入れたからか。姿は見えないが、気配のようなものは今までよりもはっきりと感じられる。

「それと、彼女も」

　菫子が指さした体育館隅すみの大鏡には、朱色の影が浮かんでいた。長い髪のシルエットが、震えるような手つきで手招きしている。

「え……っ」

　昨日の感触を思い出し、思わず未み嗣つぐは喉のど元もとに触れた。

　窓に映った未嗣自身の姿に、重なるようにして朱色の影がしなだれかかり、細い指が首筋の位置に重なる。

　息が苦しい。気管に圧力がかかる。ぜえぜえと途切れとぎれの呼気だけが口からこぼれ、体温が急激に下がっていく。

「おいっ！」

　杏子が鋭く叱しつ責せきすると、影の手は未嗣の喉から離れた。

　不意に、楽になる。

　うつむき、咳せきこみながら首から胸をさする。自分が吐き出す息が妙に冷たかった。

「聞いたでしょう？　彼は、仲間よ。わたしたちを、助けてくれるのよ」

　椿子に注意されて、鏡の中のシルエットは大げさに肩をすくめてみせた。彼女は言葉が話せないらしい。

「悪ぃな。こいつは、あたしらと違って殺したり傷つけたりするのが専門でね」

　困ったような顔で、杏子が未嗣の背中を撫なでた。

「ど、どうして、そんな奴やつまで……」

　確かに杏子たちとは会話もできる。意思を交わして、協調することも可能だ。

　だが、同じ七不思議――幻象とはいえ、こんな凶暴で恐おそろしい相手とまで、仲間になれるのだろうか。引き受けてしまったことを後悔する。

「七不思議の中では、彼女がいちばんの古株で、いちばん力が強いの。まあ、普通なら頭からつま先まで全身が映っていないと相手に影響を及ぼせないのですけれど、未嗣くんは異覚アザー・センスが強いので、敏感に反応してしまうんですのね」

　生徒たちが噂うわさする通り『鏡の中の死神』とだけ彼女は呼ばれている。人間めいた名前で呼ばれるのは好まないのだとか。

　条件さえ整えば人間やその他の生き物だろうと、幻象だろうと鏡の中に引きずりこんで殺すのが彼女の能力だ。

　同時に、存在する理由でもある。

　杏あんず子こたちが女子トイレからあまり離れられないのと同様、「彼女」は殺し、傷つけ、恐怖をもたらさずにはいられない。今は杏子たちとの協定によって時々生徒を脅おどすだけで、後は鏡に映った虫やネズミなどを殺しているそうだ。

「後は、さっきも言ったとおり校内に入りこんできた敵対的な幻象フエノメナが標的かな」

　杏子が説明すると『死神』はどこからかハイヒールを出した。もちろん、実体はない。ガラスに映っただけの映像だ。材質は黒いエナメルだろう。それに、奇妙な図形が青いラインで描かれている。

　校内に侵入したデラシネを『死神』が倒した戦利品ということか。その時に落としたもう片方が何かの弾はずみで現実世界に留とどまり、生徒たちが見つけて話題になったのだ。

「で、でも……それじゃ他の生徒が何かの間違いで全身映ったら……」

「大丈夫。ちょっとその鏡で試してみな。彼女は手を出さないからさ」

　杏子に背中を叩たたかれ、恐るおそる距離を調整する。

　鏡は大きい。縦の長辺が二メートル近くあるだろうか。だが、近づいても遠ざかってみても、全身をくまなく映すことはできない。遠ざかってみても頭上の余白が広がるだけだ。下辺が完全に床に接せず一〇センチほど離れているため、飛び上がるか台に乗るかでもしない限り、足下は鏡に収まらないのである。



    

  
    
      



    

  
    
      「普通にやってたらうっかり全身が入ることなんてないよ。それに、万が一映っても一応彼女がその気にならない限り、偶然向こうに行っちゃうなんてことはありえないから」

「向こう」と呼んだ鏡の中がどうなっているのかは、杏あんず子こや菫すみれ子こも知らない。ただ『鏡の中の死神』に連れ去られたものは生物であれ幻象フエノメナであれ戻ってきた例がないと教えられた。

「幻象が生き残るってのも、結構微妙なバランスでね。あまりにも洒しや落れにならない被害を出し続けると原因が徹底糾きゆう明めいされて、本当は解決なんかしてないのにただの錯覚とか、適当な科学的説明つけられたりね。こいつだって、生徒が不安がるからとか何とか言われて校内の大鏡を全部撤去されたらいずれ消えちゃうから、驚かすくらいが丁度いいのさ」

「え？　じゃあ、僕が前の学校でやったのは……」

　もしもあの学校の『足音』にも幻象が伴っていたとしたら、それを「解明」した自分の行為は、その存在を危うくし、寿命を縮めてしまったのかも知れない。

「その程度なら、多分大丈夫ですわ」

　不安に駆られた未み嗣つぐを安心させるように、菫子が微笑ほほえんだ。

　本当に幻象がいたのなら、ただ未嗣が行った実験程度で簡単には消えない。仮に「完全に解明」されたとしても、オカルトや怪談が好きな他の生徒がうまく語り継いでくれるし、「こんな風に説明できることだけど、やっぱり奇妙な出来事」として新たな伝説として環境に適応できる。

　挨拶あいさつのつもりだろうか。ガラスに映った朱色の影が開いた手をゆっくりと振る。一応、彼女も未嗣の仲間ということになった。受け入れた以上、とりあえずは納得するしかない。

「ちょっとコミュニケーションが過激だけど、許してやってくれよ。こいつは『こういう存在』だからさ。人間とは違って、あたしたちは何もかも自分の意思で決めるってわけにはいかないんだ」

「あ、ああ……わかったからいいよ。僕や、他のみんなを本気で襲ったりするわけじゃなんだったらさ」

　人間だって、万事に己おのれの意思が通るわけではない。未嗣が転校を繰り返しているのも、彼が望んだことではない。

「フリーのガーデンデザイナーの息子で、まだ生活力のない中学生」という事実によって定められた「性質」のようなものだ。

　逃れられない特性が自分につきまとうのなら、受け入れ、折り合いをつけて、その中で自分ができること、やりたいことを見つけていくしかない。

「まあ、他にもいろいろいますけれど、特定の教室から離れられない幻象もいますし、いっぺんに話しても混乱するでしょうしね」

　菫子がさっと腕を振って合図すると、ガラスの中の影が消える。もう気配も感じない。

「ま、とりあえずあのナースのこと、調べてくれよ。あたしらじゃわかんないことも多いから。何かわかったら訪ねてきてくれよな。それと鈴りんは保健室で寝てるから、起こして適当に説明しておいてくれよな」

　杏あんず子こが未み嗣つぐの手をつかみ、引き起こす。握った手て応ごたえが弱まり、姿が薄れていく。

「あ、あの……！」

「ん？　何？」

　オレンジ色の光の中、にじみかけた杏子が立ち止まる。

「ありがとう、助けてくれて」

「いいって。同じ学校の仲間だからね。守るのは当然」

　笑いながら、杏子は自分の腕を軽く叩たたいた。さっきの傷口は完全に消えている。

　杏子たちが去っていった後、体育館に残された未嗣は右手を見下ろす。暖かくも冷たくもない、しかし確かな、自分の命を守ってくれた腕の感触が残っている。

「ミリンさん、起こしに行かなきゃな……」

　校舎に向かって歩き出し、未嗣はふとあることに気づいた。

　訪ねて来いと言われたが、彼女たちの住すみ処かは女子トイレだということに。



    

  
    
      


第三章　居場所を求めて





「ちょっと惜しかったかなー。ほら、あたしってば今までそういう体験って全然縁がなかったからさ。やっと本物に遭そう遇ぐうできたのかなって思ったら、コレでしょ？」

　屈くつ託たくなく笑いながら、鈴りんは自分の頬ほおをなぞった。

　昨日、杏あんず子こたちと別れた後で保健室に行き、ベッドに寝ている鈴を背負い教室に戻った。

　小さい割には重く感じたけれど、多分、意識のない状態で運んでいたからだろう。だいたい、未み嗣つぐは女の子の標準的な体重なんて知らない。

　血の付いたシーツや枕まくらは気になったが、どうしようもないのでその場に残しておいたが、特に騒ぎにもならなかった。多分、杏子たちがこっそり処理したのだろう。

　教室に戻って目が覚めた後、切られたはずなのに傷きず痕あとが残っていなかったため、彼女は昨日の出来事を全部気のせいだと判断していた。

「で、あたしが保健室で倒れていたのを未嗣くんが見つけて、教室に連れてきてくれたんだよね？」

「う、うん」

　返答の声が上うわ擦ずる。

　身体からだをまるごと預けられたせいか、後ろから組みつかれた時よりも胸の密着感は強かったし、支えた脚あしの感触も手に残っている。多分、顔が真っ赤だったから、校内に残っている人が少なくて途中で誰だれにも会わなかったのは幸運だった。

「おかしいなぁ」

　首を傾かしげながら、鈴りんは眼鏡めがねを外して目のすぐ下から頬ほおを通って、顎あごのあたりまでをなぞった。昨日、傷がついていた位置だ。

　内心で安あん堵どする。どうやら鈴が話題にしたいのは、未み嗣つぐが思い浮かべたのとは違うことらしい。

「どこも怪我けがしてなかったのは確かなんだけど、制服に血が付いてたんだよね？　あれ、何だったんだろ？」

　首を傾げながら、眼鏡を戻す。

「は、鼻血だよ。多分。きっと城しろ山やまの件が心の片隅かたすみに引っかかっていて、鏡に映った影か、遠くの物音か、何かでスイッチが入っちゃって気絶して、転んだ拍ひよう子しにどっかぶつけて鼻から血が出たんだけど、僕が駆けつけた時にはもう止まってた……んじゃないかな？」

「あー。鼻血かぁ。それなら納得。だけど、ちょっと恥ずかしいなぁ。鼻血出してるとこ見られちゃうなんて、女の子としてはあまり嬉うれしくないぞ」

　眼鏡をかけ直し、鈴は鼻の頭をさすった。

　とっさにでっち上げた説明で簡単に納得してくれたのは、未嗣にとってもありがたい。

　杏あんず子こたちの説明の通り、『血ち塗まみれの看護婦』がこの学校を狙ねらっているのなら、極力噂うわさが広まらないようにするべきだ。

　人に忘れられると消える、認識されると定着するという幻象フエノメナの一般的性質からすると、今まで鈴に頼んで正体を探ろうとしたこと自体があの看護婦を校内に呼びこむ力になりかねない。話題に上り、皆が怖おそれれば、それだけ奴やつが危険な行動に出るのが早まるのだから。

『血塗れ看護婦』を本気で怖がっている者は多くないようだが、雑談のネタとしてはいまだに口の端はに上っている。のんびりと構えてはいられない。

　朝のＨＲでは昨日作ったクジで球技大会のチーム分けをして、後は普通に授業が進む。部活や委員会で放課後居残りするのも、明日からは普通に解禁になるらしい。警戒は続けるが、手がかりが何もなく、犯人の行動も予測できない以上、生徒たちに余計な緊張を強いるのは好ましくないと判断されたのだろう。

「未嗣ー。お前もテニスだろ？　得意か？」

　ラケットと黄色いボールが描かかれた紙片を振りながら、城しろ山やまが話しかけてきた。

「体育とか、遊びでちょっとやったくらいだよ。でも、バスケやバレーよりはまだ何とかなるかな。僕、身長がこれだし」

「テニス班は運動部員少ないよね。一回戦で負けかなぁ」

「それじゃ面白くないじゃん」

　自然と、テニスのクジを引いたクラスメイトが集まっていた。

「練習するって言っても、グラウンドとかは運動部で塞ふさがっちゃってるしなあ。一度くらいはちゃんと試合形式で身体馴からだならしておきたいけど」

「ウチの近所に安い貸しコートあるよ。結構空すいてるし、予約入れておこうか？」

「オレ、混合ダブルスな」

「駄ー目っ。それだったら城しろちん、相手に見とれて絶対負けるもん」

　テニス組だけではない。いつの間にか各競技ごとにグループができて、ポジションの割り当てや練習のスケジュールなどに話を弾はずませている。

「ね。クジ作ってよかったじゃない」

　打ち合わせを済ませた未み嗣つぐのところに鈴りんがやってきて肩を叩たたいた。

「うん……そうだね」

　昨日、鈴に言われたことをすぐ実践できるわけではない。思うままの自分を素直に外には出せない。けれど、少しずつでもちゃんとクラスに馴染なじんでいけたらいいと思う。

　次の転校までに間に合うかどうかわからないけど。

「ミリンさんは、種目何だったの」

「バスケ」

　鈴が見せた紙片には、昨日未嗣が描いた茶色いボールのイラストがあった。

「……何だか、いちばん似合わないような気がする」

「まー、背が足りない分は気合いでカバーしますって」

　苦笑する未嗣に、鈴はガッツポーズを見せた。

　このクラスに、学校に危険が迫っている。知っている人間は自分だけ、普通の人には対抗手段はない――そのことを思い出し、未嗣は口元を引き締めて周囲を見回した。他のクラスメイトがそれぞれの話題に散っていくのを待って、小声で鈴に話しかける。

「ごめん。またちょっと手伝ってほしいことがあるんだけど。先週くらいから城しろ山やまくんの他に保健室利用した人で、何か変なもの見た人とかいないか、調べてみてくれないかな？」

　杏あんず子こたちとの約束もあり、血ち塗まみれ看護婦の手がかりを探らなければならない。話題を広めたり、鈴を巻きこんだりするのは不本意だが、無為に見ているわけにはいかないし、新参者の自分ひとりではできることに限界がある。

「おっ。ゴーストハンター再開ね。わかった。記録とか、簡単には見られないから全部は無理かも知れないけど、聞いてわかる分は」

　怪談や都市伝説――幻象フエノメナには一定の因果関係が存在することが多い。だとしたら、血塗れの看護婦が自分と城山、鈴の三人だけを狙ねらったのには何か意味があるかも知れない。

　そのシステムが判明すれば、正体を探ることも対策を練ることもできる。自分では無理だとしても、菫すみれ子こに話せば何とかなるだろう。

「ありがとう。頼むよ」

「その代わり今日の放課後、つきあってくれる？」

「え？　まあ、いいけど……。特に急用がなければ」

「オッケー。契約成立ね。じゃあ、あんまり早くてもまずいから、五時頃ごろにここで」

　そんな会話をしているうちに授業が始まった。鈴りんは休み時間のたびにどこかへ出かけている。さっそく未み嗣つぐが頼んだ情報を集めているのだろう。彼女のこういう行動の素早さは、ことに及んで慎重すぎる自分には羨うらやましいし、ありがたい。

　昼休みが終わる間際には、鈴はもうデータを集めてきてくれた。

「休み時間や放課後の利用者は全部把は握あくできないんで、完全じゃないけどね。授業中に抜けてったなら誰だれでも知ってるし、同じ時間帯に保健室にいた人とかからも話聞けるから」

　クラスと名前、保健室を利用した理由と時間帯など、細かく指示したわけではないが、未嗣が知りたかった情報はひと通りメモに記されていた。

　急な腹痛、体育で足を捻ひねった、発熱と頭痛。中にはそのまま早退した生徒もいる。リストには、ちゃんと城しろ山やまや鈴本人の名前も書いてあった。

「理由、寝不足だから仮病……ねえ」

「だって事実じゃない。たまたま保健の先生が納得したからいいけど、普通なら怒られてるって。まあ、これもあたしたち直接城しろちんから聞いたからわかるけど、そうでなかったら普通に頭痛扱いかな？」

　鈴の笑い声が、未嗣の意識の片かた隅すみを刺激した。思わず、鈴の手を取る。

「えっ？　ちょ、ちょっと？　何、急に？」

「あ、ごめん。手の怪我けがは、もういいの？」

「平気平気。やっぱり未嗣くんって大胆だよねー。そういえば、例の杏あんず子こさんとか、あっちの方はいいわけ」

「べ、別に……気にしないことにしたんだ」

　うっかり女の子の手を握ってしまったのが恥ずかしく、すぐに放したがちゃんと確かめるべきことは確かめた。

　昨日カッターで切ったところには、もう傷テープの一枚さえ貼はられていない。頬ほおの傷は鈴が知らないうちに椿つばき子こが治療したが、指の方には何もしていなかったはずだ。

「元々カッターの刃先で刺した傷だから小さくて、特に押さえておく必要もないよ、もう。傷テープ切らしてなかったら保健室に行く必要もなかったよね、あれ」

「わっ！　ちょ、ちょっと！　止やめてってば！」

「いきなり手を握ったりする割には、案外純情ではないかね、未嗣くん。あははっ！」

　恥ずかしがって身をよじる反応を面白がり、鈴は何度も何度も未嗣を人差し指で突っついてくる。

　攻撃が収まって、ようやくもう一度リストを見る余裕ができた。

　ひとりきりで保健室にいたのは城山や鈴だけではない。だが、他は全員きちんとした手当てや休養が必要な怪我や病気だった。このメモが正しければ、仮病やごく軽い傷だけで利用したのは城しろ山やまと鈴りんのふたりだけ。未み嗣つぐ自身も、体調が悪いとかではなく好奇心で覗のぞいただけだ。

「ミリンさん。昨日、例のナース見た時のこと、もう一度詳しく教えてくれないかな？」

「え？　でも、あれって勘違いか錯覚なんでしょ？　実際、怪我けがもしてないし」

　きょとんとした顔で、頬ほおを撫なでる。

「いいから！　だから、ほら……ミリンさんが自覚していないけれど何か元になる話とか聞いたことがあって、その記憶が反映されてるかも知れないだろ」

「それもそうだね……えーと」

　昨日、助けた直後にも聞いた話をもう一度繰り返してもらう。

「保健室に行った時、誰だれもいなかったんだよ。声かけても返事なかったし。ベッドも空で。それで、傷テープ一枚くらいなら勝手に貰もらってもいいかなーって思って、あたりを見回していたら、急にカーテンが揺れて。あ、カーテンっていっても窓にかかってるのじゃなくて、ベッドの回りを囲むようについてるあっちね」

　身振りを交えながら鈴は説明する。

　最初は風かと思った。次に、保健医の先生がいたのに気づかなかったのかとも。

『あ、ごめんなさい。ちょっと指切っちゃって。大した怪我じゃないんですけど』

　そう答えて振り返った鈴の目に映ったのは、赤い斑まだらに汚れた白衣の人影。

　包帯の隙すき間まから覗いた片目と口くち唇びるが、いきなり笑った。

「切られたーって思ったのと、悲鳴上げちゃったのは同時かな？　あ、切られたのが勘違いなんだから同時も何もないか。とにかくびっくりしちゃって。城ちんの話聞いてたからだね、きっと。それで気がついたらベッドに倒れてて。後は、未嗣くんも知ってる通り」

「うん」

　頷うなずきながら、未嗣は考える。

『血塗れ看護婦』の行動を引き起こすトリガーは、仮病や軽い怪我なのではないだろうか。

「何かそういう怪談とかないのかな？　仮病の人だけを襲う怪しい看護婦とか」

「はーい。ちゃんとそれも調べてきました」

　自慢げに、鈴がメモ帳を振り回す。

「……さ、さすがだね……」

「ま、実は単にラッキーだったってことなんだけどね。保健室を利用した人に訊きいてまわってたら、たまたま思い出して教えてくれた人がいたの」





　チャイムが鳴り、午後の授業が始まったが、鈴は教師の目を盗んで小声で報告を続ける。

　情報のソースは三年男子。たまたま彼も小学校の頃ころに市民病院に入院経験があり、その時に耳にした噂うわさ話ばなしだ。

「その時に一五年前以上の出来事だって言われてたそうだから、今からだと二〇年以上昔になるのかな」

　声を潜ひそめ、鈴りんは語りだした。

　ある夜、市民病院に若い新米の医者がひとりで当直していた。初めての当直勤務だった。

　真夜中に夜間受付のドアを叩たたく者がいた。緊張しながら彼が出てみると、小学生くらいの子供を連れた母親だった。子供が急に熱を出したという。調べてみると軽い風邪かぜだ。不安がる母親に病状を説明して注射を打って帰す。

　すぐ次の患者が現れた。中年のサラリーマンで、酔って転んだらしく額を切っていた。アルコールが入っている上に顔の傷だから出血は激しいが、大したことのない浅い傷。これも簡単に治療をする。ただ屋根とベッドとを求めて、病気のふりをしたホームレスの老人もやってきた。

　不慣れな新米医師がようやく一息ついた時、交通事故の急患が運ばれてきた。危き篤とく状態の若い娘だった。だが、彼は手術を失敗し、少女を死なせてしまう。それまでの患者の応対で、不慣れな彼は心身ともに疲れてしまっていたのだ。

　責任を感じた医師はノイローゼになった。症状が軽いのに病院を訪れる患者を憎むようになり、注射薬に毒を混ぜようとしたり、メスで斬きりかかったりもした。

　だが、病院側は外聞をはばかって警察沙汰ざたにはせず、地下の霊安室に監禁した。だが、それでもその医師は時々地下室を抜け出しては、大した症状でもないのに病院に来る者に今も時折罰を下している――という噂うわさ話ばなし。

「確かに似ているね」

　仮病や、軽い怪我けがの人間を襲うという最大の特徴は共通している。だが、医師とナースという違いは大きい。

　杏あんず子こは言っていた。幻象フエノメナは生まれ持った性質に縛られると。だとしたら、医者が看護婦に変わるということがあるだろうか。

　それに、あまりにもリアリティがない。大きな病院で当直がひとりだけというのも考えにくいし、交通事故の患者が運びこまれたなら他の医師の手助けが当然あるだろう。病院側がスキャンダルを怖おそれたとしても霊安室に閉じこめるなどというのは考えられない。

　定着せず、噂としても広まらなかったのもうなずける話だ。

「どうする？　他の人も似たような話知ってるか調べてみようか？　中には医者じゃなくて看護婦になってるバリエーションがあるかも知れないし」

「ありがたいけど、あまり大げさにしないでよ。もともと、ただの勘違いかも知れないことを僕の興味だけで調べてるんだし。もし、誰だれかが怪談に便乗して騒ぎを起こしてるなら、下手に騒ぐとそいつを調子づかせるだけだよ」

　杏子たちに頼まれたことというのは、考えてみると案外難しい。情報収集となるとどうしても文献以上に直接人に話を聞くことが増えてしまうからだ。何かひっかかる話がないか訊たずねてまわり、しかもそこでの話題が印象に残ったり拡散したりしないようにしなければならないというのはジレンマになる。





　午後の最後の授業は担任の英語だった。伊い月つき先生が長文を板書している隙すきを見て城しろ山やまが後ろを向き、未み嗣つぐに囁ささやきかける。

「な、球技大会の練習だけどさ……」

「うん……え？」

　答えた未嗣は、城山の肩越しに美み由ゆが机に伏せるのを見た。

「小お椋ぐらさん？　どうしたの？」

　伊月先生がすぐに駆け寄り、美由を助け起こす。

「……あの……ちょっと、具合が……」

「顔が青いじゃない！　どうして保健室にいかないの？」

「だって……怖くて……」

　美由の小声が、教室にざわめきを起こす。

　彼女は城山の一件で、保健室に行くのを恐おそれていたのだ。あるいは自分が鈴りんを通じて変なことを尋たずねたのも原因かも知れない。未嗣は口くち唇びるを噛かんだ。

「皆さん、自習していてくださいっ！」

　伊月先生は鋭い声で告げ、美由に肩を貸したまま部屋を出ていく。

「そっか。他のみんなは、本当に具合が悪いときは安心だって知らないんだもんね」

　閉まりきらないドアを見ながら、鈴が呟つぶやく。

「どうしよ。みんなに言っちゃった方がいいのかな？　仮病やかすり傷じゃなくて、本当の病気なら保健室に行ってもいいって。でも、それって未嗣くんがそう思っただけで、本当にいたずらの犯人が決めたルールかどうかはわかんないんだもんね。どうしよっか？」

「とりあえず黙っていようよ。曖あい昧まいな話を広めてかえって混乱とかさせてもまずいし」

　未嗣がごまかした言葉に、鈴は無言で頷うなずいた。

　このままではまずい。『血ち塗まみれ看護婦』が直接姿を見せなくても、こうして被害は広がっていく。早く正体を探り、対策を立てなければ。

　帰りのＨＲは定刻から一五分ほど待たされた後、伊月先生が戻ってきてから始められた。

「いいですか、皆さん。保健室に変な人が出るという噂うわさがありますが、変に騒いだり、気にしたりしないようにしてください」

　ざわ……ざわ……。

　囁き声が教室に広がる。

「保健医の先生以外に、わたしたちが交代で保健室に入って、できるだけ部屋を空けないようにします。それに捜査も続いているんですから」

「犯人」の実在さえ疑わしく、打つ手がないから大事おおごとになっていないだけで、警察沙汰ざたになるほどの傷害事件だ。

　解決していないのに鎮まった不安は、氷の薄膜に覆われた水面のようなものだ。外からでも内側からでも、ほんの強い刺激があれば砕けて鋭くささくれ立つ。

　だが、ざわめく空気の中で未み嗣つぐだけは胸を撫なで下ろしていた。

　今まで『ナース』に襲われたり、目撃したという話は、すべてひとりきりの時だ。仮病やかすり傷で、ひとりだけで保健室にいる。今のところ、実際に襲われたのはこの条件に合致したものだけ。すべてを解明したわけではないので楽観視はできないが、当座の被害は食い止められるかも知れない。

　だが、相手は人外の幻象フエノメナだ。人間相手の対策がいつまで有効かはわからない。それを知っているのは、未嗣だけ。

　杏あんず子こたちと協力して根本的な解決を図る必要がある。

　ＨＲが終わった。

　鈴りんが調べてくれたことを杏子たちに伝えたいし、自分でも情報を集めておいた方がいい。怪談実話集の類たぐいが学校の図書室に揃そろってるのは見込みが薄いから、書店か。その前に一応市立図書館とかも探してみよう。

　考えごとをしながら歩いているうちに、いつの間にか保健室の前にたどり着いていた。

　今、自分は何の怪我けがもしていない。この状態で保健室を訪ねたら、血ち塗まみれのナースが現れるかも知れない。手がかりが、つかめる。

　背筋を氷が滑り落ちるような緊張を感じながら、そっとドアを開ける。

「あら、どうしたの？」

　保健医の先生が、膝ひざをすりむいた陸上部員の手当てをしていた。

「い、いえ。ちょっと人を捜してて。いないみたいですね。失礼しましたっ！」

　慌てて保健室から離れる。

　とりあえず今は安心だ。『血塗れ看護婦』は衆人環視の時は現れない。

　都市伝説に現れる怪しい存在はほとんど物証を残さないし、同時に複数の目撃者に確認されることも少ない。昔の怪談ならいざ知らず、今は下手な証拠を残せば存在が究明され、場合によっては否定されてしまう。時代に適応して変化したのか。それとも証拠を残すような幻象は淘とう汰たされてしまったのか。

　だからこそ椿つばき子こが語ったように、何度も予兆を見せつけてから決定的な事件を起こすのだろう。誰だれも見ていないままに殺して死体が残っても、それは単なる理不尽で不可解な変死でしかなく、『血塗れ看護婦』の仕し業わざとは見なされない。噂うわさにならず、記憶に残らず、学園に根付くという目的も果たされない。

　思わず保健室に入ってしまったが、よく考えてみれば自分ひとりで遭そう遇ぐうしても打つ手がないのだ。

　躊ちゆう躇ちよなく鋭い刃物を使い、体育館の天井を這はい回り、手足や首の関節があり得ない角度に曲がるような相手だ。

　運動が苦手な中学生がどうにかできる存在ではない。

「やっぱり、まず『花子さん』たちに相談とか報告とかするべきだろうな……」

　未み嗣つぐは周囲の様子をうかがいながら、廊下を歩き回る。

　彼女たちのねぐら――と言っていいのか――として教えられた三か所は、どれも普通教室の近くにある、利用者の多いトイレだ。

　居残りが制限されていた分を埋め合わそうというのか、それとも他のクラスでも球技大会に向けての練習や打ち合わせが始まったのか、残っている生徒の姿は多い。しばらく行ったり来たりで時間を潰つぶしていたが、なかなか人が途切れるタイミングは来なかった。

　さすがに他人が見ている中、女子トイレの様子をうかがうわけにはいかない。いや、誰だれもいなくたって恥ずかしいし、抵抗があるが。

「困ったな……」

　もっと時間が過ぎて、ほとんどの生徒が帰ってからにしようか。そうすれば『血ち塗まみれナース』とも遭そう遇ぐうしやすいわけだし。

「何してんだよ、あんた？」

「わっ！」

　不意に、後ろから声をかけられて未嗣は飛び上がった。

　杏あんず子こだ。いつの間にか廊下を歩く人が途切れていて、その隙すきをついて姿を見せたのだ。

「昨日の今日だけどさ、何かわかった？」

「う、うん……。少しだけだけど……」

　いきなりでびっくりはしたが、向こうから現れてくれたのはありがたい。少なくとも女子トイレの中に入っていく必要がないのは助かった。

「人が来たらちょっとまずいかな。あたしも見られたくないし。ね。屋上行こうよ？」

「え？　でも、屋上って封鎖されてるんじゃ……危ないからって」

　何か事件や事故があったわけではないが生徒は立入禁止だと、鈴りんから教えてもらった。しっかりと施錠封鎖されているはずだ。

「そんなのは、人間の都合。この校舎建ったばっかりの頃ころは自由に行けたんだよ」

　杏子は未嗣の手を引き、弾はずむ足取りで廊下を歩いていく。東棟の三階は視聴覚室など、普段は鍵かぎがかかっている特別教室が多く、生徒の姿は少ない。いちばん端はしの階段は、さらに上に続いている。

「え、ちょ、ちょっと！」

　未嗣のとまどいをよそに、杏子は階段を上っていく。突き当たり、観かん音のん開びらきの鉄のドアには大きなダイヤルロックがかかっていた。

　すっ、と息を吸い、杏子は鍵に触れた。四つのダイヤルが勝手にかちかちと回りだし、やがて同時に止まった。ピンと音がしてロックが外れた。

「あたしひとりなら鍵なんか開けなくても、ドアをすり抜けられるんだけどね。人間が一緒だとそうもいかないからさ」

　笑いながら、杏子は両手でドアを開けた。

　風が、杏子の髪をなびかせ、未嗣の顔を打つ。

「さあ、来なよ！」

　風に目を細めているうちに、強引に手を引っ張られる。靴の裏の感触が変わる。滑らかなリノリウムの階段から、硬くざらついたコンクリートに。

「わぁ……」

　瞼まぶたを開き、未み嗣つぐは思わず声を上げる。

　昔からの住宅街に建っている古い学校だから、周囲に大きな建物はない。街を見渡す広々とした夕景が眼前に広がっていた。

「いい景色だろ？　あたし、ここからの風景が好きなんだ。外がよく見えるし、立入禁止だから人間に見つかる心配もあまりないしね」

　金網に手をかけ、杏あんず子こが微笑ほほえむ。夕ゆう陽ひを受けてオレンジ色に染まった彼女の顔は、まるで上気しているようだ。生きているとしか見えない。

　鈴りんのメモにあった屋上の人影というのは、こうして外を見ている杏子の姿が目撃されたものか。ただ、それらしいエピソードが伴わないため七不思議にならず、単なる見間違いやせいぜいがちょっと気になる噂うわさ話ばなしレベルで留とまっているのだろう。

「そう言えば、他のふたりは？」

「いつでも一緒ってわけじゃないよ。菫すみれ子こと椿つばき子こ、それに『足音』は例の『看護婦』の手がかりがないか、ちょっと調べに行ってる。街にいる他の幻象フエノメナとかに話聞いてるんじゃないかな？」

「え？　でも、学校から離れられないって……」

　同じ「祉し河が原わら東ひがし中七不思議」でも『足音』などは、未嗣の協力がなくてもある程度学校から離れることができる。しかも「べとべとさん」の伝承の通り、同じ性質を持ついわば同族とも言うべき幻象も多い。そのネットワークを通じて情報収集を始めていると、杏子は教えてくれた。

「それでも、あんたが手伝ってくれるのとくれないのとじゃ大違いだよ。協力する人間がいるってことは、言ってみれば外に向けての通路が開かれたみたいなもんだからさ。あたしとか『鏡』とかは場所との縁が深いから、自由には動けないけどね。菫子と椿子も距離や時間は限られるし、この学校に完全には根付いてないから頻ひん繁ぱんに出歩くとデラシネに近づいちゃうから、あまりいいことじゃないんだけどね」

　そう言えば、一昨年に三校が合併したから『花子さん』も三人という話だった。杏子が元々この学校の『花子さん』で、菫子と椿子が併合された学校出身ということか。

「じゃあ、菫子さんと椿子さんって転校生みたいなものだね。僕と一緒だ」

　杏子の視線の方向に、笑いながら未嗣も目を向けた。

　夕陽を照り返してぎらぎら光る大きな建物が並んでいるのは、駅がある街の中心。少し西側に目を移せば団地やマンションが並んでいる。未嗣の住まいもあのあたりだ。

「うん。だから、あのふたりと違って、あたしってこの学校から一歩も出たことないんだよ。今までは外から来る奴やつを撃退してるだけですんだし、そもそもあんたみたいに知った上で協力してくれる人がいないと場所に縛られたままだからさ。まあ、好奇心もあるけど、知らない場所ってちょっと怖いしね」

　足下のグラウンドを走り回る運動部の生徒たちと、遠く広がる街並みの間を杏あんず子この眼まな差ざしが往復する。

　幻象フエノメナも――少なくとも杏子は人間と同じように未知を怖おそれる。

「夜になると、みんな家に帰っちゃう。生徒も、先生も。だけど、あたしはこの学校から動けない。どこにも行くところがない。三月になれば卒業したり、退職したりでいなくなっちゃって、あたしだけがずっとこのまま……。ね、あんたん家ってどこ？」

　杏子の問いかけに、未み嗣つぐはマンションを指さした。

「あそこ。レンガ色の……って夕ゆう陽ひでみんな赤っぽくなってるね。あの、右の方の五階建てのマンション」

「そっか。あんた、引っ越してきたばっかりだから知らないだろうね。あそこって、ほんの二年前にできた建物でさ。その前はスーパーマーケットが建ってたんだ。潰つぶれちゃったけどね。この校舎ができた頃ころは、あのあたりはただの大根畑でさぁ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　懐なつかしげに杏子は説明する。

　畑や田んぼが宅地や商業地域に変わっていったこと。今は四車線のバイパスが昔は未舗装の農道だったこと。駅の裏側はここ数年、コンビニが建っては潰れる激戦区だということ。新しい市民病院の場所には昔小さな遊園地があって、一〇年以上も前に倒産してずっと空き地だったということ。

　そして、今では宅地になってしまったが、昔は街のはずれに杏あんずの果樹園があったこと。

　杏あんず子この横顔に、未み嗣つぐの心臓が一瞬跳はね上がった。異覚アザー・センスの緊張ではない。ただ、綺き麗れいなものを見たときめき。

　何度も正面から詰め寄られたけれど、横顔を見るのは――肩を並べて同じ方向を見るのは初めてかも知れない。整いすぎて近寄りがたく思えた顔に、無邪気な笑みと夕ゆう陽ひの朱が彩いろどりを与えている。

「ほら。あのあたりが果樹園だったんだよ。で、その手前の白いのが旧市民病院」

「へえ……。新しい方は僕も知ってるんだけどね。通り道にあるし、父さんが隣となりの公園の仕事してるからさ」

　笑いながら杏子が指さした建物は本来は真っ白らしい。ただ、今は夕陽で赤く染まっている。逆光気味だから細かいところまではわからないが、窓に明かりも何もなく、寂さびれた雰囲気が感じ取れた。

「あそこも今じゃ取り壊しを待つだけだからね。個人の住宅を別にすると、ここがあたりでいちばん古い建物になっちゃいそうだよ。木造の旧校舎じゃなくて、新校舎の方でも」

　幻象フエノメナにとって年齢が意味を持つものかどうかはわからない。それでも女の子に――女の子の姿をしている相手に歳としのことを聞くのはためらわれた。

「僕は、引っ越しが多かったからね。そんな風にひとつの街の風景が移り変わるのを覚えてるっていうのは、ちょっと羨うらやましいな」

　ひとつの街に何か月か移り住み、庭園や公園という形でその風景をほんの少しだけ変えて立ち去る。それが父の仕事につきあう未嗣の生活だ。

　父が手を加えた風景が季節とともに、時とともに、どう変化していくのか。目にする機会さえほとんどない。ましてや建物や道路によって街の顔立ちが変わっていくのは、未嗣にとって頭では理解できても実感に乏とぼしいことだった。

「ね。転校するってどんな気分？」

　いきなり、予期せぬ質問が未嗣に向けられた。

「あたし、この学校から一歩も出たことないからさ。他の街とか、全然知らないんだ」

「別に楽しくないよ、転校なんて。一四一七、一Ｃ三九、一一三七、二一〇九、それから二Ｂ四二」

「何、その数字？」

「中学入学から、今までの僕の出席番号だよ。最初に入って、一年のうちに二度転校して、二年に進級して番号が変わったけれど、すぐにここに移って……」

　こんな風に番号が変わるたびに実感する。自分は居場所がないもの――そう、故郷喪失者デラシネなのだと。

「別に番号なんてどうでもいいようなもんだけどな。あたしなんて、ずっと学校にいるけど出席番号なんてもらったことないし」

「楽しいこともあるし、いろんな街を見られるのは面白かったりするけど、慌ただしいし、せっかく仲良くなった友達と別れたり……。ここみたいに、気楽に受け入れてくれる学校ばかりでもないしね」

「何をしょげてんだよ！　元気だせっ！」

　杏あんず子こに背中を叩たたかれる。

「わっ！」

「ああ、ごめんっ！」

　勢いあまって金網から前のめりになった未み嗣つぐの身体からだを、杏子が慌てて支えた。

　小さな鈴りんの手とは違う、力強い感触。ただ、幻象フエノメナだからか。体温は感じない。それでも、綺き麗れいな女の子に触れられ、こんなに近くでふたりっきりでいることを思うと、ちょっと緊張する。

　未嗣が転校を繰り返すようになったのは、小学校三年の頃ころ。父が造園会社から独立してフリーになってからだ。三年間、同じクラスで過ごした友達と離ればなれになったから、最初の転校はショックだった。しかも都会の新しい校舎から設備も整っていない田舎いなかへ移ったから、どうしても前と比較してしまった。

『おんぼろだし、古いし、前の学校の方がずっとよかった』

　学級会の時だったか。そんな言葉を口に出してしまい、いじめられたりもした。先生から注意を受けたし、父親にも叱しかられた。

「最初は臍へそ曲げたよ。父さんの仕事の都合で転校したのに、どうして迷惑受けた被害者の僕が怒られなくちゃいけないんだって。だけど、いろいろ考えてさ。いくらわがまま言ったって元の学校に帰れるわけでも、自分で好きなところに行けるわけでもないし。それなら新しい環境に馴染なじんで、周りと上手うまくやっていくことを考えた方が建設的じゃないかなってね。どこに行っても、仮の住まいだけどね」

　あの時以来、未嗣は決めたのだ。転校が避けられないのなら、常に今いる学校の一員でいよう。少なくともその場に馴染む努力を欠かさないようにしよう。そして同時に、どこも一時の仮住まいであることも忘れてはいけない、と。

　さすがに問題発言をしてしまったその学校ではクラスメイトから嫌われたままだったが、次の学校では反省を活いかすよう心がけた。転校が多いということは、失敗を反省して、次に改良するチャンスがあるということでもあるのだから。

　初めて転校して三か月を過ごした小学校での居心地の悪さは、嫌だけど忘れられない記憶だ。あの時のクラスメイトたちも覚えているだろうか。ほんの短い期間だが、身勝手で不快な転校生がいたことを。

　たとえ好きになっても、いつまでもそこにいられるわけではない。父の仕事次第でまた離れることになる。

　永遠に安住できる場所なんてない。不変の絆きずななんて存在しない。

　家族のつながりさえ、切れてしまうことがあるのだから。

　転校ばかりではない。両親の離婚で、未み嗣つぐはそのことを痛感している。

「じゃあ、あたしと似たようなもんか。引っ越さなきゃなんないか、一か所に縛られてるかは違うけどさ」

「え？」

　金網に手をかけ、ぐっと腰こしを落とす。金網がぎしりと鳴った。実体のない幻象フエノメナでも、外に力を及ぼすことはできる。落ちそうになった未嗣を支えたように。

「あたしら……っていうか、あたしもここから離れられないじゃない？　で、最初の頃ころはトイレで生徒を脅おどすって、それだけしか考えられなかった。だけど、いつだったかな。女の子があたしのことを、すごく嫌そうに話してるのを聞いちゃってさ」

　最初の頃というのが何年前なのか。やはり未嗣は訊きけなかった。

　怖い。恐おそろしい。あんなの見たくない。トイレなんて我慢する。身体からだ壊しても構わない。学校になんか行きたくない。行かない。

「そんな風に言われてさ。何だかすごく寂さびしいっていうか……生まれて初めてだったね。悲しいっていうのを実感したのは。あ、生まれてってのも変か」

　杏あんず子こは笑いながら頭を掻かいた。

　幻象は人間のように親から生まれ、育つのではない。

　杏子は、ある日気づいたら女生徒の姿で祉し河が原わら東ひがし中のトイレに『花子さん』として存在していたのだという。

「もちろん忘れられると消えちゃうから、何にもしないってわけにはいかないんだけどね。どうせならいい思い出持って卒業してほしいだろ？　学校って、みんな通り過ぎていくだけの場所だからさ」

「うん……そうだね。ミリンさんも、そんなこと言ってた」

　杏子という名前も、学校が統合された時に自分で付けたと彼女は説明した。菫すみれ子こ、椿つばき子こと話し合って、一緒に決めたのだと。この街に咲いていた杏あんずの花にちなんで。

「杏子って名前つけた時、ちょっと気持ちが変わったっていうかさ。どこの学校にもいる『トイレの花子さん』じゃなくて、『自分』になれたような気がするんだよね」

「何を、朗ほがらかに語らってますのよ？」

　振り返ると、菫子と椿子が立っていた。

　たたん。

　コンクリートを踏む靴音は『足音』の挨拶あいさつだ。

　幻象が集まったからか。少し気温が下がったように感じる。正体を知り、仲間になったことで嫌悪感は薄れたが、独特の違和感が完全に消えることはない。異覚アザー・センスが主観的なものではなく、生理的に備わった感覚ならこれも当然だろう。

「賽さい穏おん寺じ未嗣くん、そちらは何か情報がありました？」

　癖なのか、今日もリボンを結んだ髪をかき上げながら菫子が訊たずねる。

　性質とは別に、癖もある。こういうところも人間と大差ない。

「ああ、まだはっきりしたことはわからないけど、狙ねらわれる条件みたいなものは」

　仮病や軽い怪我けがで保健室を利用しようとした者だけが『看護婦』の標的になっているらしいこと、市民病院に伝わっていたマイナーな怪談に似た話があることを報告する。

「そう。ごめんなさい。わたしたちの方は、あまり収穫、なくて……」

　たたん。たん。

　椿つばき子こに続いて『足音』も合図する。存在感は伝わるし、友好的な感情を持っているらしいことだけは伝わるが、彼の意思までは未み嗣つぐには理解できない。人間の形で、人の言葉を話す杏あんず子こたちとは同じ幻象フエノメナでも性質が異なるのだろう。

「彼は、市内にいる『足音』仲間にコンタクトしたけれど、有益な情報は少なかったと言ってますわ。看護婦ということを重視せず、病院一般のエピソードという形で質問すれば、未嗣くんと同じデータが得られたかも知れませんわね」

　菫すみれ子こが翻ほん訳やくする。

『足音』は制服のデザインを手がかりに同族を訊たずねて回った。しかし、看護婦があれと同じ白衣を着ている病院は、少なくとも市内にはないのがはっきりしただけだ。

「それだけでも充分なデータだよ。歯科や眼科まで含めれば市内だけでもかなりの数になるからね。ナースの制服を全部調べるなんて、僕には無理だし。ありがとう」

　たたたんたんたたん。

「『ありがとう』だってさ」

「そ、そんな……。一応、協力するって約束したんだし……」

　杏子に肩を叩たたかれ、未嗣は照れて頭を掻かく。

　恐怖に駆られていたとはいえ、転校生であることを理由に校内のトラブルから逃げようとした。そのことにけじめをつけるためにも、引き受けた通りにこの『看護婦』の件が片づくまではきちんとやるべきことをやらなければ。

「市内にいる古株の『足音』が知らないとなると、怪談系というよりは都市伝説系のデラシネかも知れませんわね。だとしたら厄やつ介かいですわね。連中は融通が利かないから交渉の余地はあまりないでしょうし、対処法も確立してないのが多いですから」

「対処法だとか、細かく考えるまでもないさ。あたしが直接ぶっとばしてやるよ。こいつが協力してくれるから、居場所がわかれば出向いて行けるしな」

　不安げに考えこむ菫子に答えながら、杏子は未嗣の背中を叩いた。

「あの……怪談系と都市伝説系って？」

「幻象の分類ですわ。厳密ではなく、大まかな傾向にすぎませんし、両者の中間や混合、どちらとも言い難がたいものもありますけど。対応を考える時の目安くらいにはなりますわ」

「どう違うわけ？」

「あなた、古典的な怪談と現代の都市伝説の最大の違いが何か、おわかりかしら？」

　とりあえず今回だけとはいえ、自分も事件に関かかわっているのだ。基礎知識くらいは身につけておくべきだろう。

　そう考えた未み嗣つぐだが、思いがけず質問に質問が返ってきた。

「え？　それは……都市伝説の方が、一見科学的だっていうこと？」

　都市伝説には、あからさまに超自然の存在が登場することは少ない。不自然は多いが。

　本で読んだ代表的な都市伝説のパターンをいくつか考えて、未嗣は答えた。

　海外旅行――それも欧米ではなく、東南アジアや太平洋の島国にリゾートで出かけた女性が小さな虫に刺されるが、大した痛みでもないのでそのことを忘れてしまう。だが、帰国した後で身体からだに今まではなかったホクロを見つける。そこに痒かゆみや痛みを感じるようになり、どんなに掻かいても止まらず、ある日そこが膨ふくらみ破けて、大量の小さな虫があふれ出る。

　昔の怪談なら虫ではなく、妖よう怪かいの仕し業わざにされていただろう。だけど、現代人は妖怪という存在にリアリティを感じない。だから、虫という生き物の話になる。本当はそんな性質を持った虫なんて実在しないのに、生物だったら「ありそうな話」となり、信じる者が現れ、語り継がれて伝説になる。

　その意味では「トイレの花子さん」や「人面犬」などは都市伝説ではなく、怪談に分類すべきものなのかも知れない。

「着眼点は悪くないですわ。でも、間違っています」

　未嗣の説明に、菫すみれ子こは首を振った。栗色くりいろの髪がふわりと揺れる。

「ご理解いただけるかしら。怪談って、安心を生み出すものですよ」

「安心？」

　違和感のある言葉だった。妖怪や幽霊、普通の人間には太た刀ち打うちできない、自分たちを脅おびやかすかも知れない存在。それがどうして安心をもたらすというのだろうか。

「そうね。例えば、誰だれもいないのに聞こえてくる『足音』。古くは妖怪べとべとさん、賽さい穏おん寺じ未嗣くんももうご存じよね」

　頷うなずく。この祉し河が原わら東ひがし中に転校してきてからだけではない。前の学校でも遭そう遇ぐうしている。そっちはただの自然現象だったが――少なくとも、未嗣が認識できた限りでは。

「足音だけ聞こえて姿が見えない。物取りに尾行されているのかも知れない。殺意の持ち主かも知れない。もっと得体の知れない何かかも知れない――正体がわからないから不安になる。だけど、それは『べとべとさん』という妖怪だと名前が付けられれば安心する」

　そう言われれば理解はできる。カマイタチ、小豆あずき洗い、ひだる神。古くから伝えられる妖怪の多くは、現在では科学的に説明できる自然現象に、当時の人々が因果関係を理解し、説明をつけようとした思考の産物だ。不安を受け止め、形を与える物語。

「だけど、都市伝説は逆よ」

「逆？」

「怪談は底なしの不安を制限された不安に変え、都市伝説は不安を増幅しますの」

　菫子の端正な童顔に、深刻な表情が浮かぶ。

　例えば、さっき未嗣が想像した「海外旅行とホクロと虫」の話。この伝説が国内旅行と結びつくことはない。せいぜいが膝ひざの裏でフジツボが繁殖したという類似例があるだけで、それも海岸の地元で生活している人間の口の端はには上らない。外から海水浴にやってきた客が話題にするだけだ。

　海辺に住む者は、フジツボが傷口から入って体内で繁殖したりしないのを知っている。

「慣れない土地を旅する人間は、リゾートを楽しみながら同時に不安も抱えていますの。食べ物や飲み物に不潔なものが入っていないだろうか、何かおかしな病気に感染したりしないだろうか――そういう不安が具体的な形を取ったのが『虫ホクロ』の伝説ですわ。海外旅行でもアメリカやヨーロッパではなく、東南アジアなどでのエピソードとして語られるのは、そちらの国の衛生や風土病への偏見が反映されているから」

　言われてみれば、都市伝説の中には外国や外国人への恐怖がにじみ出ているものが少なくない。

　やはり旅行先の外国で若い女性がブティックのフィッティングルームで誘ゆう拐かいされ、手足を切り落とされて見せ物にされるなんていう話もあるし、国内でも実際には何も起きていないのに、外国人の犯罪集団が近所に現れて女性が何人も襲われているなどという噂うわさが各地で流れたことがある。

　大手チェーンのハンバーガーに猫やミミズの肉が使われているというのも、外国企業が奇異な食べ物をもたらした違和感と不安が原因だと、本に書かれてあった。冷静に考えれば牛の方が遙はるかにコストが安いのに。

　明治時代に存在していた、チョコレートが生き血を固めたものだという噂話と根は同じ。外来の食品が急速に普及すると、こういう都市伝説が生まれる。

「自分たちとは違う国籍や民族、宗教の人々。違う環境の国。あるいは、日ひ頃ごろ感じている漠然とした不安。もやもやした恐怖や違和感に具体的な形や名前を与えるだけなら、昔の怪談と同じですわ。だけど、怪談は目に見えない妖よう怪かいのせいにして日常と切り離すけれど、都市伝説は実在する他者を不安の依よろ代しろにする。そして、依代にされた存在を目にすれば恐怖と不安が呼び起こされ、不安が偏見を呼び、偏見が不安を生む。間違ったサイクルですわ。昔の人間は未知の自然を怖おそれたのに、現代人は隣りん人じんを怖れているのですわ」

　軽けい蔑べつするように言い捨てて、菫すみれ子こがまた髪を掻かき上げる。

　確かに、普通に生活していて本物の妖怪を目にする機会などめったにない。今の未嗣はその例外的な事実に直面しているわけだが。

　しかし、外国人は普通に見かける。そんな時に、ただの都市伝説で現実には即さない先入観を持っていたら嫌悪や軽蔑、あるいはもっと直接的なトラブルの種になる。

「でも……何か変な感じだな」

「何がですの？」

「その……幻象フエノメナの人――って言い方も変だけど、科学では説明できない存在に、そんな論理的な説明をされるのが、違和感あるっていうか……」

「わたくしたちは、別に科学を否定しているつもりはありませんし、拒否しているわけでもありませんわよ。幻象フエノメナだって一定の性質や特徴がある以上は定量的定性的に研究できますわ。いわばあなた方が科学だと思っているモノは今現在の科学でしかなく、わたくしたち幻象のことをまだ感知も理解もしていないだけ、と考えるべきではありませんの？」

　科学は万能ではない。否いな、科学というのは本来「物の考え方」そのものであって、確認済みの知識の体系を科学そのものだと見なすのが誤りなのだ。

　杏あんず子こたちの存在を受け入れた未み嗣つぐには、それがよくわかる。

　素粒子や重力――物理現象と幻象の間に差異はないという、菫すみれ子こが話していた仮説も、今なら完全な同意とまではいかなくても理解はできる。

　人間は、説明を求めているのだ。

　自分たちを取り巻く周囲の自然が、他の生き物が、そして他人が、解読も交渉も不可能な不可解な存在ではなく、一定のルールや意図に基づいて動いていると知りたい。あるいはそう思いたい。

　だから「神」という存在とその意思を仮定して宗教を構築したり、実験を繰り返して科学体系を確立したり、怪しい出来事に名前をつけたりするのだろう。

　たとえ悪意の存在でも、理解不能であるよりはましということか。

「で、物知りの菫子センセイとしては『血ち塗まみれ看護婦』はどっちだと思ってんの？」

「怪談から生まれた存在、あるいは怪談の由来になったような存在なら、時代とともに変質しても本質は継承されているはず。それなら、わたくしの耳に入ってないはずがありませんわ。ですから、比較的近年の都市伝説から生まれた存在ではないかと」

「そう、ね。古い、病院系なら、わたしも、知っててもおかしくないし……」

　うつむき、小さな声で椿つばき子こも同意する。治療能力を持つ彼女は病院に縁のある幻象とも交流があるのだろうか。

　近年――と言っても数十年のスパンになるが――の都市伝説と結びついた幻象は、非常識な身体能力は持っていても、それ以上の特殊能力はないものが多い。例えば自動車並のスピードで走ったり、怪力を発揮することはあっても、自在に空を飛んだり火を吐いたりするようなものは少ない。

　都市伝説で恐怖の対象になっているのは「人間なのに得体の知れないもの」であって、古めかしい妖よう怪かいではないからだ。

「だから、あたしら自身が都市伝説系と怪談系の中間みたいなもんだね」

　杏子は気楽そうに笑った。

　古典的な怪談に近しい幻象は、能力の限界や弱点も明らかになっているものが多いが、都市伝説系の幻象は対策がはっきりしないものがほとんどだ。エピソードも「遭そう遇ぐう」というよりただの「目撃」。近年のものほどその傾向が強い。

「じゃあ……どうするの？」

「正攻法。要するに、力押しだね。ま、そういう時はあたしの出番。あんたはあたしらを外に連れてってくれるだけでいいよ」

　笑いながら、杏あんず子こは片かた袖そでをまくって力こぶを作ってみせた。

　見ただけでは普通に女の子らしい腕だ。けれど、この腕に自分ひとり分の体重を易やす々やすと支える力があることを未み嗣つぐは知っている。そして、ちゃんと力こぶが出ることも今知った。

「あ……僕、そろそろ帰らないと。用事もあるし」

　今日も校内の巡回があるはずだ。本来は立入禁止の屋上に長居をしたら不要なトラブルを招きかねない。それに、鈴りんとの約束の時間が近い。





「おっそーい。待ったよ！」

　教室に戻ると、鈴がひとり頬ほお杖づえをついていた。

「ごめん。ちょっと用事があって」

「ま、いいでしょ。未嗣くんに用事があるってことは、この学校に馴染なじんだからだもんね」

　鞄かばんを持って立ち上がった鈴の後に続いて、未嗣も帰路につく。

「それで、つき合うってどこに？」

「未嗣くん家」

「え？」

　呆ぼう然ぜんとする未嗣には構わず、鈴は笑いながらずんずん先に進んでいく。

「あ、そうだ。途中で買い物してかないとね」

「あ、あの？　ちょっと……。僕の家って……？」

　未嗣のとまどいに気づいていないのか。鈴は帰り道の途中にあるスーパーに寄り、あっちに行ったりこっちに行ったり、無駄の多い足取りで売場を巡っては買い物籠かごに品物を放ほうりこんでいく。

「何かさー、こうして買い物とかしてると新婚夫婦みたいだよね」

「ミリンさん。あの……一体……？」

「塩とかお醤しよう油ゆとかは貸してくれるよね？　食べ物の好き嫌いとかある？　味付けは関東風と関西風、どっちが好み？　ま、そんな作り分けられるほど器用じゃないんだけど」

「もずくとかナマコとかは苦手だけど……って、そうじゃなくって！」

「あー、あたしもそういうの駄目だから丁度いいね」

　こちらからの質問には答えないまま、レジで会計を済ませ、未嗣のマンションまでたどり着く。

「ほらぁ。早く、鍵かぎ開けてよ」

「う、うんっ」

　強引な鈴に押されて、言われるままにドアを開ける。

「おじゃましまーす……って誰だれもいないんだっけ。男所帯の割にはきちんと片づいてるね。洗い物も溜たまってないし」

　来客用のスリッパに足を入れ、部屋を見回して呟つぶやく。

「さーて、と。じゃあ、委員長として未み嗣つぐくんの部屋にあやしい本とかビデオがないか、検査しないとね」

「なななななっ！　何をっ！」

　慌てて、次の間へのドアの前に立ちはだかる。

　未嗣だけの部屋というわけではない。造りつけの本棚は父親と兼用だから、鈴りんに見られて困るような物を置いてあるわけではないのだけど。

「あははは、冗談冗談。あたしだっていきなり上がりこまれて部屋見られたら嫌だもん。今日はダイニングとキッチンだけ使わせてねーっ」

　鈴はスーパーの買い物袋を手に流し台に向かった。

「ありがとう……って、そうじゃなくて……。何のつもり？」

「昨日助けてくれたお礼。何がいいかなって考えたら、未嗣くんトコお父さんとふたり暮らしだから、他の人の手料理食べる機会なんてあまりないだろうなって思ってさ。あまり大したのは作れないんだけど。ダメ？」

　どうやら登校前からあらかじめ計画していたらしい。スポーツバッグからクリームイエローのエプロンを取り出して身につけ、レシピのメモを見ながら野菜を刻みはじめる。

「い、いや。助かるけど……。あ、ありがとう」

「ご飯は今朝の残りがあるのか。じゃ、おかずだけでいいね。適当に待っててよ……って押しかけた客が主あるじに言っちゃいけないか」

　笑いながらも、包丁は軽快なリズムを刻む。少なくとも、カッターで紙を切るよりは慣れた手つきだ。未嗣が自炊すると言っても簡単な煮物や焼き物が主だから、包丁とまな板がこんな素敵な楽器だなんて忘れかけていた。

「ちょい時間かかるから、適当に休んでて……って、これも客の方がいうことじゃないね」

「う、うん。期待してるよ」

　思えば、友達を部屋に招いたのはいつ以来だろう。女の子となると初めてかも知れない。多分錯覚なのだろうけど、まるで部屋全体が華やいだような、何か芳かぐわしい香りが漂っているような気さえする。

　居心地が悪いような嬉うれしいような妙な気分を感じながら、未嗣はトイレに入った。ドア一枚隔てて鈴がいることを思うと、自宅のトイレなのに落ち着かない。便座を持ち上げ、スラックスのジッパーを下ろし、構える。

　ふ、と短く息を吐く。

「ふむ……なるほど。男の子はこうなってますのね」

「おわぁぁあっ!!」

　いきなり声をかけられた。ユニット式のバスタブの中に菫すみれ子こがいて、未嗣の下半身をのぞき込んでいたのだ。

　菫子だけではない。小さな浴よく槽そうの中で肩を触れ合わせるようにして、杏あんず子こと椿つばき子こも立っていた。

　椿つばき子こは真っ赤な顔を逸そらして壁の一点を見つめているが、杏あんず子こは手で顔を隠しているふりをして、指の隙すき間まから未み嗣つぐを――未嗣の腰こしのあたりを見ている。

　慌てて片手で股こ間かんを隠し、もう片手で自分の口を塞ふさぐ。

「何ー？　どうしたの、未嗣くん？」

　ドアの向こうから、鈴りんが訊たずねる。

「な、なななな、何でもないよっ！」

　大声で叫びながらジッパーを上げる。尿によう意いなんてどこかへ吹っ飛んでしまった。

「えっと……そう、ムカデ！　ムカデが出て、ちょっとびっくりしただけっ！　ミリンさんは気にしないでっ！」

「そう？　でも、ムカデなんて珍しいねー。ゴキブリならともかく」

　どうやらごまかせたらしい。扉のすぐ外に感じていた鈴の気配が遠ざかる。

「ど、ど、どうしてここに？」

　声を絞って訊ねる。

　マンションのバスルームは狭せまい。少しでも動けば、杏子たち三人に触れてしまいそうな距離だ。

「いやぁ。用事って何だろうって思ってさ。それに遠出する練習もしておきたかったし」

　ジッパーは閉めたのに、杏子はまだ名な残ごり惜おしそうに未嗣の股間を見つめている。

「未嗣くんの、お家うち、杏子が見たいって。トイレなら、あたしたち、出やすいから……」



    

  
    
      



    

  
    
      「こ、声が大きいよ！」

　元々か細い声の椿つばき子こはともかく、杏あんず子この朗ほがらかな声は確実にドアの向こうまで届く。

「大丈夫大丈夫。外にいるのって鈴りんだろ？　だったら、あたしらの声も姿も感じないよ」

　狭せまい中、身体からだをよじって伸ばした腕で、杏子はぽんぽんと未み嗣つぐの肩を叩たたいた。弾はずみで乱された髪を、菫すみれ子こが不機嫌そうに整えなおす。

　細身の椿子に小柄な菫子。杏子だって並の体格だが、三人揃そろってバスタブは見るからに不自由そうだ。

「と、とにかくっ！　変なこととかしないでよ」

「わかってるって。せっかく仲間になったんだしさ」

　確かに協力するとは言ったが、まさか自宅にまでやってくるとは思わなかった。手を洗って逃げるようにトイレから出ると、三人もぞろぞろついてきた。

　鈴には見えないというが、やはり気になる。つい、ちらちらと後ろを振り返りたくなる。

「トイレ、長かったねー」

　別に驚いた素振りもなく、鈴は平然と味見をしていた。

「な。言った通りだろ？」

　杏子に肩を叩かれて思わず振り向くと、鈴が不思議そうに首を傾かしげる。

　杏子たちの姿が鈴に見えていないとなると、未嗣もうかつに反応するわけにもいかない。それをいいことに杏子は鈴の隣となりに回りこんで覆い被かぶさり、ぐんと近づけた顔の両りよう脇わきで手を広げて舌を出した。

「わっ！　あ、あの……っ！」

　あまりに古典的、というか幼稚な杏子の態度に、未嗣は思わず声を上げた。

「ん？　どしたの？」

「な、な、何でもないっ！」

　不思議そうに周囲を見回す鈴に向かって、ぶんぶん首を振る。しかし、杏子は鈴の頭の脇で伸ばした人差し指をくるくると回している。

　無理矢理笑顔の形にした顔が強こわばる。

「あははははっ。ほらね。こいつ、全然見えてないんだってば」

　きょとんとしている鈴の隣では杏子が声を上げて笑っているが、それにリアクションをすることもできない。

　一方、菫子は本棚をチェックし、椿子は鈴が作っている料理をのぞきこむ。

「なるほど。お父様も知的な方のようですわね。でも、持ち物からは幻象フエノメナに近しい気配は感じられませんし。異覚アザー・センスが鋭いのは遺伝ではないのかしら？」

「……お料理、上手なのね。うらやましい……」

　椿子がじっと手元を見つめているのに、鈴はまったく気にもせず、出来上がった煮物を器に移している。全部が見えている未嗣からすると奇妙――というより異常な光景だ。

　食卓に運ばれたメニューは鶏とり肉にくと野菜の照り煮に油揚げともやしの味み噌そ汁しる、それと煮豆ときんぴらごぼうという鈴りんのイメージからするとちょっと意外な和風の献立だった。

　もっとも彼女が作ったのは最初の二品だけで、残りふたつはスーパーの総菜コーナーで買っただけの品だが。

「多めに作ったから、お父さんの分も大丈夫だと思うよ。味の方、どうかな？」

「う、うん。じゃあ、いただきます……」

　テーブルで鈴と向かいあっているが、にこにこ笑う彼女を背後から杏あんず子こたちが取り囲んでいる。目を閉じ、三人を見ないようにして煮物の人にん参じんを口に運ぶ。

「ん、美味おいしい」

「ホント？　嬉うれしいな。実は初めて作ってみたんだよね、それ」

「うん。本当に美味しいよ。味がいい感じに染みてて」

「よかったぁ。あたしも、あんまり料理とか得意じゃないからさ。調子にのって作ったのはいいけど、失敗したらどうしようって」

　エプロンのまま、胸元を押さえて鈴が目を細める。

　好みで言うと多少塩気が弱い気もするが、不満なほどではない。むしろ、いつもの男所帯の食事に比べて柔らかい味だ。あだ名の通りに、味み醂りんの風味が効いている。

　できれば、杏子たちが乱入してこない時にご馳ち走そうされたかった。

　目を開けると、鈴は自分でも改めて味見して目を細めている。だが、そんな彼女を杏子たち三人が値踏みするような目で眺めていた。

「だいたい、手料理で男の気を引こうなんてのが安直だよな」

「でも、定番の肉じゃがやカレーでないところは好感が持てますわよ」

「そうよ……わたしたち、お料理とか、できないからって、ひがまなくても……」

　菫すみれ子こと椿つばき子この言葉に、杏子はなぜか不満そうな顔でそっぽを向いた。

「未み嗣つぐくん、どこ見てんの？」

「え？　あ、いや。その……小さな虫が飛んでるかと思ったんだけど、目の錯覚だったみたい。あはははは……」

　どうしても杏子たちに視線が向いてしまい、鈴からは不自然に見えてしまう。指摘され、引きつった笑いでごまかすしかなかった。

「未嗣くん、変なの」

　微笑ほほえみながら、鈴が煮豆に箸はしを伸ばす。だが、豆をつまんだのを見計らって杏子がその箸を軽くはたく。

　箸先から、煮豆が落ちる。

「あれっ？」

　滑り落ちた煮豆に、鈴がもう一度箸を伸ばす。そこにまた杏子が手を出す。

　映像や音だけではなく、衝撃も感じないのか。何度つまもうとしてもこぼれ落ちる煮豆を不思議そうに見ていた。箸先を見て確かめて、さらに首を傾かしげる。

　当然だ。そっちに原因はないのだから。

「えっと、あの……食事中なんだから余計なことはしないようにしようよ。その……僕たち仲間になったんだから、その信頼を乱すようなことはやめた方がいいんじゃないかなぁ」

「別にふざけてるわけじゃないってば。ちょっと箸はしが滑っただけ。おかしいなぁ。あたし、こんなに不器用だったっけ？」

　上ずる声の未み嗣つぐの言葉を、鈴りんは自分が言われたと解釈した。

　いくら何でもこの状況で杏あんず子こを名指しするわけにもいかないから、当然といえば当然か。未嗣の方も言葉がぎこちなくなってしまう。

　さすがに菫すみれ子こと椿つばき子こが頭を軽くこづいてたしなめると、杏子もうなだれておとなしくなった。

　鈴の料理は美味なのに、こんな状態では食事がスムーズに喉のどを通るはずもない。ほとんど義務感に駆られるように作り笑顔で料理を平らげる。

「ごちそうさま。美味おいしかったよ」

「どういたしまして。じゃ、後かたづけを……」

「あ！　それは僕がやるからいいよ。あまり遅くなっても家族が心配するし、そろそろ帰った方がいいんじゃないかな？　その……僕の方にもいろいろ事情があるからっ！」

「え？　ちょ、ちょっと……！　まあ、都合が悪いなら長居はしないけど……？」

　追い立てるように鈴の背中を玄関に向けて押す。

「じゃあ、明日また学校でね。本当にごちそうさまっ！　ありがとうっ！」

「はーい。じゃ、またねーっ」

　あたふたとエプロンをバッグに押しこみながら、鈴が出ていく。すかさずドアを閉めて、未嗣は振り返った。

「困るよ！　確かに手伝うとは約束したけど、こんなのまで同意したつもりはないよ！　勝手に自宅まで押しかけるなんて……」

　こんな風に自分のいる場所に現れることができるのなら、プライバシーが完全になくなったのも同然だ。これでは協力関係にあるというより、取り憑つかれていると言った方がいい。

「……ごめんなさい。そんなつもりじゃ、なかったの……」

「杏子のせいですわよ。彼の家に行こうとか言い出して、その上、変ないたずらまで」

　椿子は自分の足下に視線を落とし、菫子は口くち唇びるを尖とがらせて杏子をたしなめる。

「わ、悪かったよ……。ただ、外に出られるのが嬉うれしくてさ。どうせなら最初に行くのは未嗣の家がいいなって……。そしたら、鈴が料理なんか作ってるのが何かおもしろくなくて。ほら、あたしらってそういうのは駄目なんだよ。基本的にモノ食べないからさ」

「だから、どうしてミリンさんが料理してると杏子さんが不機嫌になるわけ？　とりあえずパートナーっていうか、もう友達なんだし、こういうことは控えようよ」

「友達……だよな。ごめん。もうしないよ」

　らしくもなく、杏子が消え入りそうな声で頷うなずく。

　今までとは違う場所ではしゃいで、やりすぎて顰ひん蹙しゆくを買う。未み嗣つぐにも経験のあることだ。それを思うと、あまりきつくは咎とがめたくない。

「わかったよ。反省してるならいいんだ。でも、これからは僕の家とかに勝手に出ないでほしい。用事があるのなら、前もって確認してほしい」

「えっと……じゃあ、用事がある時だったらついて歩いてもいいってこと？」

「本当に用事があるならね」

　未嗣が答えると、杏あんず子こは大げさに胸を撫なで下ろした。

「ああ、そうそう。用事があったんですわ。明日、学校にビデオテープを持ってきてほしいんですの。ＶＨＳの安物で構いませんわ。ただし、未開封の新品」

「えっ？　う、うん。わかった」

　未嗣が答えると、菫すみれ子こは他のふたりを先導してバスルームに入っていく。ドアが閉じ、磨すりガラスの向こうに浮かんでいた影が消える。慌てて扉を開けると、もう三人の姿はなかった。





　翌日、言われた通りに途中のコンビニでビデオテープを買って未嗣は登校した。

　校内に入ると、妙にざわついている。生徒たちは口々に何か話しながら、保健室の方に向かっているようだった。

　保健室――不吉な連想が未嗣の脳裏をよぎる。教師が朝から常駐し、生徒をひとりきりにしないようにしているはずなのに。

　小走りで駆けつけると、保健医が野次馬を追い払っているところだった。

「どうしたの？」

　予想通り騒ぎの現場に駆けつけていた鈴りんに訊たずねる。昨日のお礼を言い直す余裕もない。

「あ、未嗣くん！　あのね……」

「大丈夫です。何もありませんでしたから！」

　鈴が説明するより先に、伊い月つき先生が保健室から出てきた。袖そでをめくり、腕には包帯が巻かれている。

「不審人物のいたずらです。皆さん、早く帰ってください！」

　はっきりよく通る声で命じているが、顔が青ざめ、うっすらと汗をかいているのが見て取れる。暑さで汗ばんでいるのではない。恐怖と驚きよう愕がくの冷や汗だ。

「保健医の先生がまだ出勤してないから、伊月先生ひとりで保健室にいたんだって。そしたら、いきなり後ろから斬きりつけられたらしいの」

　追い立てられるように保健室の前から離れながら、鈴が小声で教えてくれた。とっさに顔をかばったので傷がついたのは腕。思わず悲鳴を上げたので鈴や他の生徒たちが集まってきたのだ。

「相手の顔とか見てないって言ってたけど、多分例のナース服だったんじゃないかな？いきなり気配がして、腕に傷がついてたんだって。でも、おかしいんだよ。あたしも含めて、みんなであちこちから殺到したんだから、犯人が逃げたのなら絶対誰だれかが見てるはずなのに。逃げてく足音だけは聞いたって人もいるみたいだけど……」

　鈴りんの説明を聞きながら、未み嗣つぐは口くち唇びるをかんだ。

　想定していなかった。

　怪我けがでも病気でもなく、本来その場で働く者でもないのに保健室にいる者。見張りのために保健医以外の先生が詰めても、条件には合致してしまうのだ。

　校内に不審人物がいる恐おそれがあります。みなさん、教室に待機していてください。

　教頭の声で校内放送が流される。

「怖いね。もう出ないって思ってたのにさ……。まさか先生まで……」

　教室に戻って、鈴が声を震わせた。頬ほおを何度もさすっているのは、『看護婦』に斬きりつけられた記憶が呼び覚まされているのか。夢や錯覚と解釈し、実際に顔に傷が残っていないとはいえ、鈴が感じた恐怖までは消せない。それに教師が被害に遭ったことで、噂うわさも再燃するだろう。

　未嗣はそっと席を立った。

「え？　未嗣くん、どこ行くの？　今の放送、聞いたでしょ？」

「ちょっと用事があるから。ひょっとしたら、授業エスケープするかも知れない」

　不審がる鈴を残し、未嗣は特別教室棟に向かった。

　もう余裕はない。時間を追うごとに打つ手がなくなり、状況が悪化する。

　トイレに飛びこもうとした未嗣の肩を、背後から誰かがつかんだ。

「あ、ごめんなさい。ちょっとトイレに……！」

「何言ってるんだよ？　テープ、持ってきたんだろ？」

　慌てて答えたが、呼び止めたのは杏あんず子こだった。他のふたりもいる。

「わたくしたちも油断してましたわ。まだ正体ははっきりしませんけど、あの『血ち塗まみれ看護婦』はかなり狡こう猾かつで、しかも感知しにくいタイプの幻象フエノメナのようですわね」

　忌いま々いましげに菫すみれ子こが吐き捨てる。学校に侵入しているはずだが、かなり近づかないと異覚では感知できない。今回も伊い月つき先生が襲われた悲鳴を聞いて『足音』が追跡していったが、途中で見失ったのだ。

「それでも、おおよその方角は判明しましたし、他の情報も多少は集まりました。これだけ揃そろえば『神託オラクル』が何かヒントを与えてくれるかも知れません」

　未嗣の手からビデオテープをもぎとる。

「『神託』？」

「生徒たちの間では『呪のろいのビデオ』と呼ばれている幻象ですわ。わたくしたちと同じ、七不思議の仲間です」

「視聴覚室の？　でも、鍵かぎがかかってるよ？」

　菫子の答は予想していたものだった。だが、機材が盗まれたり私的に使われたりしないよう、視聴覚室は授業で使用する時以外施錠されている。

「それは人間の都合ですわ。部屋そのものが許しているのに、なぜわたくしたちの入室が妨さまたげられなければなりませんの？」

　菫すみれ子こが触れるまでもなく、ドアは音もなくスライドし、未み嗣つぐたちを招き入れる。勝手に黒いカーテンが閉じ、蛍光灯が点つき、再びドアが閉まって鍵かぎの音が響く。思わず開けようとしたが、扉は堅く閉ざされたままだった。

　モニターやデッキにも勝手に電源が入り、白い画面に細かなノイズが走る。

「テープを持ってきた人の未来を見せるんだよね。何も映らないと死ぬとか……」

『トイレの花子さん』や無限階段が本物だったのだ。視聴覚室にまつわる噂うわさ話ばなしだって真実かも知れない。新品のテープが、何の映像も再生しなかったら、自分は卒業前に死ぬ。

「今は夜中の零時じゃないだろ」

　不安がる未嗣の背中を杏子が叩たたく。

『そうだ』

　砂の嵐あらしの中に、釘くぎでひっかいたような細い文字が浮かんだ。

「今さら驚いてんじゃないよ。ビデオデッキっていうか、この部屋のＡＶシステム全体に幻象フエノメナが取り憑ついてんだ」

『花子さん』たちや『足音』とは違い、あらかじめ存在している物体に幻象が宿り、超自然の存在となることがある。無限廊下や無限階段もその一種だと杏子が説明する。

『サイオンジミツグくん。私は、せっかくの協力者を無意味に殺したり驚かすような真似まねはしないよ。杏子とは違うのだからね。ただし、呪のろいのビデオなどという不本意な呼び名は遠慮してくれたまえ』

「あ。は、はい」

　相手がどうやって自分を認識しているのかはわからないが、とりあえず画面に向かって会え釈しやくする。名前がカタカナなのは、画数が多くて表示しにくいからだろうか。

「相変わらずだね、『神託オラクル』」

『君が、必要もないのに彼を驚かせたのは事実だ。これだからがさつで野蛮な幻象は困る。菫すみれ子こくんや椿つばき子こくんも一緒になって騒いだりせず、彼女の浅せん慮りよをいさめてほしかったね』

「い……いいじゃないかよ！　こんなに異覚アザー・センスが鋭い奴やつがいたら、ちょっかい出したくなるのは幻象の本性みたいなもんなんだしさ……」

『その本性を抑おさえ、理性的に行動するべきではないかね。人間との共存のために。私のように静かに思索に没頭していれば、そんな愚挙は犯さずにすむものを』

「あんたはただ、こっから動けないだけだろうが！」

　画面に浮かんでは消える文字に、杏子は大声で反論する。

「あ、あの。あまり声出すと、先生とかに気づかれるかも……」

『安心したまえ。この部屋の音や光が外に漏れないように私が管理している。思慮浅く、衝動的な杏子とは違い、私は人間と共存する術すべを心得ているからね』

『神託オラクル』の言葉がモニターに映し出される。

「なんだよ、偉えらそうに。だいたい『神託』なんて名前が生意気だね。自分でそう名乗るなんて、ホントいい度胸してるよ、あんたは」

『最適の名前だと思うよ。名乗るというのは重要な行為だ』

　己おのれが何者であるかを認識し、規定し、場合によっては再定義する。言葉を理解するだけの知性ある存在という証あかしでもあり、その能力を持つものだけが生来の「性質」から脱却し、自らを方向づけることができるのだ。

　ふたり――と数えるべきだろう――の言い争いを見ていた未み嗣つぐに、菫すみれ子こが解説する。言い争うと言っても、片方は文字だけで音はないが。

「このふたり、ずっと前から、こうだったのよね……」

「杏あんず子こも『神託』もいい加減になさって。時間がもったいないですわ」

　嘆息たんそくする椿つばき子こをよそに菫子がパッケージを破り、真新しいテープをデッキに挿入する。かなり古い型だ。ローディングの音が妙に大きい。

『何が知りたいのかね？』

「とりあえずは『血ち塗まみれナース』のヒントかな。居場所とか、倒し方とか。あんたはこれしか能がないんだから、しっかり予言してよ」

『予言と言われるのは不本意だが、まあいい。この学校が脅おびやかされるのは好ましくない』

「『神託』って、何ができるの？　ミリンさんは未来が映るって言ってたけど……」

『言うなれば私は論理性と想像力の化身。この部屋にいる者が知る断片的な情報から起こりうる未来のひとつを紡つむぎ出せる。例えば、見知らぬ場所で君たちが戦っている映像が映れば、そこが敵の本拠である公算は大きい』

　その文字を最後に砂の嵐あらしが消え、画面が鮮やかなブルーに染まる。

「え？　でも、相手の居場所がわからないから調べるんだろ？　ここでビデオに映った場所に僕たちが行くなんて……」

　原因と結果がループしているような気がする。矛盾ではないだろうか。

「偉そうなこと言ってるけど、要するにただの山勘みたいなもんさ。理屈じゃ『神託』自身も説明できないんだ。ま、的中率が高いのは確かだから、こういう時は役に立つけどね」

　部屋の明かりが徐々に落ちていった。薄うす闇やみの中、光源はモニターの映像と機器の作動表示だけだ。

　しかし、その光も弱い。映し出されている風景が夜のそれだからだ。

　灯あかりのない、巨大な建物。四階建てで真四角のコンクリート塊に並んだ窓のいくつかは、ガラスが割れている。人間の気配が感じられない、廃はい墟きよの光景だった。

「前の……市民病院」

「予想はしていましたけど、やはりここですのね」

　椿子の呟つぶやきに、菫子が頷うなずく。

　閉ざされていた鉄の門扉が、か細く甲かん高だかいすすり泣きを上げて開き、カメラが建物の中に入っていく。以前はソファが並んでいたのだろうが、今は何もないロビー。窓から差しこむ外の光だけでリノリウムの床が艶つややかに光っている。青いシートに覆われた壁。張り巡らされたロープ。受付室の後ろの壁には、空っぽの造りつけの棚。

「統合で建て直しちゃったからね。こっちの古い建物は用済みで解体中なんだ」

「知ってる。僕が引っ越してきたのも、それが縁だから」

　カメラ――ではない。視点はずっと動いていく。

　床の上に散らばったコンクリートの破片を踏み砕くノイズ以外には、何の音もしない。

　奥へ、奥へ。招かれるように、深い闇やみの中へ。

　微かすかに差しこむ光が廊下の白い壁に弱々しく反射し、コントラストの弱い均質な暗がりを作り出している。

　ゆっくり、一歩ずつ、慎重に。濁にごった空気をかき分けるように視点は進んでいく。画面から冷たい空気が漂ってくるように未み嗣つぐには思えた。

　階段を上る。二階、三階。地上の灯あかりが遠ざかったせいか、暗さは増していく。廊下の両りよう脇わき、同じような造りのドアに並んでいるのは部屋番号を示すプレート。入院病棟だ。

　視点の足音以外に音のない静寂。

　それが不意に破られる。

　廊下左右のドアがいきなり開き、白い影が飛び出してくる。

　画面一杯に金属の銀色が閃ひらめく。

　視点が激しく揺れ、倒れ、廊下が大写しになる。

　白いストッキングに包まれた細い足と、真っ白なデッキシューズ。

　そこで映像は途切れた。

　テープが吐き出され、画面はまたノイズの嵐あらしに戻る。

「これって、あたしたちがナースに負けるってこと？」

『あくまでも、これは可能性だ。確定した未来ではない。映像の主が誰だれかも不明だ』

　ひっかき傷を思わせる『神託オラクル』の文字が杏あんず子こに答える。

「もうちょっとはっきりしたことはわかんないのかよ？」

『不完全でも未来が認識できることの価値を理解したまえ。現状から、これだけの映像を紡つむげるのは私だけだよ。単純な暴力しか能がない肉体派にはわからないだろうが』

「そっちこそ、肉体派の暴力を理解してないんじゃないの」

　杏子は引きつった笑いのまま、片手で壁際に置かれたパイプ椅子いすを持ち上げた。

『暴力反対！　幻象フエノメナと幻象、幻象と人間は可能な限り共存するという方針には、君も賛成しているのではなかったかね！』

　モニターの文字がぶるぶる震えるのを見て、杏子は椅子を下ろす。

「病院に、行かない方が、いいのかも……。相手の、根城だし……」

「夜も危ないということかも知れませんわ」

「だけど、放ほうっておくわけにもいかないだろ」

　ノイズの画面を見つめながら、未み嗣つぐは呟つぶやいた。

「旧市民病院の取り壊しが本格的に始まったら、簡単には近づけないよ。それに、今ならまだあそこが根城だから打って出て戦うこともできるけど、建物がなくなったら学校で迎え撃うつしかなくなる」

『その方が有利という考え方もある。こちらのホームグラウンドだ。君の助力があっても私や無限階段は学校から離れられない。出先で助けるのは不可能だ』

「だけど、みんなが危ない」

　すでに四人目の被害者が出た。不安がっている者も多い。今までは噂うわさを広めるための下地づくりとしても、次の犠牲者はいきなり命を奪われるかも知れないのだ。

「だね。時間が経たつほどあたしたちは不利になる。やるなら、いっそ今夜だね」

　未嗣の肩を勢いよく叩たたいてから、杏あんず子こが親指を立てる。菫すみれ子こと椿つばき子こも無言で頷うなずく。

「正直、あんたは危ないよ。相手は人間を傷つけ、殺すのを何とも思ってない……いや、それを目的にしてるような幻象フエノメナだ。あたしたちが力を貸すって言っても幻象と戦う武器や防具があるわけじゃない。敵の根城で守りきれるかどうかもわからない。さっき『神託オラクル』が見せてくれた通り、不意打ちでやられるかも知れない」

　杏子は、そこで言葉を切って未嗣の肩をつかみ、まっすぐに目を見つめた。

「それでも、やるんだね」

「それがいちばんいいんでしょ？　杏子さんたちを外に連れていくために。それに、異覚アザー・センスが強いっていうことは敵の奇襲に素早く反応できるかも知れないしね。今夜なら、父さんの帰りも遅いから僕も動きやすい」

　ここまで来たら、今さら躊ちゆう躇ちよしたって無駄だ。

「ＯＫ。じゃあ、日が落ちたらすぐに行動だ。あんたがいれば、あたしらは学校の外でも存分に力が使える。あ、でも、病院にはあんたがひとりで行くんだよ」

「え？」

「ああ、勘違いしないでよね。現地で合流って形にするから。あんたの家に出た時と一緒。学校から離れても、あたしらの姿は見える人と見えない人がいるんだし、人目につく往来を歩かない方が安心ってこと。今度は、ちゃんと許してくれるよね？」

　未嗣の肩を叩きながら、杏子は更に細かい説明を付け加えた。その指示を復唱し、未嗣は頷いた――今夜、決戦だ。



    

  
    
      


第四章　そして、新たなる不思議





　旧市民病院は、祉し河が原わら東ひがし中よりふた回りも大きな建物だ。

　建てた頃ころには純白だったであろう外壁も今は薄汚れ、夜を背景に冷たく重苦しい威容を浮かび上がらせている。多分、昼間に見たとしても不気味なものに思えただろう。

　ただ単に放棄され、無人になっているというだけではない。清潔を目指しながら、時の流れによって古ぼけ、汚れた白壁は、いわば犯された聖域だ。失われた清らかさは、あらかじめ汚濁さえも含む余裕を有するものよりも、一層の不潔さを感じさせる。

　新しい市民病院が純白ではなくアイボリーの壁なのも、真っ白であればあるほど傷つき、損なわれ、不吉をまといやすいからだろう。

　周囲に他人の目がないのを確かめてから、未み嗣つぐは張り巡らされた「立入禁止」のロープを素早くくぐり、小走りで正面入り口から中へ入った。

　新病院ができてから一年以上経たつのに解体が終わっていないのは、廃材の処理や取り壊した後の土地の処分などの問題が片づいていないからだと鈴りんから聞いていた。そのために中途半端な廃はい墟きよとして放置されているのだろうか。

　中の空気は粉っぽく、鼻や喉のどの粘膜に張りつくような感触がある。未嗣は軽く咳せきこみ、バッグからミネラルウォーターのペットボトルを取り出して口中を潤した。それから、マグライトのスイッチを入れる。

　ペットボトルをバッグにしまいながら、代わりにライターを取り出し、着火してみる。灯あかりならライトだけで充分だが、ひょっとしたら火が武器として有効かも知れない。ビニールの紐ひもやガムテープなど引っ越しの必需品に、メモや油性マーカーも。武器になりそうな手ごろな棒も持ってきた。相手は幻象フエノメナだから、何が効くかもわからないから、使い勝手が良さそうなものはひと通りディパックに詰めてきたのだ。自分が――自分たちが目立つのもまずいので、防犯ブザーは使う機会はないだろうが。

　春だが、まだ夜中は冷えこむ。動きやすいようトレーナーの上に薄手のブルゾンを着てきたが、それでも少し肌寒い。

　いや、違う。未嗣は気づいた。これはただの寒さではない。空気の冷たさとは異なる何かが服をすり抜けて直接肌に届き、身体からだを震えさせているのだ。

『神託オラクル』の映像にもあった通り、ソファが撤去されたロビーは奇妙に広々としていて未嗣の不安をかき立てる。そのくせ天井は中途半端に低く、圧迫感がある。

　暗い中ひとりきりだと不安が増すばかりだ。周囲を見回し、ライトを巡らせて、未嗣は女子トイレを見つけた。

　ドアに張り付き、軽くノックする。反応がない。繰り返す。結果は同じ。

　もう一度、あたりに視線を走らせる。いくら誰だれもいない真夜中の廃病院とはいえ、女性用のトイレに入るのには抵抗を感じる。

「これだからなぁ……」

　意を決して、ドアを押す。ノブで固定されていないスイング式の扉はあっけなく開く。知識としては知っていても、女子トイレというのは奇妙な空間だった。未み嗣つぐの常識ではあって当然の小便器の列がなく、個室ばかりが四つ並んでいる。ただし、そのうちの三つは扉が閉ざされ、使用中の表示が出ていた。

　ふふふ。

　くすくす。

　あはははは。

　小さな笑い声が聞こえてきて、未嗣は思わず耳を塞ふさいだ。足下に冷たい空気が絡からみつき、スラックスの裾すそから侵入して敏感な膝ひざの裏や背筋を撫なでていく。

「……あの……みんな、だよね？」

　そっと小声をかける。

　常識で考えれば、こんな病院の女子トイレ個室の中に誰かがいるはずはない。だけど、常識が信頼できるものではないことを、未嗣はこの半月で痛感している。

　きぃぃぃぃぃぃ……。

　小動物の悲鳴めいたか細く甲かん高だかい音が三つ、同時に鳴る。古いドアがきしみつつ開く。

　未嗣は思わず後ずさり、背後の壁に背を張りつける。

「よっ！」

　個室から出てきた杏あんず子こが片手を上げて挨あい拶さつする。菫すみれ子こや椿つばき子こも続く。三人とも制服姿だ。

「ふぅ……」

　未嗣は大きく息を吐いた。背筋の緊張が解けて、そのままへたりこみそうになるのをどうにか耐える。使われなくなって久しいとはいえ、トイレの床に座りこむのは嫌だ。

「何びびってんだよ。ちゃんと打ち合わせどおりだろ」

「で、でもやっぱり怖いよ。急に笑い出したりしてさ……」

「わたくしたちも、根本的には人を驚かすのが好きですのよ」

　菫子が笑う。

「それに女子トイレだし……。やっぱり居心地悪いって。そりゃ、怖くてもやるしかないんだけどさ……」

　杏子たちが外を歩くのは望ましくないので、未嗣がひとりで病院に出向き、彼女たちが「現れやすい」場所である女子トイレで落ち合う。あらかじめ決めておいたことだが、やはり真っ暗な場所で耳みみ障ざわりな音が鳴ると心臓に悪い。

　ゆらり、とトイレの割れた鏡に影が浮かぶ。床がこつこつと鳴る。杏子たちだけでなく、『鏡の中の死神』や『足音』も一緒に来ているのだ。

「で、どうだ？　何か感じるか？」

　トイレからロビーへ出ると、杏あんず子こが改めて未み嗣つぐに訊たずねる。

「う、うん……」

　緊張のせいか、喉のどがこわばる。もうひと口、ボトルの水を飲む。

　意識を集中する。単なる生理的肉体的な恐怖や不安とは異なる、トイレで空気の流れを感じたよりもずっと強く明確な、肌の上を濡ぬれた虫が這はうのにも似た、背骨の中に直接冷たい粘液を注ぎこまれたような感覚。

　間近な杏子たちからも圧力めいたものは感じるが、それはすでに慣れた匂においというか、多少の違和感を覚えるものの、不快さや恐おそろしさはない。だが、この建物全体に広がり漂っているのは、明らかに敵意や害意を伴う「何か」だ。

「やっぱり、何かいるよ。感じる……。細かい場所とか、そういうのはわからないけど」

　能動的に働かせるまではいかないが、正体がわかった以上、異覚アザー・センスは得体の知れない悪寒ではなく、意味のある感覚として未嗣には活用できる。

　注意してみれば、異覚は視覚や聴覚より嗅きゆう覚かくや触覚、それも温度の感覚に近いものだ。寒い屋外から暖かい室内に入った時には汗ばむが、室温に慣れてしまえば暑さは感じない。それと同じで、幻象フエノメナが近くに存在し続けていれば感覚は薄れる。

　だから『血ち塗まみれ看護婦』の存在を感知するためには、杏子たちは未嗣にあまり密着しているわけにもいかない。異覚が慣れて、鈍ってしまうからだ。

　数メートルの距離を開けて未嗣が先行し、遅れて三人がついてくる。

『神託オラクル』が見せてくれた通り、階段を上り、入院病棟の方へ。病院ではあっても機能を停止してから一年以上が経たっている。薬臭くささはなく、焦げたような埃ほこりっぽさが未嗣の鼻孔をくすぐる。手元のライトから投げかけられた光の帯の中にも、はっきりとコンクリートの粉末が舞っているのが見えた。

　感覚を研ぎ澄ませ、慎重に、一歩ずつすり足で進んでいく。

　左右にライトを振ってみるが、動くものの姿はない。

　二〇一。二〇二。大部屋の病室番号を示すプレートが、丸い光の中に浮かぶ。

　二〇三。二〇四。二〇五。

　ビデオでは、このあたりでドアが開いたような記憶がある。重い唾つばを飲みこむ。

　落ち着こう。緊張しすぎれば、幻象を感知した違和感とただの脅おびえが区別できなくなる。

　左腕を、前に差し出す。『血塗れナース』が近づけば、気温の変化のようなものを指先が感じるかも知れない。何しろ異覚の使い方はまだよくわからないのだ。

　両側に部屋があるので、窓から外の光も射さしこまない。伸ばした左腕が、ライトから放たれた不自然な角度の光だけで照らされている。指先は、濃い闇やみに紛れてはっきりとは見えない。自分の身体からだなのに把握しきれない不安が胸を襲う。

　じゃり。何かを踏んで靴底が鳴る。コンクリの破片か、割れたガラスか。

　主のない、機能もない、忘れ去られ、破壊を待つばかりの建物に封印されていた澱よどんだ空気が、未み嗣つぐの手でかき分けられる。

　冷たく、湿った感触が指先にまとわりつき、重く引きずられる。

　いきなり、手首が掴つかまれる。

「おわっ！」

　叫び声を上げ、腕を引こうとするが、動かない。

　手前に引き倒されそうになる。振り回したライトが、人影を闇やみに浮かびあがらせる。白衣の女性が、蜘蛛くものように壁に張りつき、片腕で未嗣を捕らえていた。

　触れられた部分から急激に体温が下がっていく。痺しびれと鳥肌。

「未嗣っ！」

　背後から杏あんず子こが飛び出す。

　引き倒され、顔を打つ。転がったライトから延びた光がリノリウムの廊下を嘗なめる。

　口の中が切れたのか。熱く塩っぽい金属味が広がる。

　四つん這ばいの『看護婦』に引きずられた未嗣の身体からだはまるで雑ぞう巾きんだ。汚れが身体に移り、廊下を磨き上げる。転がっていた建材の破片が顔を叩たたき、歯を食いしばっていても埃ほこりが鼻に飛びこむ。苦しい。痛い。

「待てってば！　このぉっ！」

　スカートを翻ひるがえして追いついた杏子が蹴けりを放つ。スニーカーのつま先が腕に命中し、『看護婦』の手が未嗣から離れた。



    

  
    
      



    

  
    
      「大丈夫？」

　追いついた椿つばき子こが助け起こし、手をかざす。痛みが薄れる。菫すみれ子こがライトを拾い上げる。

『看護婦』は壁の上を這はい回ってドアを破り、病室の中に入った。

　未嗣たちも室内に飛びこむ。リサイクルも何もされずに廃材と一緒に処理される予定なのか。それとも何かの手違いで残っているのか。部屋の中にはシーツのかかっていないむき出しのベッドが八つ並んでいた。

「悪い子……」

　部屋の中央、天井からぶら下がり、包帯に包まれた顔で笑いながら『看護婦』は告げた。

　彼女から意味のある言葉を聞いたのは初めてだ。優しげな、美しいアルトの声だった。

「怪我けがしてないのに、病院に来るのは悪い子。おかしいの。間違ってるの。だから、怪我しなきゃいけないの。死にそうなほど怪我してれば病院に来てもいいの。だけど、医者もナースも手が足りなくて、全員は治療できないの。悪い子は後回しなの。後回しにすると死んじゃうけど仕方ないの。だって用もないのに病院に来るのは悪い子だから」

「何、言ってんだよ、この！」

　意気込む杏あんず子こを制し、未み嗣つぐは一歩前に出た。ハンカチで口元の血を拭ぬぐい、身体からだの前面にこびりついた埃ほこりを軽く払う。

「あの……君。君のこと、何て呼べばいいのかわからないけど……。やめてくれないか？」

　菫子からライトを受け取り、しかし、直接相手には向けないようにして語りかける。

「その……仮病や、大したことのない軽い怪我で医者の手を煩わずらわせるのを戒いましめるっていうか、君の存在って意味のあることだと思うんだ。だけど、僕たちの学校に来て、友達を傷つけたりするのは、こっちも放ほうっておけない。僕は何も、君の存在を否定したいんじゃない。脅おどかして、警告するだけにして、僕たちに迷惑をかけずにどこかに去ってくれるなら……」

　自分たちとは異なっていても、感じ、考え、己おのれの存在を守るため行動するのなら、幻象フエノメナだって「生きている」と言っていい。やむを得ない事情で敵対することになったとは言え、この『看護婦』だって杏子たちと同質の存在なのだ。

　なら、話し合って和解し、お互いが納得する形で共存したり、あるいは棲すみ分けたりすることも可能ではないだろうか。

　ここに来ると決心した時から、ずっと考えていたことだった。

　故郷を持たない。居場所がない。放浪を強いられている未嗣だ。たとえ敵対していても、どこか似た境遇のデラシネを問答無用で排除したくはなかった。

「悪い子」

　だが、『看護婦』は口元をにっと曲げた。

「悪い子は、そうやって言い訳するの。学校に行きたくないから病気のふりをして、病院に来るとお注射されたくないから言い訳するのね。もう二度と、そんな悪いことしないよう、ちゃんと治してあげる。病院にも、学校にも行かなくていいようにしてあげる」

　笑いながら、『看護婦』は一気に天井を這はいよってきた。

　ライトの光を受けて、大ぶりのメスが閃ひらめく。

　しゅいっ！

　耳元至近で空気を裂く音。

　身体からだが後ろに引き倒される。

　尻しり餅もちをついたまま耳元に触れると、髪が数本、指先に張り付いていた。引っ張られていなかったら、切られていたのは髪の毛ではなく顔だった。

「何を言ったって、もう聞きやしないよ！　こっちの話無視して。言いたいことを口走ってるだけだ！」

「人間でも、幻象フエノメナでも同じ。妄もう執しゆうに囚とらわれてしまったら、理を説いても無駄ですわ。もう、消滅を逃れること以外、何も考えられないの」

　けけけけけけけけけけっけっけっけっけっ！

　菫すみれ子こたちの言葉を肯定するかのように、『看護婦』はいきなり甲高かんだかい哄こう笑しようを上げた。

　壁を這い、天井を這い、床を這い、縦横に部屋を駆けめぐる。

「くっ！」

　杏あんず子こが拳こぶしを放つ。だが、相手の素早さに追いつけない。もう通り過ぎた壁を殴り、漆しつ喰くいをひび割れさせるだけだ。

　すでに敵は壁から床へ移り、掻かきむしるような足音を立てて未嗣たちに迫っていた。

「きゃっ！」

　足下を斬きりつけられ、椿つばき子こが悲鳴を上げる。

「大丈夫？」

　未み嗣つぐはとっさにベッドに飛び乗り、彼女の手を引いて引き上げる。

「あ、……あり、がとう……。自分の傷は、治せないから……」

　ソックスの切れ目と傷が重なりあっている。真っ赤な鮮血が白い靴下ににじみ広がっていく。未嗣も、傷口を押さえるしかできない。椿子の治療能力をあてにして、包帯や薬は持ってこなかった。幻象である彼女にどれだけ意味があるかはわからないが。

「このぉっ！」

　杏子が腕を振り上げて飛びかかる。

「しゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃっ！」

　だが、笑いとも喘あえぎともつかない奇声とともに、『看護婦』はさらに低く這いつくばってベッドの下に潜もぐりこんだ。

「菫子っ！」

　杏子の言葉を受けて、菫子がライトを巡らせる。

　しかし、『看護婦』の動きは速い。ベッドの下から他のベッドへ。光を避け、闇やみの中でさらに暗い影から影へと移動し、姿を捉とらえさせない。

　ザグッ！

　不意に、未み嗣つぐの足下から刃が飛び出した。

「わっ！」

　とっさによけたが、靴に切れ目が走る。紙一重だ。

　ざんっ！　ざんっ！

　メスの刃が分厚いマットを破っては引っこみ、未嗣の足下を穴だらけにする。鮫さめの背せ鰭びれのように刃がベッドの上を走り、引き裂く。スプリングが露出する。

　何か武器になるものはないか。バッグをまさぐる。

　まるで地震のように、ベッドが揺れる。

「悪い子。そんなものを振り回して、悪い子」

　ベッドを突き破って白い腕が伸びた。メスの刃が、目の前数センチの距離にそそり立つ。

「おわぁっ！」

　椿つばき子こを抱きかかえたまま、転げ落ちるようにベッドから離れる。垂直に立った白い腕が引っこみ、今度はベッドの下からこちらへ伸びてくる。

　冷たかったのは一瞬。鉄の感触が、すぐに灼しやく熱ねつの痛みに変わる。

「未嗣、さん……？」

　椿子の顔の前に割りこませた未嗣の腕がメスを受け止めていた。

「大丈夫……僕の傷なら、椿子さんが治せるから……」

　奥歯に力を込め、痛みに耐えながら答える。椿子が自身の傷を癒いやせないなら、ダメージは自分が引き受ける方がいいはずだ。

　腕の芯しんが冷えていき、代わりに肌の上を血の熱さが流れていく。

「しゃいっ！」

　メスが引き抜かれる。

　刺された瞬間以上の痛み。腕の骨が粉々に砕け、刃と一緒に引きずり出されたかと未嗣は思った。

　第二撃が迫る。菫すみれ子こが襟えりを引き、未嗣たちを退避させる。

「あ、ありがとう……。とにかく、痛みを……」

　椿子はすぐに止血してくれた。激痛は治まったが、失血のせいか指先が痺しびれる。傷口も塞ふさがったが完全ではない。ガムテープを貼はり付けて保護する。

「そうだ……！　ガラス！」

　未嗣は窓ガラスに目を向ける。

　相手の姿が映れば『鏡の中の死神』の力が使えるはずだ。完全な鏡でなくても、ガラスのように映りこむものであれば。

　だが『看護婦』の動きが早すぎるし、窓が半壊している。ガラスの面積が小さく、全身を映すのは難しい。

　窓に現れた小さな朱色のシルエットは、とまどいを示すかのように手を振った。

「大丈夫！　あたしが何とかするって……。おぉりゃあああああぁぁっ！」

　気合いとともに、杏あんず子こがベッドを持ち上げた。

　隠れるものを失った『看護婦』が、すかさず隣となりのベッドの下に潜もぐりこむ。

「逃がすかぁっ！」

　頭上に持ち上げたベッドを、別のベッドに叩たたきつける。床が轟ごう音おんを立てる。スチールのフレームが折れ曲がり、埃ほこりがもうもうと立ち上がる。口元を押さえたのは未み嗣つぐひとりだ。息をしていない椿つばき子こや菫すみれ子こは、空気の汚れを厭いとうこともない。

「今のうちに、外へ！」

「う、うんっ！」

　菫子に導かれ、椿子の治療を受けながら未嗣はドアの外へ退避した。

　その間にも、杏子はベッドを振り回して『看護婦』を叩きつぶそうとする。

　投げつけたベッドが細い腕を直撃した。メスを持った腕がだらりとぶら下がる。血は、出ない。すでに流れきってすべて白衣にこびりついてしまったのか。それとも彼女には最初からそんなものは流れていなくて、白衣に着いているのは犠牲者の返り血なのか。

　血管か、筋肉か。数本の細い筋で肩につながっているだけだ。

「悪い子。病院で人を傷つけるなんて、悪い子ね。そんなことをやっていいのは、ドクターやナースだけなのに……しゃぎゃしゃしゃしゃっ！」

　ぼとり――ちぎれて落ちた腕が指を器用に蠢うごめかせ、蛇かムカデのように『看護婦』の足に絡からみつき、這はいのぼり、胴から元々の肩の位置へ。

　再びつながった手の指を二、三度握り開きし、『看護婦』はにんまりと笑った。

「……なぁるほどね。さっすが看護婦。自前で治すのもお手の物ってか？」

　挑発するように、杏子が口くち唇びるを嘗なめる。『看護婦』はまた肘ひじと尻しりを高く突き出すような姿勢で伏せた。

　壁から天井へ、そのまま廊下へ。

『看護婦』を追って杏子も飛び出す。飛びかかり、拳こぶしを放つ。だが、相手は素早い。杏子の手を逃れ、天井を走って距離を開く。

　廊下の上を這い、角を曲がって階段を下っていく。小さな害虫以上のスピードだ。

「追って、『足音』！」

　とっさに未嗣は叫んだ。

　たん、と一度ステップを踏む音が響き、小走りのリズムが遠ざかっていく。杏子たちだけではない。「彼」も未嗣の仲間。追跡はお手の物だ。

「いい判断だね。あたしひとりじゃ追いきれないからね。未嗣？」

「え？　は、はいっ？」

「思ったより相手が手強い。あんたの力を借りるよ、いいね！」

　両肩をつかまれる。

「力って……」

　腕力や体力の面では自分は大して役に立たない。少なくとも、鉄のベッドを軽々と持ち上げ、ひん曲がるほどの勢いで投げつける杏あんず子この助けになるとは思えなかった。

「ミリンの傷を治す時に椿つばき子こがやっただろ？　あんたみたいな人間の力を借りれば、あたしたちの能力を増幅することができる。手伝ってくれるか？」

「う、うんっ！」

　頷うなずいたのは、揺さぶられて首が動いたからだ。だが、言葉は己おのれの決意で発した。自分の助けに意味があるのなら、力を貸すべきだ。そのために、ここに来たのだから。

「よしっ！」

　杏子の顔が目の前に迫った。初めて見た時、一瞬で脳裏に焼きついた端正で意志に満ちた顔。それが瞼まぶたを閉じ、微かすかに口くち唇びるを突きだして迫ってくる。

　息がかかるほどの距離。それはただの比喩ひゆ。ありきたりな形容でしかない。杏子は、呼吸をしていないのだから。

　口唇が触れた――かと思った。

　しかし、実際には肌には何も感じない。今、杏子の存在を感じているのは、皮膚の触覚ではなく、もっと何か別の、未み嗣つぐの身体からだの芯しんに備わった感覚。

　異覚アザー・センスだ。

　一瞬、自分の背後に立つ菫すみれ子こたちが見えたように思えた。杏子の視界だ。未嗣の身体に重なり、肉体を透かした光景が未嗣本来の視覚とオーバーラップしたのだ。

　甘あま酸ずっぱい果実の匂においが、胸を満たしたような気がした。



    

  
    
      



    

  
    
      　何度か目をしばたたかせてみる。視界は安定している。もう、前後の風景が重なったりはしていない。

「杏あんず子こ……さん？」

　姿が見えない。

『ああ、ここだよ。あんたの中』

「あんたの中」

　頭の中で声が響いた。同時に、自分の口くち唇びるが自然に動き出して同じ言葉を紡つむぎかける。

『椿つばき子このヒーリングと一緒だ。あんたの生命力を借りて、あたしがあんたの身体からだを動かせば、本物の実体がない素のままの時よりも大きな力が出せる。心を楽にして、あたしに任せてくれればいい」

「う、うん』

　後半は、杏子の言葉が未み嗣つぐの口から出た。自分の声の方が頭の中だけで響く。肉体の主導権が、杏子に預けられたのだ。

「追うよ！『足音』は、あっちだね」

　短く宣言し、未嗣の身体が走り出す。

　速い。今まで自分では経験したことのないスピードだ。文字通り、身体が自分のものではない感覚。全力運転する高性能の肉体という乗り物に、ただ客として同乗しているような気分だ。運動能力だけではない。闇やみの中なのに問題なく物が見える。高速ですれ違う廊下や床のディテールもしっかりと認識できる。五感も増しているのだ。

　廊下を走り、階段を一気に踊り場まで飛び下りる。

『うわっ！』

　まったく減速しない。手すりをつかんだ片手を支点に強引にターンすると、下のフロアまでまたひとっ跳びで着地する。

　たたん、たたん。

　先行した『足音』の響きが聞こえる。その音を頼りに、未嗣の身体は院内を走る。

　何度も同じ場所を巡り、階段を上り、下り、たどり着いた場所は最初のロビーだった。

　だだっ広いフロアの天井から『ナース』がぶら下がっていた。

「あちこち引き回して、疲れさせたつもりか？　生あい憎にくだね。憑ひよう依いしている間は疲労なんてほとんど感じないんだよ」

　確かに普段の未嗣なら、あれだけ階段を走ったらもう息を切らしていただろう。椿子に手を添えることで彼女の治癒能力を強化したのと同じだ。杏子の能力が強化されているのか、未嗣の身体がパワーアップしているのかは判別できない。

　あるいは、区別の必要もない。

「しゃきゅしゃっ！」

　いきなり『看護婦』が床に落ち、メスを振り回す。骨が通っていないかのように腕がしなる。鼻の先を刃が走る。

「くっ！」

　バックステップでかわし、宙をまさぐるが何もつかめない。さっきの病室とは異なり、このロビーには武器になりそうなものがなにもなかった。

「ここを選んだのは、そういう思惑かよ！」

　ベッドをぶつけられた教訓を活いかしたということか。

　本能だけに駆り立てられていても――いや、違う――だからこそ、生き残るために必死なのだ。彼女も。

「しゃぁしゃ」

　包帯に覆われた顔を笑みの形に歪ゆがめ、『看護婦』はメスを振りかざして襲いかかる。

「はぁっ！」

　その手をキャッチし、背負い投げにかける。武器はなくても、素手で戦えばいい。相手のように刃を直じかにつかんだりはできないが、戦いようはいくらでもある。

『看護婦』の関節は空中であらぬ方向に曲がり、難なく床に着地する。

「このぉっ！」

　腕をつかんだまま、相手の顔へ向けて足を伸ばす。蹴けりが命中するかと思った瞬間、『看護婦』の顔が遠ざかる。

　自ら、腕を引きちぎって逃げたのだ。

　杏あんず子こは、未み嗣つぐの身体からだで小さく舌打ちすると、すっぽ抜けた腕を床に転がして思い切り踏みつけた。肉が潰つぶれ、骨が砕ける不快な感触が靴底から伝わる。さらに数度、踏みにじり『看護婦』の腕を完全に粉砕する。

　杏子の意図は未嗣にも理解できる。放ほうっておけばこの腕がまた元通りに復元してしまうのだ。残酷なようでも、こうやって相手の力を削そいでいくしかない。

「きゃしゃっ！」

　残った三本の手足を深く折り曲げ、『看護婦』が跳ちよう躍やくした。

　一気に未嗣＝杏子に肉薄する。顔に向けて拳こぶしを突き出す。

　その腕に、『看護婦』の全身が絡からみつく。

「なっ？」

　予期せぬ動きに声が漏れる。

　するすると腕から身体へとまとわりつき、背中に張りつく。『看護婦』の右足と左腕が未嗣の両腕を拘こう束そくし、残った左足が胴体を拘束する。

　強烈な圧迫感が胸元を襲う。

「かはっ！」

　息と同時に口から血が漏れる。内臓が傷ついたのか。

　ぺろり。

　背後から抱きついた『看護婦』が未嗣の耳みみ朶たぶを嘗なめ上げた。背筋を悪寒が駆け上る。

　そのまま、首筋に歯が突き立てられた。

　激痛が走った。

　一度口を外し、『看護婦』は未み嗣つぐ自身の血を長い舌で顔に塗りつける。生なま温ぬるくべとつく感触。血液と唾だ液えきが混じり合った生なま臭ぐさい匂におい。

　嫌悪感に全身が粟あわ立だっていく。

　歯と、舌と。

　交互に駆使して、『看護婦』は未嗣の心身をなぶり続ける。

　耳みみ朶たぶを軽く噛かみ、奥に舌をねじ入れ、すかさず襟えり足あしに歯を立てる。

　悲鳴を上げずにすんでいるのは、肉体をコントロールしているのが杏あんず子こだからだ。

「……くっ……！　未嗣、ちょっとばかり荒っぽいことやるけど、我慢しろよ！」

　返答を待たず、杏子は未嗣の口で告げると自由な両足で後ろ向きに走った。

　バンっ！

　背中を、思い切り壁に叩たたきつける。衝撃で頭の中身がぐらぐら揺れる。

「きゃうっ！」

　だが、絡みついている『看護婦』も無事ではない。相手にもダメージは伝わっている。

「くっ！　くのっ！」

　何度も壁に背中を打ちつけ、足に力を込めて相手を押しつぶす。

　頭の後ろで硬いものと湿ったものを打ち合わせたような不快な音が響いた。金属と薬品臭と腐敗臭が入り交じった匂いを微かすかに感じる。砕けた壁の破片が頬ほおをかすめ、生暖かい飛沫しぶきが顔にかかる。

　締めつける力が弱まる。さらに自分の身体からだと壁で『看護婦』を挟はさんだまま、真横に走ってすり潰つぶすかのように擦こすりつける。

　未嗣の苦痛とは無関係に、杏子の意志が歯を食いしばらせる。

『危険です！』

　脳裏に、女性の声が響いた。

　杏子でも、菫すみれ子こや椿つばき子こでも他の誰だれでもない未嗣の知らない女性の声。

　目がくらみ、視界がぼやける。放置されたロビーに重なるように、駆け回る白衣の女性や医者、ストレッチャーで運ばれる患者の姿が見える。

　頭を打ち付けたせいで、幻覚に襲われているのか。

『第二手術室へ！　荻おぎ野の先生は？』

『当直明けで仮眠室です！』

　ここではない。別の病院の光景だった。それもひとつではない。何種類もの異なる制服のナースがいる。イメージが次々と切り替わる。

　運びこまれる患者。呼び出される検査技師、麻酔医。慌ただしい手術室。真夜中、ナースステーションに響くコール。血を流し、痛みに泣き叫ぶ子供。胸を押さえて呻うめく老人。ＩＣＵのドアを不安げに見つめる家族たち。疲れ果て、肩を落とす外科医。

　さまざまなビジョンが、眼前の現実にオーバーラップしては消えていく。

　これは幻まぼろしではない。未嗣は直感的に理解した。

『看護婦』から流れこんでくる記憶――あるいは想念だ。

　未み嗣つぐ自身の強い異覚アザー・センスのせいか。それとも杏あんず子こと重なっているせいか。

　命を預かる病院という現場に渦巻く緊張。命を失うかも、助けられないかも知れないという不安。当直でおかしくなった医者のエピソードにはリアリティはなくても、根本の気持ちは自然で、真剣で、深刻なものだ。そんな想おもいが、彼女の源なのか。

　胸が、重苦しい。

　それでも、今の『彼女』は未嗣たちの学校を脅おびやかそうとするものだ。見逃すことは、許すことは、できない。

　握りしめた拳こぶしから腕へ、力が高まり、内側から膨ふくれ上がっていく強い圧力が身体を締めつける『看護婦』に対抗する。

「おぉおおおっ！」

　叫びとともに、未嗣の身体は『看護婦』を振り払った。

　背中に残る感触に手を伸ばし、髪を鷲わしづかみにして強引に床にたたきつける。

　まるで操り手を失ったマリオネットだった。すべての関節の力を失った『看護婦』が床に転がる。伸びきった手足は人間というより、無む脊せき椎つい動物の触手を思わせる。髪は乱れ、ナースキャップははずれかけている。顔を覆う包帯には、もう白い場所がほとんど残っていない。最初からそうであったかのように赤一色に染められていた。

「悪い子……悪い子……」

　包帯の隙すき間まから覗のぞく片目は焦点が定まらず、虚うつろな光を浮かべている。口くち唇びるは笑みの形のまま同じ言葉を繰り返し、小さな唾だ液えきの泡をこぼすだけだ。

　だが、その間にも徐々に手足の復元が始まっている。

「悪いね……。別な時、別な形で出会ってれば、和解の余地もあったんだろうけど」

　床の上で力無くのたうつ『看護婦』を見下ろし、杏子は未嗣の足を上げた。

　それを、思い切り振り下ろす。あっけなく、頭が砕ける。

　あふれ出たのは血と、膿うみか汚お泥でいにも似た緑色の粘液。黒髪と包帯。それにナースキャップが濁にごった水たまりの上に広がっている。

「うっ……」

　胸に重苦しい異物感がこみ上げ、口の中に血の味が広がる。嘔おう吐としそうになるのを辛うじてこらえる。

　壁にもたれて身体からだを休める未嗣の元に、ようやく菫すみれ子こと椿つばき子こが駆け寄ってきた。

「あたしは抜けるよ。椿子、後は頼む」

　視界が揺らめき、見えていた風景とズームをかけた風景が二重写しになる。すぐに杏子の後頭部が目に入り、気がつくと目の前に彼女が立っていた。

「……痛っ……！」

　腹部に強烈な痛みが走る。手足の関節もきしみ、壁に寄りかかっているのさえ辛い。今まで杏あんず子こに抑おさえられていた苦痛が一気に襲いかかってきたのだ。

「ごめんな。あんたの潜在能力、目一杯使わせてもらった。身体にかなり無理させたから、あちこち痛むだろ？」

　そういう杏子も、彼女には似合わないひどく疲れた顔だった。微笑ほほえんでいるが、無理しているのがわかる。疲労だけではない。戦いのダメージも、今の彼女には反映されている。顔には痣あざができているし、赤い血の筋が制服の袖そでににじみ、指先まで筋を引いて流れて落ちている。

「手、かざすのじゃ、間に合わないね」

「え……？」

　椿つばき子こが抱きつく。彼女の身体からだが触れた腹から徐々に痛みが薄れていく。

「あ、あの……椿子……さん？」

「……大丈夫。じっと、してて。身体の奥、傷ついてるから、こうして、全身で……」

　顔を赤らめているのに、椿子からはほとんど体温を感じない。

　だけど、柔らかな身体が外気の冷たさを遮さえぎり、未み嗣つぐを守っている。熱ではない温ぬくもりを全身で感じる。艶つややかな黒髪から漂ってくる強い花の香りが、血と埃ほこりの匂においでいっぱいになった肺の中を濯すすいでくれるようだ。

「思えば、彼女も悲しい存在ですわね。デラシネになった幻象フエノメナの末路とは言え……」

　倒れたままの『看護婦』の残ざん骸がい――亡なき骸がらを見下ろしながら菫すみれ子こが呟つぶやいた。

「仕方ないさ。和解どころか、話し合いそのものが不可能な状態だったんだから。彼女の死体、どうする？　ほっとけば分解するかも知れないけど」

「長く留とどまるようでしたら『鏡の中の死神』に始末してもらうべきかも知れませんわね。大きな鏡があればいいんですけど」

「サイズが足りなきゃ、かわいそうだけど解体するしかないかもな。あたしが引き受けるしかないんだろうけど、今は少し休ませて」

　座りこみ、片手で顔を扇あおぎながら杏子が答えた。

「あ、あの……杏子さんも、早く手当てしないと……」

「あんたの方が先だ。椿子の力だって無限じゃない。あんた自身を治療するために、あんたの力を使うわけにはいかないからね。あたしは生き物じゃないから回復は早いんだ」

　確かに、未嗣に身を寄せている椿子の呼吸が少しずつ荒くなっている。力を揮ふるうのは彼女にとって負担なのだ。

「じゃあ、これだけでも」

　未嗣はバッグの中からビタミン入りのキャンディを出し、杏子たちに差し出した。

「いいよ。あたしたち、基本的にモノ食べないから」

　椿子も首を振ったので、仕方なく未嗣は自分だけキャンディを口に放ほうりこんだ。わざとらしい酸味が舌を刺激するが、血の味が消えるのはありがたかった。

「でも」と、不意に菫子が小首を傾かしげた。

「どうして看護婦でしたのかしら？　元々この病院に伝わっていた噂うわさは医師のものだったはずですのに」

　それは未み嗣つぐも気になっていた。それと『神託オラクル』が見せてくれた映像との食い違いも。

「さあな。多分、どっかで別な話と混じったとか、おおかたそんなところだろ。どっちにしろ、こいつはもう始末した。あたしらの学校を狙ねらうことはないよ」

「そうだ。混じったんだよ」

　杏あんず子この言葉に、男の声が答えた。

　未嗣が――そして、三人が同時に声の方角を向く。

　医者が立っていた。

　不自然なほど大きなマスクで顔を隠し、長い白衣をまとっている。

　そして、その白衣にもマスクにも、赤い染みがぽつりぽつりと染められていた。薬臭くささと生なま臭ぐささが混じった強烈な悪臭が漂う。

　未嗣の背筋に冷たいパルスが走った。

　目の前に現れた幻象フエノメナがもたらす、強烈な異覚アザー・センス。回復しきっていない身体からだに押し寄せるおぞましい感覚に、思わず胸元に手を当てて吐き気をこらえる。

　男が手を軽く翻ひるがえす。倒れていた『看護婦』の死体が操り人形のように立ち上がり、宙に浮かんで彼の胸に飛びこむ。

　一瞬、復活したかと思ったがそうではなかった。

『看護婦』は動かないまま、男の腕に抱かれてるだけだ。完全に力を失い、だらりと片腕をぶら下げている。

「……そう言えば『神託オラクル』の映像だと、ふたつのドアがいっぺんに開いたっけ。あれは、ふたりの幻象がいるっていう暗示だったのか。彼女が『血ち塗まみれ看護婦』なら、あんたはさしずめ『狂えるドクター』ってとこかい？」

　傷ついた身体からだのまま、杏子は構えを取った。

「名前などない。好きに呼んでくれて構わない。元々、この病院にいた幻象は私の方だよ」

「あなた……あなたが存在するっていうことは、あの話は本当なんですか？　その……当直中に次々に急患が来たせいで、患者を死なせてしまったっていうのは……」

「さあね？」

　名無しの相手にとまどう未嗣の問いかけに『ドクター』は大げさに首を傾かしげた。

「私は気がついたらこの病院にいたんだ。こういうものとしてね。人間だった記憶もなければ、過去もない。ただ、軽い症状で病院に来るものに恐怖を与える存在としてね」

「じゃあ、実際に人を殺したりしたことは、ない？」

「ああ」

　ならば、まだ交渉の余地はある。『看護婦』とは違い、こうして会話もできる。

「だけど、それは不本意でね。私の中にはずっと、条件に合う獲物を殺せという声が渦巻いているんだ。なぜなら私は、殺す存在だから」

　マスクの上からでも『ドクター』の口がにんまりと大きく笑うのがわかった。

「病院というのは、基本的に人の命を助けるために機能している場所だろう？　どんな軽い患者でもきちんと本物の医者やナースが応対するから、私が手を下すチャンスというのがなかなかないんだよ。入院患者というのは本当に治療が必要な奴やつばかりだし」

　びくっ。

　襟えり足あしに氷を押しつけられたような、鋭く尖とがった不快感が未み嗣つぐを襲う。

「あの『看護婦』は、どこか別の廃病院から流れてきたんだ。多分、今までにもあちこちの病院を渡り歩いてきたんだろうね。いろんな人間の不安や怯おびえを受け止めながら放浪すれば、妄もう執しゆうの虜とりこになるのも止やむを得ないだろうね」

　さっき感じた映像を思い出す。あれは、一か所のものではなかった。

「私と似たような出自の幻象フエノメナだというのはすぐにわかったよ。彼女を利用すれば、やっと人殺しができるかと思っていた矢先に移転が決まってね」

　話が通じるのは『ドクター』に歩み寄りの意思があるからではない。ただ『看護婦』の方がデラシネとして過ごした時間が長く、妄執のみの存在に変じていたから。だからこそ、場所の制約からも自由で、頻ひん繁ぱんに学校に現れたのだ。

「それでこの建物を捨てて、君たちの学校を新しい拠点にしようと思ったのさ。新しく清潔な病院というのは、どうも居心地が悪いんだ」

　嗄かれた、年齢不詳の声。

　美み由ゆや、彼女の姉に心あたりがなかった通り、『狂えるドクター』は市民病院に伝わる怪談としてはマイナーだ。その上、幽霊話ならともかく、昔あったというあやふやなエピソードを拠より所にしているから、建て替えられたばかりの病院には居着きづらい。

　一方で病院の建物そのものは残っている分、行動は不自由だ。そこで動きやすい『看護婦』を中学に送りこみ、己おのれが根付くべく噂うわさになるよう事件を起こさせていたのだ。

「まあ、事件を起こすだけではなく、彼女にはいろいろ調べてもらったし、私も一、二度同行して調査もしたんだ。新しい住すみ処かになるわけだからね」

「どうして、僕たちの学校に……？」

「学校というのは居心地がいいからねぇ。馬鹿ばかな子供が、面白がって七不思議を語り継いでくれる。人が死にでもすれば、確実だ。それに病院や会社なら不自然な死人が続けば原因が究明されるし、原因不明のままでも閉鎖されることもある。だけど、公立学校はそうはいかない。校長や担任教師が責任をとらされることはあっても、多少生徒が死んだからといって廃校にするわけにはいかないからね、まあ、年にひとりかふたりなら謎なぞの死を遂げてもかまわないだろう」

　拳こぶしを握りしめる。こいつは、敵だ。本能めいた妄もう執しゆうに突き動かされていた『看護婦』とは違う。はっきりとした悪意で、祉し河が原わら東ひがし中を脅おびやかそうとしている。

「はっ！　言ってくれるね」

　口元をぬぐい、杏あんず子こが立ち上がる。ふらつきながら、それでも構えを取る。

「あんた、ほとんど誰だれも知らない都市伝説にすがって、細々と生きながらえてた程度の幻象フエノメナだろ？　大して力もないはず。そんな奴やつに、あたしらの学校で好き勝手させるかよ！」

「確かに私の力は弱いね。だから、こうする」

『ドクター』の手にメスが閃ひらめく。振り下ろされた刃が『看護婦』の白衣を、肉を切り裂く。

「な……っ！」

　意図がわからず呆ぼう然ぜんとする未み嗣つぐの目の前で、『ドクター』は『看護婦』の身体からだを切り刻み、手袋でかき回す。もまれた肉片が小さくなり、消えていく。まるで手の中に口があり、ばらばらにされた残ざん骸がいをかみ砕き、飲みこんでいるかのようだ。

「他の幻象を……食ってる……？」

　杏子が声を詰まらせた。

「私は性質の近い幻象であれば吸収し、自らの力に変えることができる。大きな噂に支えられなくても、こうすれば存続どころか強化さえも可能なのだよ」

　ほんの一分たらずで『看護婦』は消滅した。

『ドクター』が右手を開く。手袋に覆われた指の間に、手術器具が現れた。挟はさんでいるのではない。指の股またの根元から、メスや鉗かん子しが直接生えているのだ。以前テレビの映画で見た黒衣の改造人間を未嗣は思いだした。だが、彼の瞳ひとみに宿っていた、受け入れられない異い形ぎようの孤独も悲しみも『ドクター』には感じられない。目の前の医者が抱いているのは、ただ己おのれを永らえさせたいという欲求と、そのためには殺人も辞さないという独善的な意思だけだ。

「どうだい？　すでに『七不思議』の座を占有している邪魔な幻象どもは始末しなければならないが、君は生かしておいてもいい。異覚アザー・センスの強い人間とは交渉もしやすいからね」

「……何だって？」

「なぁに、難しいことではない。私の噂うわさを広めてくれればいいんだ。保健室に入った人間を殺す、不気味な医者がいるとね。手伝ってくれるのなら、君の命は狙ねらわないと約束しよう。条件さえ合えば、殺すのは誰だれでもいいんだからね」

　マスクで顔を隠し、表情が示せないのを補おうというのか。大げさに顎あごに手を当て、考えこむ仕草を見せる。

「そうだな。『看護婦』が殺しそこねた、あの眼鏡めがねの女の子なんかはいいかも知れないな。極端に感知能力が低いということは、こちらが姿を見せようとしない限り、気づかないわけだからね。わけもわからず、目に見えない存在に切り刻まれて泣き叫ぶのを見れば、長年に渡る私の乾きも癒いやされるだろう」

「嫌だ!!」

　震えている。だが、背筋と瞳ひとみにありったけの力をこめて、『ドクター』をにらみ返す。

「なぜだい？　君たち人間はいつか学校を卒業していくのだろう？私たちのように永遠にその場に根付くわけではない。だったら、在校中の安全を保証されれば充分じゃないか。どうせ、かりそめの居場所だ」

「かりそめ、か……。その通りだよ」

「おいっ、未み嗣つぐ!?」

　未嗣の答に、杏あんず子こが叫ぶ。

「どんな場所だって、仮のものだ。本当の居場所なんてどこにもないよ。けど……だからこそ、今いる場所を大切にするんじゃないか！　お前みたいに、クラスメイトを殺したり傷つけたりする奴やつは、僕の学校にいちゃいけない。一瞬たりとも、だ！」

「それが答か。では、君も殺そう。誰も目撃者がいないし、学校の外だからただの変質者の仕し業わざと誤解されないよう、思い切り不気味で残虐な殺し方をしなければならないな」

　指の間から伸びたメスの先端が、マスクの表面をそっと撫なでる。

「杏子さん……。さっきの奴、もう一度……」

　小声で問いかけたが、杏子は首を振った。

「駄目だ。一度憑ひよう依いして抜けたら、夜が明けるまでは無理だ。それに、あたしはともかくあんたの身体からだが保もたない」

　迂う闊かつだった。もう一体敵がいるとわかっていたら杏子との合体を解除しなかったのに。せっかく『神託オラクル』の予知があったのに油断していた。

「さて……どんな風に殺したら、みんなは私の仕業だと思ってくれるだろうか？　生きたまま丁寧に切開して内蔵をひとつずつ取り出して並べようか？　それだけではまだ不充分だね。ちゃんと血でメッセージを残した方がいい。だけど、死んでしまっては血流が停止するので、やはり生きているうちに充分な出血が得られるように注意しなければね」

　しゅっ！

『ドクター』が大きく腕を振る。

　メスが飛ぶ。杏子が未嗣の前に立ちはだかり、それを受け止める。

「くぅっ！」

　かたちよい眉まゆの間に皺しわが寄る。

　メスが腕や肩、スカートを貫つらぬいて脚あしにも突き刺さり、赤い血が床にこぼれ落ちる。血けつ痕こんはリノリウムの床で花咲くように弾はじけ、すぐに消える。

「特にそういう性質を持っているものでなければ、幻象フエノメナの血は物証として残らない。だからメッセージは、人間の血で書かなければ」

　手品師めいた動作で手首を翻ひるがえすと、医師の手元にまたメスが現れた。

「さっきの戦いだけではない。彼女を君たちの学校に送りこんだ時、いろいろ情報も集めさせていたのだよ。他の七不思議と争いになった場合のことを考えてね。まともに戦えるのはその娘ひとり。残りのふたりは、全く脅きよう威いではない」

　たたん！

『ドクター』の背後から、襲いかかる足音。

「貴様は音を発するだけ。気を逸そらそうとしても、そんなこけおどしは無意味だ」

　だが、『ドクター』は『足音』には目もくれず、後ろ手でメスを放ほうった。透明な人影が切り裂かれ、のたうつビジョンが一瞬未み嗣つぐの目に映る。

「……調べたから何だってんだよ……。てめえなんか、あたしひとりで充分だ」

　壁に片手を突いて身体からだを支えながら、それでも杏あんず子こは『ドクター』を挑発する。

「そんな虚勢を張っても、医者の目から見れば、君たちの命が長くないのは明らかだ」

　またメスが飛び、未嗣をかばう杏子の肩に、胸に突き刺さる。

「杏子さん、いいから！　さっきの傷だって治ってないんだし……！」

「あんたが傷つく方がやばいんだよ！　治すのも手間だし、あたしらがこの場にいられなくなっちゃうからね！」

　杏子だけではない。再び飛来したメスを、菫すみれ子こや椿つばき子こが受け止める。

「きゃっ！」

「あぅっ！」

　杏子ほど頑強ではないふたりは、苦痛に身をよじって膝ひざを突く。

「それに……」

　懸命に笑顔を作りながら、杏子は未嗣に告げる。

「あたしらと一緒に母校を守ろうなんて奇特な奴やつを、放ほうっておけないからね。さんざんあんたの力を使わせてもらったから、今度はあたしらが助ける番さ」

「『化け物』と言おうとして、思いとどまってくれましたわ。そういうデリカシーのある方は、わたくしも嫌いじゃありませんの」

「さっきも、かばってくれたし……」

　未嗣の盾たてになりながら、三人が言った。

「やめろよ！　こんなことして何になるんだよ！」

　倒れる椿子を支えながら、未嗣は叫んだ。

「消滅したくないからだよ」

　講義する教師を思わせる口調で『ドクター』は語り始めた。その手には、すでに次のメスが現れている。彼の攻撃手段は無限なのだ。

「人間でも、幻象フエノメナでも、ひとたびこの世に存在したものが己おのれの消失を怖おそれるのは自然なことではないかね。人間ならば、誰だれかに覚えてもらえることもあるだろうが、我々にとっては消滅と忘れ去られることがイコールだ。自分が消え、誰の記憶にも残らない。その恐おそろしさは、君のような人間には理解できない」

「わかるよ……わかるけど！」

　未嗣は叫び返した。忘れられる。記憶に、記録に残らない。そんな不安は何度も味わっている。珍しい存在として最初は注目されても、長い時間を過ごす級友に比べれば訪れては去るストレンジャーでしかない。アルバムにも残らない。クラス会にも招かれない。

「だけど……そんな、恐怖と嫌悪だけの存在として覚えられたって、存在してほしくないものとしてこの世に留とどまったって、何の意味もないじゃないか！」

　どんな小さな思い出でも、微かすかな記憶でもいい。どれだけ相手の心に深く刻まれても、それが不快な記憶だったら――そんな形で残るのは嫌だ。

　共に過ごした時間が幸福なものであってほしいからこそ、未み嗣つぐは杏あんず子こたちと協力し、今、ここに来ているのだ。

「はははっ！　人間らしい、甘い考えだ！　だが、そんなのはきれいごとだ！　私は最初から恐怖と嫌悪の対象として生まれた。しかも、今では消滅を待つだけになっていた。学校という新たな根城を見つけて、やっと本当に人を殺せそうだというのに。なぜ、躊ちゆう躇ちよする必要がある？　やっと、やっと本当のあるべき自分になれそうだというのに！」

　指の間からメスが飛ぶ。杏あんず子こが必死に払い落とすが、傷ついた身体からだですべてを撃げき墜ついするのは無理だ。半分以上は彼女の腕や肩に突き刺さり、一本はすり抜けて未嗣の顔を切り裂いた。頬ほお、というよりは目の下と言った方がいい場所に赤い線が引かれる。

　刃が鋭すぎるせいか。痛みはほとんど感じなかった。ただ、流れ落ちる己の血の熱さだけが鮮明に感じられる。

「幻象フエノメナだって変われる。何か今とは違うものになりたいと思えば、少しずつだけど変われるだろ！　人間もいろんなものに縛られてて、何でも思い通りになるわけじゃないけど、それでも回りに馴染なじもうとか、自分がいる場所をよくしようとか思って努力するんだ！」

　鈴りんの言葉を、杏子の言葉を思い出す。

　他人の言葉を根拠にするまでもない。未嗣自身が、そうやって生きてきたのだ。

「いくら喚わめいても無駄だ。君たちでは、私に対抗する手段はない。幻象は消え、君は殺される。祉し河が原わら東ひがし中に私は居着き、新たな七不思議としていつまでも語り継がれるのだ！」

『ドクター』が七不思議になるということは、保健室で生徒たちを傷つけ、殺すということ。

「……違うね」

　萎なえそうな足に力を込めて立ち上がり、傷ついた腕で菫すみれ子こからバッグを取り戻して、未嗣は立ち上がった。

「違う？　何がだ？」

「お前が祉河原東中の七不思議になることなんか絶対にできない。なぜなら、お前は八番目の不思議を知ったからだ。第八の不思議を知ったものは、生きて帰れない！」

「八番目？」

　投げつけるのではなく、自らの手で未嗣を切り刻み、解剖しようというのだろう。

『ドクター』はリノリウム貼ばりの床の上を、足音も立てずにゆっくりと歩いてきた。

　三人の『花子さん』が立ちはだかろうとするが、受けたダメージが大きすぎる。杏子でさえ、一度立ち上がろうとしてまた膝ひざを折っただけだ。

「くだらない虚勢だ。そんなものはない。口にする生徒もいるが、実体もなければ、そのような幻象もいない。ただの作り話だ」

「知らないだろうさ」

　バッグからペットボトルを取り出し、ミネラルウォーターをぶちまけた。

「何のつもりだ？　キリスト教の伝承に縛られている幻象ならば聖水でダメージを受けることもあるだろうが、ただの水を撒まく？　恐怖で判断力が失われたようだね。医者らしく、私が安楽死させてあげよう。ああ、たっぷり苦しめるのは、安楽死とは言わないか」

　指の間から生えたメスの根元から、複雑に関節を折り曲げたフレームが生える。五本の指も裂け、中から白い骨ではなく銀色に輝かがやく機械の指が現れた。先端にはメスや鉗かん子しの他、歯科のドリルまで備わっていた。

　治すために傷つけ、切り裂き、開き、削る。

　医療のグロテスクな一面をカリカチュアした、九本指の手。節足動物のように蠢うごめく血に塗まみれた指は金属なのに、根元に微かすかに骨が覗のぞいていた。本来の都市伝説系ではありえない、ただ殺そうという意思だけが肥大化した姿だ。

「どうした？　震えているぞ？」

　奇怪な凶器を誇示しながら『ドクター』は一歩ずつ近づいてくる。

　彼の言うとおりだ。未み嗣つぐの足も腕も震えている。椿つばき子こや菫すみれ子こを支えながら、自分自身が跪つまずき、倒れないので精一杯だ。

　それでも、目はまっすぐに『ドクター』を見ている。

「馬鹿ばか……。もういい……。お前だけでも、逃げろ……っ！　あたしたちが、何とかしてくい止めるから……。学校のみんなに、こいつのことを警告するんだ！　噂うわさが広がっても、条件に合わなけりゃこいつは手出しができない……！」

　苦しげに、杏あんず子こが命じる。

　それでも未嗣は動かない。両足は、止まったまま。

「……信じてもらえないよ。医者の格好をした化け物が本当にいて、僕たちの学校を狙ねらってるだなんてね」

　震える声で、しかし、眼まな差ざしは『ドクター』から離さない。

「竦すくんで動けないのかな？　では、解体を始めるか。皮を剥はぎ、末まつ梢しよう神経を一本ずつより分けてちぎり、内臓を順番に切除しよう。ああ、目や耳、舌は最後まで残しておいてやろうか。自分がバラバラにされるところをよく観察して、悲鳴を上げてほしいからね」

　床に浅く広がった水たまりに医師の足が触れる。微かすかな波紋が、一度。二度。

　右足が水の中央に踏みこみ、遅れてきた左足が水面に触れる。

「……映った。やれ！」

　ただひと言、未嗣はそう告げた。いや、命じた。それも違う。上位者として命令したのではなく、互いを知るものとして教えたのだ。

『ドクター』の足下、広がった水たまりが朱色の光を放つ。

「な……何？」

　逃れようとしたのだろう。しかし『ドクター』の足は水面に固定され、一歩も動かない。細かく揺れ動いた水が不意に氷のように静止する。

　水面に映った白衣の像に、深しん紅くの女の影が抱きつき、絡からみついている。

「カーペットや畳じゃなく、リノリウムだからね」

　ボトルに半分もあれば、薄く広がる水たまりが作れる。直径一メートル足らずの小さな水面でも、真上を踏めば全身が映る。

「みんなの力……使わせてもらうよ。こいつを倒すために！」

「ば、馬鹿ばかな……こんな……」

「僕が、八番目だ」

　未み嗣つぐは、きっぱりと断言した。

「八番目は、今生まれた。僕が第八の不思議――エイス・ワンダー。不思議使いだ！」

　名乗る。強く、声に力を込めて。

　願いを、意思を形にするために。杏あんず子こがそうしたように、名乗ることで変わる。自分が定めたあり方を、己おのれに刻みつけるために。

　ただ形式で付与されては変わり、失われる番号ではなく、自分自身で決めたのならナンバーでさえ誇りの証あかしになる。

　水面の中の影が『ドクター』の首を絞め、手首を押さえ、メスを奪い取る。

　現実のメスが落ち、波紋さえ立てずに水の中に消える。

　朱色のシルエットは奪ったメスを『ドクター』に斬きりつける。水面に、早い小舟が走ったような細い航跡が――メスの軌跡が生じる。航跡が鏡像の腕に重なる。

　ぼとり――『ドクター』の腕が落ちた。

　それも波のないまま水中に沈んでいき、消える。

　何本も、何本も、水の面に航跡が走る。背せ鰭びれを逆立てた肉食魚の集団が獲物に群がるかのように。交差し、カーブし、折り返し、医師の鏡像を細かく、細かく、寸断していく。

　水面の映像が切り裂かれるたび、『ドクター』の身体からだの上にも赤いラインが走る。

「あがあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーーっ！」

　断末魔の絶叫には知性も気品も感じられなかった。

　切り刻まれた『ドクター』の破片は水面に落ち、完全に消失した。艶つややかな鏡と化していた水が揺らめき、朱色の人影が満足そうに髪を掻かき上げ、手を振って消える。

　それを合図に、波紋がいっぱいに広がって鏡面はただの水に戻った。

　未嗣はそっとつま先を差し出して水たまりの端はしに触れる。微かすかに波紋が立っただけ。その他には、何も起きない。

　杏子たちの能力が使えないなら、もっと強い者をぶつければいい。祉し河が原わら東ひがし中で最強の幻象フエノメナ。相手を鏡の中に引きずりこみ、滅ぼすために存在するもの。

『鏡の中の死神』を。

「はぁ、はぁ……」

　息を継ぎ、壁に手を突く。今までのダメージだけではない。『死神』の力を駆使するためには、中継点である未嗣の体力を消耗するらしい。

「未嗣。あんた、やるじゃん」

　片かた膝ひざを立て、杏あんず子こが片手を上げる。傷口は残っているが、突き刺さっていたメスや鉗かん子しは消えている。椿つばき子こも同様で、菫すみれ子この傷に手をかざして治療を始めていた。

「それと、ありがとうな」

「え？」

「戦ってる最中、あたしたちをかばってくれただろ？　啖たん呵か切ったのもよかったぜ」

　手当てを受けながら杏子が微笑ほほえむ。

「だ、だって……僕の方こそ守ってもらったし……一緒に戦う仲間だし……」

　夢中だった。たとえ人間ではなくても、杏子たちは祉し河が原わら東ひがし中の住人であり、転校生の未み嗣つぐを受け入れてくれた。そして、自分たちの学校と仲間を守ろうとしていた。

　未嗣も、ただ同じ学校の一員として、級友を脅おびやかそうとする者に立ち向かっただけだ。

「これからも、よろしくお願いしますわ。八番目さん」

　菫子のウィンクに合わせて、椿子も頭を下げる。

　そうだ。八番目の不思議だ。

　この学校にいられるのがいつまでかはわからないけれど、せめてその間だけは、学校を守ろう。友達を脅かす者が存在して、自分にそれを防ぐ力があるのなら。

　例えば今夜『血ち塗まみれの看護婦』や『狂えるドクター』と戦ったことを鈴りんたちは知らない。だから、記憶に残ることもない。

　けど、杏子たちは覚えていてくれる。そして何より、未嗣自身が忘れない。

　他人の記憶に残るのも大切だけれど、自分の中にかけがえのない、価値のある思い出を刻みこめるのなら、きっとそれは命をかける値打ちのあることなのだ。



    

  
    
      


エピローグ





「痛いててて……」

「未み嗣つぐ、大丈夫かぁ？」

「せっかく明日コート取れたんだけどなぁ」

　翌日、未嗣は激しい筋肉痛に襲われていた。

　帰ったその夜はまだよかったが、ひと晩寝て起きたら、杏あんず子こが憑ひよう依いして無理矢理本来の能力以上の力で駆使した反動が来たのだ。

　外傷は椿つばき子こが治療してくれたが、疲労の類たぐいは傷でも病気でもないため、彼女の専門外という話だった。ちょっと動いただけで手足の筋肉にじんじん激痛が走るし、一歩動くごとに肘ひじや膝ひざはもちろん、関節がきしんで悲鳴を上げる。

　寝込まずに登校できたのが奇跡のようなものだ。休みやすみ、身体からだを引きずるようにして教室までたどり着いたが、何もできずにこうして机に突っ伏しているだけ。クラスメイトたちが心配そうに覗のぞきこんでいる。

　そういえば、教室に来るまで廊下が妙に短くて、階段の段数も少ないように思えたのは気のせいだろうか。

「どうしてそんなに急に筋肉痛なわけ？　昨日、何ともなかったじゃない？」

　机に顎あごの先を乗せて、不思議そうな顔で訊たずねてきたのは鈴りんだ。

「い、いや、その……ちょっとね……」

「わかった！　球技大会だから張り切って自主トレしたと見た！　普段あんまり運動してないから、いきなり反動がきて全身筋肉痛。だけど、そんなのはみっともなくて話せないから、そうやってごまかしてる。そーでしょっ？」

　立ち上がってびしっと指を突きつけ、鈴が笑う。

「そうじゃないよ。ちょっとね、あちこち走り回って……。例の保健室の事件、ひょっとしたら解決するかも知れないよ」

「えっ？」

　未嗣の言葉に、鈴だけではなく、城しろ山やまや他のクラスメイトも驚きの声を上げる。

「後で先生に話して、警察の人にも立ち会ってもらうことになるだろうけど……」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　それってすごいじゃない？　あたし、すぐに伊い月つき先生呼んでくる！」

　慌てて教室を飛び出した鈴は、まだ始業時間前なのに伊月先生を連れてきた。

　半信半疑の顔の先生に説明すると、大急ぎで機材を準備して、放課後には実験することが決まった。





「そうです。窓は一センチくらい開けてください」

　放課後、会議室で未み嗣つぐは指示を出した。窓の外には、大型の送風機が設置されている。本来なら現場である保健室で実験すべきだが、二階では難しく、真下に位置するこの場所が選ばれたのだ。

　構造を保健室に近づけるため、仮設のパネルで壁が作られ、仕切りのカーテンが引かれ、ベッドの位置には机が並べられている。

　筋肉痛で立つのが辛いので、城しろ山やまが肩を貸してくれる。余計な野次馬が集まらないように人払いはされているが、彼や鈴りんなど数人だけは「被害者」や「目撃者」として立ち会っているのだ。

「賽さい穏おん寺じくん、と言いましたね。話にはよく聞くが……。本当に、これで？」

「確信はありません。でも、可能性があるんですから、試してみる価値はあると思います。失礼ですけど、他に手がかりはないんでしょう？」

　質問してきた壮年の警察官は鑑かん識しき担当ということで、独特の紺色の作業着姿だった。もちろん、他にも背広姿の捜査員や制服警官もいる。中学生の思いつきと馬鹿ばかにしないでこれだけの準備が整えられたのは、警察としても手がかり不足に困っているせいだろう。

「そうですね。じゃ、下がっててください」

　鑑識員が携帯で外の係員に命じる。

　伊い月つき先生を含む立会人が全員部屋の隅すみに下がり、制服警官が掲かかげた透明プラスティックの盾たてに身を隠す。

　ヴヴヴヴ……と、作動音が響き、窓の外で大型のファンが回り始める。大型機械の周りで土つち埃ぼこりが舞い上がり、突風が細く開いた窓に向かって吹きつける。

　パンっ！

　弾はじけるような、手拍子を何倍にもしたような音が室内に響きわたった。

　机で作った仮ベッドの上に寝かされていたダミー人形が、風圧を受けて跳はね上がる。

「よし！　止やめ！」

　送風機を止めさせ、鑑識員が人形を確かめる。確かに、切り傷ができていた。

「すっごーい……」

　鈴が小声で感心する。

「いわゆる、カマイタチっていう奴やつです」

　つむじ風などが起こした真空で皮膚などが切れる現象――と信じられている。一般には。

「あの日も風が強かったでしょ？　ですからたまたま瞬間的に窓の隙すき間まから吹きこんだ強い風で空気の渦ができて、こういうことが起きたんじゃないでしょうか？」

「しかし……」と、鑑識員は顎あごに手を当てて考えこむ。

「看護婦を見たとかいうのはどうなるんだね？」

「それも、ちょっと調べたんですけど、昔、市民病院に血ち塗まみれの医者や看護婦が出るっていう怪談があったんです」

　微妙に装飾を加えながら、未み嗣つぐは話を続けた。

　自覚していなかったがその怪談を記憶していて、意識がはっきりしない状態で切り傷ができたために翻ひるがえったカーテンから白衣を連想してしまったのではないか。ＵＦＯの目撃談や都市伝説などでも、すでに知っている情報に引きずられて実際の経験とイメージをすり替えてしまうケースは多い。

　それが未嗣が用意した「説明」だ。

「あー……確かに、あの時は寝ぼけてたからなぁ……」

　城しろ山やまがきまり悪そうに頬ほおを掻かいた。

「それにしても、カマイタチとは……確かにこれなら、犯人が見つからないのも納得できるが……」

「もちろん、今回はたまたま上手うまく再現できましたけど、いろんな条件が偶然重なって起きたことでしょうね。多分、保健室の内装をちょっと工夫すれば再発は防げると思いますよ」

「う、うん。ありがとう。もっといろいろ検証しなければ結論は出せないだろうが、参考にはなったよ」

　礼を述べ、鑑かん識しき員は未嗣たちに下がるように告げた。

「それにしても未嗣、すげえな。警察でもわからなかったようなこと、解決しちゃうなんて」

「あのね、あのね。未嗣くんってこういうのに強いんだよ。前の学校で足音の謎なぞを解いたこともあるんだってさ」

　感心する城山に、鈴りんがはしゃいで説明する。

「そんな大したことじゃないよ。それに、これもあくまで可能性のひとつだし、自分でも実験が一度で上手くいくなんて思ってなかったしね」

　これは嘘うそだ。

　もちろんただの偶然でもないし、カマイタチ現象でさえない。

「七不思議」たちに頼んで偽装してもらったのだ。人形を動かしたのも、傷をつけたのも、空気ではなく姿を隠した杏あんず子こたちである。見えていたのは、未嗣ひとりだ。

　いつまでも未解決事件のままでは新たな怪談の温床になりかねないし、生徒たちにも不安が広がる。だから「合理的な解決」を示して決着をつける。

　それが未嗣が出した結論であり「七不思議」たちも同意してくれたのだ。

「だけどさ。実際に解決したんだから、やっぱり未嗣、すげえよ」

「ただ、たまたま知ってたパターンに当てはまったから。今回のきっかけになった怪談も、元々は多分仮病使う人を戒いましめるためのものだったんじゃないかな」

「ひぇ～。じゃ、また保健室で居眠りとかしてたら、アレ夢にみるかもなぁ」

「きっとそのナースって、城しろちんに少し真面目まじめになれって警告にきたんだよ」

　笑いが起こる。

　鈴りんも城しろ山やまも、真相を知らない。誰だれも知らなくていい。存在の基盤を失った哀れな幻象フエノメナが居場所を求め、この学校を血に染めようとしていたなんて。

　ただ、そのエッセンスのかけらだけでも、こういう話題として残せれば。

　もしも人間の噂うわさから幻象が生まれるのなら、いつかはあの『看護婦』や『ドクター』の一部を受け継ぎ、人を傷つけない有意義な戒いましめの使者が現れるかも知れない。

　相手を滅ぼすしかなかった者の自己満足かも知れないが、未み嗣つぐはそう思った。

　話題だって、血ち塗まみれの看護婦が保健室に行った者に斬きりつけるとかいうよりは、やる気が空回りして筋肉痛でのたうつ奴やつの間抜けな話や、仮病を使って保健室で怖い夢にうなされたクラスメイトの話の方がいい。

「ちょ、ちょっとごめん。先に教室戻ってて」

　片手を上げ、痛む脚あしで方向を変える。

「どしたの？」

「ちょっと用足し」

「大丈夫かー？　ついてってやろうか？」

　城山が心配そうに声をかける。



    

  
    
      



    

  
    
      「いいってば。トイレに行くだけなんだし」

　ひとり用を済まして手を洗い、滴しずくを振り払う。

「おい！」

　隣となりの女子トイレから声がかかった。

「ちゃんとハンカチで拭ふけよ。みんなで使う場所、汚すんじゃないぞ」

「急がないと、みんな待ってますわよ。もっとゴーストハンターの話を聞きたいって」

「昨日は、ありがとう、ね……」

　慌てて視線を向けても、人の姿はない。だけど、すでに馴染なじんだ友達の声。

　ここには仲間がいる。

　守りたいと思う仲間も、共に戦う仲間も。

　ハンカチで手を拭ぬぐいながら、痛む身体からだに笑顔を浮かべて、未み嗣つぐは教室へと戻っていった。





（終）　



    

  
    
      


あとがき





　お久しぶりです。あるいは、初めまして。

　前作『世界が終わる場所へ君をつれていく』とは微妙に似ているような違うような新作ですが、お楽しみいただけたでしょうか？

　いつもなら私はコンセプトというか、アイディアがまずあって、そこからイメージを広げていくのですけど、今回は違いました。

　突然「七不思議使い」という言葉が閃ひらめいたのです。何の前触れもなく。

　調べてみても既存のフレーズではなさそうで「だったら、これで何か書けないか」とこねくり回しているうちにできあがったのがこの作品です。





　作者自身は転校したことも、怪奇幻象――もとい現象に出会った経験もありません。通っていた学校でも七不思議の類たぐいを聞いた覚えはないのです。耳にしていても忘れてしまっただけかも知れませんが……。

　小学校の時はちょうど建てたばかりの新校舎に入学したため「昔から伝わる話」には無縁でしたし、中学にはちょっと離れたところに木造の旧校舎があったものの、基本的に出入りできませんでした。

　今、母校の後輩たちに訊たずねたら、ひょっとしたら私の頃には影も形もなかった話が「ずっと昔から」のこととして伝わっているかも知れませんね。





　さて、最後になってしまいましたが、お世話になった皆さんに――

　本作でもたくさんの方のお世話になりました。イラストのＵＲＡさん。担当さん。麻あ生そう俊しゆん平ぺい氏と香か月づき優ゆう君のふたりを初めとする多くの友人知人。印刷製本流通に携わる方々。

　そして今、本を手に取ってくださった貴方。

　おかげさまで、こうしてまた一冊本を出すことができました。

　でも、まだ七不思議もすべてが出そろったわけではありませんし、「花子さんズ」の過去などまだまた明らかになっていない点もあります。

　読者の皆さんの学校に伝わる七不思議や怪談を取り入れるなんてことも考えてたりしてますので、作品の感想と一緒にそういうネタも教えていただけると嬉うれしいですね。





　では、次の本でお会いできるのを楽しみにしています。



　　二〇〇五年夏

葛西伸哉
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